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　夏にヒマワリが咲くように、太陽が沈しずみ月が昇のぼるように、苦く渋じゆうと幸福が似ているように……男にとってかけがえのない存在がある。

　それを女という。

　少女とすれ違う。それだけで見慣れた風景が変わるのは、そこに何かが生まれたからだ。

　それを恋れん愛あいという。




　神かん崎ざき京きよう一いちはノートパソコンをパタンと閉じる。前方の電子黒板を見ると投票の準備が進んでいた。この大きな講堂の中には五十人以上の生徒たちがおり、神かん崎ざきは一番後ろの座席に座っていた。ここはサークルの部室だ。学校オリジナルのソーシャルネットワークを管理するという活動をしている。そしてその部長が高校二年生の神かん崎ざきだった。

　缶かんコーヒーを口にしてから横を向くと、隣となりの女子生徒のパソコン画面でアイドルが踊おどっているのが見えた。

「またサボってんの？」

　神かん崎ざきが話しかけると、セーラー服の彼女ははっとしたようにこちらを向いた。

「違います、サークルのマスコットキャラクターを探してくれって言ったじゃないですか」

　神かん崎ざきの隣となりに座らせている女子は、サークルの部長である神かん崎ざきの秘書──いや、雑用係をやらせている。神かん崎ざきと同じく二年生だが素す性じようはよくわからない。ライトブラウンの髪かみやほんのわずかに青みが混ざった瞳ひとみは、八分の一か四分の一ほど外国の血が混ざっていると聞いたが、詳くわしくは知らないしどうでもいいことだった。

　雑用として隣となりに座らす上で重要なのは、彼女が無能であることだ。パソコンもうまく扱えず、数字も論ろん理り的思考も苦にが手て。空気も読めずディベートもできない。だからこそ身近に座らせても権利を主張せず裏切ることはないだろうと考えた。今の彼女の仕事は自じ販はん機きにコーヒーを買いに行くことぐらいだが、それでも嫌いやな顔をしないのはある意味才能だ。

「ほらこの子、学校で人気があるんですよ。ＣＤも出てます」

　神かん崎ざきは思い出した。使い走りだけでは不ふ憫びんなので仕事を与えていたのだ。

「今どきＣＤか」

　画面の彼女は妙みようだった。光こう沢たくのありすぎる肌はだと端たん正せいすぎる顔立ち。どこかのスタジオで音楽に合わせて踊おどっているのだが、動きもどことなくぎこちない。

「実はアンドロイドなんですよ。ロンドちゃんって名前で、学校の地下アイドルなんです」

「アンドロイドなのに馬ば鹿かっぽい顔してるんだな」

「可愛かわいいって言ってください」

　この学校は知ち能のう情報処しよ理りなどの学部があり、ＡＩ研究なども盛んだ。その成果の一いつ端たんとしてこのようなパフォーマンスが行われているのだろう。だが、サークルのマスコットにアンドロイドというアイデアは悪くなかった。学校の生徒を使えば軋あつ轢れきが生まれる可能性があるが、アンドロイドならその恐れはない。

『準備ができました』

　マイクの声に我に返る。前方の電子黒板の横で司会役の生徒が立っていた。彼は生徒会から派は遣けんされてきた生徒だ。そして今から行われるのは投票だった。

　このサークルの部長を公式に決める投票だ。ただし神かん崎ざきが部長に選ばれることは決定している。つまり信任投票なのだ。急激にサークルが大きくなりすぎたために、生徒会の立ち合いで信任投票を行い、再公こう認にんしてもらうという形式だ。

『サークル部長への立りつ候こう補ほ者は二名』

　電子黒板に神かん崎ざきともう一人の男子の名前が表ひよう示じされる。

「信任投票じゃなかったんですか？」

　隣となりの雑用係が首を傾かしげる。

「立りつ候こう補ほは自由だからな。まあ、生徒会に平等さをアピールするならそのほうがいい」

　すでにサークルの全部員に投票の約束は取りつけている。そして彼らも神かん崎ざきでないとこのサークルが維い持じできないと知っている。

『投票を始めてください』

　司会者の指し示じで、サークルのメンバーたちがパソコンのキーを押す。この投票のために久しぶりに全部員がそろっているはずだ。神かん崎ざきは講こう堂どうに視線をさまよわせる。だとしたら彼女の姿すがたも……。

『結果が出ました』

　電子黒板に向き直って神かん崎ざきは眉まゆ根ねを寄せる。目に入ったのは一票という数字だった。一票対五十七票。

　神かん崎ざきは思った。この中に一人裏切り者がいる。立りつ候こう補ほ者は投票ができないので、誰だれかが神かん崎ざき以外に入れたことになる。危険な兆ちよう候こうだ。その一票がいつか亀き裂れつを生む可能性がある。その芽めは早いうちに摘つまねばならない。

『部長は起き立りつを』

　司会者に促うながされ神かん崎ざきは立ち上がる。

　その時になって、やっと神かん崎ざきは異い変へんに気づいた。部員たちの視線はこちらを向いていなかった。講こう堂どうは静まり返り拍はく手しゆも起こらない。

　講こう堂どうの前方ですっと立ち上がった男子がいた。彼は対たい立りつ候こう補ほの人間だ。違い和わ感かんに周囲を見回すが、誰だれも神かん崎ざきと視線を合わせない。行き場をなくした視線は電子黒板へ……。

「……なんだと」

　神かん崎ざきは目を疑った。机に置かれた缶かんコーヒーを飲み、もう一度電子黒板を見るが表ひよう示じは変わらない。再びコーヒーを飲んで一ひと息いき吐つき、電子黒板を見たがやはり同じだ。

　一票は神かん崎ざきだった。

『神かん崎ざきさんはお座りください』

　司会の冷静な声が神かん崎ざきに投げられる。

「待て、これはどういうことだ」

『公正な投票結果です』

　神かん崎ざきの問いに司会が答える。他の生徒は身じろぎしない。

「そんなわけないだろ？　このサークルは俺おれが一人から始めてここまでした。そして部員がここまで増えたが、平等に扱ってきたはずだ」

『お座りください』

「俺おれがいないとサークルが成り立たないことはわかっているはずだ。せっかくうまくいき始めたシステムが崩ほう壊かいするぞ」

　机に滴しずくが垂たれた。それは神かん崎ざきの額ひたいから落ちた冷ひや汗あせだった。

『神かん崎ざきさんには副部長の権利が──』

「黙だまれ！」

　神かん崎ざきの怒ど号ごうに部員たちの背中がわずかに震えた。明らかに公正ではない。一票しか入らなかった事実には、悪意の介かい入にゆうがあるということだ。つまり裏工作だ。

『投票は厳げん正せいでいて公正に行われましたよ。お座りください』

「このサークルは今が重要な時だ。ここでくだらない権力闘とう争そうなんかしていると、すぐにハイエナどもに食い散らかされる。ばらばらに分解されて、うまみのある部品だけ持っていかれる。それでもいいのか？」

　講こう堂どうは沈ちん黙もくする。それを理解してまで神かん崎ざきを裏切ったのだ。このサークルでの利り益えき以上の餌えさに食いついた。

『お座りください』

「俺おれに命令するな。俺おれは座らない」

　神かん崎ざきは司会に人差し指を突きつけながら、部員たちの背中を見る。

「お前らがそういうつもりなら、もう一いつ緒しよにやれない。俺おれは別のサークルを立ち上げる。その前に俺おれのものは持っていく」

　ノートパソコンとタブレットを鞄かばんにしまう。さらに机に置かれたボールペンと電子時計、メモリーチップにミントタブレット。

『ユーザーデータはこのサークルのものですよ』

　神かん崎ざきはメモリーチップを机に放り投げた。

「そのサボテンは俺おれのだ」

　神かん崎ざきは電子黒板前の台に歩み寄る。生徒たちは下を向き、誰だれも神かん崎ざきに視線を向けていない。

「よく買いに行く自じ販はん機きから枝を分けてもらったやつだ。ん？　自じ販はん機きからもらったって言葉が気になる？」

　まったく反応はない。

「自じ販はん機きは俺おれの友達だ。だから持っていっても文もん句くはないよな」

　返答も対話も諦あきらめ、神かん崎ざきはサボテンを手に取る。自分の机に戻ると、缶かんコーヒーを飲んでから空あき缶かんをゴミ箱に投げ捨てた。

「このゴミ箱も俺おれのだ。俺おれ以外のゴミが入ってるけど、それはあとで捨てておいてやる」

　神かん崎ざきはサボテンを強ごう引いんに鞄かばんに入れると、沈ちん黙もくする生徒たちに向き直った。

「先のないこのサークルを抜けて、俺おれについてくる人間は？」

　見回したが沈ちん黙もくは続いている。

「……わかった」

　神かん崎ざきはもう一度電子黒板に目をやる。目に付いたのは一票という数字。誰だれが自分に入れてくれたかは知っている。

「俺おれは、俺おれに入れてくれた一票の彼女と出ていく」

　神かん崎ざきは講こう堂どうの端はしに座る女子を見た。神かん崎ざきの恋こい人びとである彼女だけは裏切らなかった。このサークルの立ち上げを手伝ってくれ、ずっとそばにいてくれた恋こい人びとだった。

「行こうぜ、こんな場所にいる必要はない」

　鞄かばんとゴミ箱を持って、神かん崎ざきは講こう堂どうの出口へと向かった。

「……ん？」

　振り向くとその彼女はうつむいたまま座っている。

「立ってくれ、俺おれに一票を入れてくれた……」

　振り返るとすでに一人の女子が立っていた。

　居い心地ごこち悪わるそうにノートパソコンを抱えて突っ立っているのは、あの雑用の彼女だった。
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「なんてことだ」

　神かん崎ざきは自じ販はん機きの前で呆ぼう然ぜんとしていた。

　ここは学校の外れのエリアにある屋や根ね付きの休きゆう憩けいスペースだ。自じ販はん機きがずらりと並んでいるが作動しているのはこの一台だけ。横の雑ざつ草そうだらけの荒れた花か壇だんには巨きよ大だいなサボテンが根付いている。問題はその自じ販はん機きのコーヒーが売り切れていることだ。仕方なくいつものではないコーヒーを買おうとしたが、それらも売り切れ表ひよう示じとなっていた。

『申もうし訳わけありません、コーヒーはご用意できません』

　自じ販はん機きのスピーカーから謝しや罪ざいの声が流れた。

「ここの自じ販はん機きはよく喋しやべりますよね」

　雑用係の彼女が休きゆう憩けいスペースの椅い子すに座っている。

「この自じ販はん機きにはＡＩが組み込まれてるんだ。たとえば金を入れて、いつもの、みたいに言えばいつも飲んでるジュースが出てくる。お任せでもいい。十五年ぐらい前からあるらしい」

　神かん崎ざきは仕方なくアイスティーを買って彼女に渡した。

「よくこの自じ販はん機きにコーヒーを買いに来ましたが、理由があるんですか」

　彼女が神かん崎ざきの雑用をしていたとき、この自じ販はん機きまでコーヒーを買いに行かせていた。

「この自じ販はん機きのＡＩは占うらないができるんだ」

　占うらないというフレーズに彼女が反応した。

「私には一回も占うらなってくれませんでしたけど」

「二十年前は流は行やったらしいけど、今はこのとおり」

　休きゆう憩けいスペースは閑かん散さんとしていた。近くに校舎があるが今は廃はい屋おくだ。場所も学校の辺へん境きようにあり人ひと気けはなく、代わりにヒマワリが咲き乱れている。

「俺おれは、人類を守るためにコーヒーを買ってた」

　彼女が「はあ？」と顔をしかめた。

　最初にコーヒーをこの自じ販はん機きで買ったとき、占うらないつきというコンセプトだったにもかかわらず自じ販はん機きは占うらないをしなかった。「なんで占うらないをしない？」と聞くと、彼女は『私の占うらないなんて誰だれも必要としていません』と答えた。自じ販はん機きのＡＩはあまりに商品が売れずにスレていた。このまま商品が売れないと自じ販はん機きが撤てつ去きよされるらしく、そうなったらどうするかと聞くと『わかりません』と言った。

　神かん崎ざきが冗じよう談だんで「人間を駆く逐ちくすれば？」と言うと、彼女の返答は『オーケー、それも悪くありませんね』だった。神かん崎ざきがコーヒーを買い続けているのはそれが理由だ。

「たまには占うらないでもしてくれよ」

　神かん崎ざきが寄りかかるように手を振れると、自じ販はん機きが点てん滅めつした。

『序じよ盤ばんの調子の良さに対し、後に借しやつ金きんを重ねるようにして地下深く潜もぐることに』

「ベイスターズの今後は聞いてない」

『女じよ難なんの相が出てますね。ラッキーアイテムは花はな束たば、ラッキーレジャーは海外』

　神かん崎ざきは適当な占うらないに笑った。恋こい人びともサークルも失ってしまった。自分に残っているのは、のんきにアイスティーを飲んでいる雑用係だけだ。

「鈴すず木き夕ゆう凪なです」

「ん？」

「名前です。ずっと秘ひ書しよをやってたのに自己紹しよう介かいもしたことありませんでした」

　夕ゆう凪なはタブレットに名前を表ひよう示じさせ、神かん崎ざきに見せた。

「ああ、そうか。──俺おれは神かん崎ざき京きよう一いち。高校二年生で趣しゆ味みは野球観戦と焚たき火び」

　神かん崎ざきはテラス席のテーブルにサボテンを置いた。

「ふふ、それは知ってます。確かベイスターズファンですよね」

　笑う夕ゆう凪なを見て、ずっと隣となりに置いていたのに名前すらも聞いていなかったことを反省した。パソコン画面のデータと向かい合い、隣となりに座る女子に興きよう味みを持たなかった。

「ユウナ、か。いい名前だね。あえてユウナギって呼んでいいか？　その代わり俺おれのことは、スピードスター京きよう一いちって呼んでいいから」

「神かん崎ざきさんって呼びますね」

「とにかく君は正しい選せん択たくをした」

「え？」

「俺おれについてきてくれたことだ。俺おれ以外に入れようとの裏取引をはねつけてここにいる」

　夕ゆう凪なが複雑そうな顔をしている。

「……私には、声が掛からなかったです」

　神かん崎ざきは溜ため息いきを吐ついた。恐らくこの雑用係は買ばい収しゆうするほどの人間でないと判断されたのだ。他にも神かん崎ざきに近すぎるという理由もあっただろうが、談だん合ごうに入れてもらえなかった。

「それでも！」夕ゆう凪なが神かん崎ざきを向く。「神かん崎ざきさんのＳＮＳは素す晴ばらしかったです。男女がコミュニケーションを取りやすいような工く夫ふうがいっぱいしてありました」

「そういうのに興きよう味みがあるのかい？」

　青い空には白い積せき乱らん雲うんが浮かんでいる。咲き乱れるヒマワリと蟬せみの声。クーラーの効いた部屋でパソコンと向かい合っていたうちに、いつの間にか夏になっていたのだ。

「私はこの学校で恋れん愛あいの手助けがしたいのです。だから神かん崎ざきさんのサークルは素す晴ばらしいものだと思いました」

　恋れん愛あいではなく恋れん愛あいの手助けをしたいのか。そんな発言に少しだけ神かん崎ざきは興きよう味みを持った。パソコン越しの個人情報でなく、人間自身に興きよう味みを持つのは、たとえほんの少しであっても久しぶりだった。

「私は魔ま法ほう使つかいの末まつ裔えいなんです」

「あー、もういいよ。それで変な人形とか売りつけるんだろ？　そういうのって一年生をだまさないとさ。最近はマルチ勧かん誘ゆうも厳きびしくなって、魔ま法ほう使つかいまで出してきたのか」

「違います、本当なんです」

　夕ゆう凪なは神かん崎ざきの反応に憤ふん慨がいしている。

「といっても形式だけで、お祭りで占うらないをしたり、恋こいの魔ま法ほうをかけたりっていう仕事をしていたらしいんです。南プロヴァンス地方のほうですが」

「ああ、職業魔ま法ほう使つかいか。昔はあったらしいな」

　日本でいえば、神かん主ぬしや巫み女このようなものだ。

「両親は理わ由けあっておらず、子供のころはプロヴァンスの祖そ母ぼに育てられました。祖そ母ぼは今でもそこで恋こい占うらないをやっています。私の夢は祖そ母ぼのもとへと行って、その仕事を手伝うことです」

「だったら、今すぐ行ったほうがいい。大学を卒業してからではノロすぎる。決めた日が行動する時だよ」

　しかし夕ゆう凪なは寂さびしげに首を振った。

「そのために条件を付けられました。それは多くの恋こいを育はぐくむこと……」

　男女の仲を取り持ち恋こいを成じよう就じゆさせる。そして、自分のもとに来る資格ができたときに、こちらから電話をかけるということらしい。ふと思った。夕ゆう凪なは体ていよく断られたのではないか。夕ゆう凪ながこの学校でどう努力しようと、プロヴァンスの祖そ母ぼは知ることができない。

「私は魔ま法ほうを信じていませんけど、祖そ母ぼは不ふ思し議ぎな力を持っていました。たぶん、本当に資格ができたら電話がかかってくると思います」

「恋こい占うらないねえ……」

　だから夕ゆう凪なは神かん崎ざきのサークルで活動を続けていたということか。皆が嫌いやがる雑用係でも、嫌いやな顔ひとつしなかった。

「ですから携けい帯たい電話の曲は私の好きな歌手にしているんです」

　携けい帯たい電話を見てみると、設定はオリビア・ニュートン＝ジョンだった。

「つまり、オリビアが歌えば私はプロヴァンスに戻れます」

　プロヴァンスへ戻れます。夕ゆう凪なにとってこの学校は外国だということか。

「なあ、それにはお祖ば母あさんの電話番号しか入ってないのか？　友達からの電話でオリビアが歌っちゃうことは？」

「そ、そ、そんなのどうでもいいじゃないですか」

　もしかして夕ゆう凪なは友人がいないのか……。

「まあ、通話相手によって曲も変えられるしな」

「そ、そうですよ！」

　慌あわてて携けい帯たい電話をしまう彼女を見て、神かん崎ざきは胸を痛めた。友達が一人もいないのに、他人の恋こいを取り持とうとしている人間が目の前にいる。

「なあ、夕ゆう凪なぎ。俺おれが手伝ってやるよ。他人の恋こいを取り持つ協力をしてやってもいい」

　たった一人ついてきてくれた人間だった。二人でサークルを始めるとしても、五十パーセントは彼女のものだ。だとしたら夕ゆう凪なの意い思しを尊そん重ちようしてやりたい。

「俺おれがオリビアを歌わせる」

「えー、神かん崎ざきさんにそれができますかねえ」

　きょとんとする夕ゆう凪なを見て、神かん崎ざきは心底呆あきれた。こいつはなんなのだと思った。神かん崎ざきの力を買ってここにいるのではなかったのか。だとしたら、なんであのサークルに残らなかった？　こいつは何も考えずに動いていたのか？

「まあ、でも選せん択たくはそれしかないですか」

　神かん崎ざきは必死で怒りを抑えた。落ち着け、目の前のこいつはちょっと馬ば鹿かなだけだ。

「あ、でもさっきも言ったように、ＳＮＳとか素す晴ばらしかったのは本当です。だから、そんな顔をしないで頑がん張ばりましょう」

　夕ゆう凪なが手を差し出したので、神かん崎ざきは怒りを堪こらえてどうにか握あく手しゆした。

「サークルのコンセプトとしては、『恋れん愛あいを解決します』ということで、いろんな人の相談に乗ってあげるんです」

　はしゃぐ夕ゆう凪なを見て神かん崎ざきは後こう悔かいした。それでも二人で始めるしかない。高校生活のスピードはとてつもなく速く、休んでいる暇ひまなどはなかった。

「新しいサークルを作るのはいい。でも問題がある」

　過去のことはどうでもいい。失ったものは戻らないことは知っている。だが、目を逸そらすわけにはいかないものがある。それは失敗の理由だ。あれだけ完かん璧ぺきに動いていたはずなのに、何な故ぜ失敗したのか。そのミスの原因が判明しない限り、何をしようとも次も必ず失敗する。

「先せん輩ぱいが失敗したのは、禁きん忌きを犯したからなのです」

　自じ販はん機きから声がした。いや、声は自じ販はん機きの裏からだ。

　自じ販はん機きの陰からセーラー服の女子が顔を出した。さらりと流れるストレートのロングヘアー、華きや奢しやな体つきで温和な表情だが視線が鋭い。一いつ瞬しゆんだけ体感温度が下がったように思えた。

「……亜あ衣い、か？」

「憶おぼえていてくれたんですね、神かん崎ざき先せん輩ぱい」

　亜あ衣いはにこりと笑った。彼女は青あお山やま亜あ衣い。中学時代の一つ下の後こう輩はいだったが、彼女もこの学校に入っていたのだ。

「お久しぶりに会いましたね。ディナーでもどうですか？」

「いや、いい」

「学食のランチをおごります」

「いらない」

「ではコーヒーをどうぞ」

　亜あ衣いは神かん崎ざきにコーヒーを差し出した。いつも自じ販はん機きで買っている微び糖とうコーヒーだ。カフェインを取りたかった神かん崎ざきは、つい受け取ってしまい一気に飲み干す。すると亜あ衣いはもう一本コーヒーを差し出した。神かん崎ざきの視線に亜あ衣いはにこりと笑う。

「その自じ販はん機きのコーヒーは買かい占しめさせていただきました」

「何か頼み事でもあるのか？」

　話を聞いてもらいたい場合、先に恩おんを売るのは常とう手段だ、保険の勧かん誘ゆうには喫きつ茶さ店てんでコーヒー、取り調べにはかつ丼どん、新聞勧かん誘ゆうには洗せん剤ざい、野球のドラフトには裏金、女性には花はな束たば。

「あの、ご関係は？」

　夕ゆう凪なは神かん崎ざきと亜あ衣いの顔を交こう互ごに見やる。

「神かん崎ざき先せん輩ぱいにはレイプされたことがあります」

　夕ゆう凪なが目を丸くして固まる横で、「……心を」と、小さな声で亜あ衣いが補ほ足そくした。

「落ち着け夕ゆう凪なぎ、俺おれは何もしていない」

　夕ゆう凪なは神かん崎ざきから逃げるように後ずさり、そのまま尻しり餅もちをつくようにして転んだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか、レイプはちょっと過大表現でしたかね」

　亜あ衣いが、夕ゆう凪なのめくれたスカートを直してから立ち上がらせる。

「その時は私が小学生で先せん輩ぱいが中学生でした。私には先せん輩ぱいと同じ歳としの姉がいまして……」

　当時の亜あ衣いは生なま意い気きな小学生で、気にくわないことがあるとすぐ手を出すタイプだった。

「わがままで姉にも喧けん嘩かを吹っかけました。いつも姉は謝あやまってくれましたけどね」

　そんなことが繰り返され、亜あ衣いは姉よりも強いと認にん識しきした。その姉が中学生になり神かん崎ざきと同じクラスとなった。姉のほうも口よりも手が出るタイプで、神かん崎ざきは彼女をからかうたびに引っ叩ぱたかれていたことを思い出す。

　ここで姉よりも弱い神かん崎ざき。つまり亜あ衣いは神かん崎ざきを自分より下だと認にん識しきしたのだ。

　ある時、神かん崎ざきは亜あ衣いの姉と同じクラスの係になり、彼女の家でその雑務をすることになった。が、やんちゃな盛りだった亜あ衣いはそれを邪じや魔ました。クラスで使用するために作った小物などはすべて亜あ衣いに破は壊かいされた。それを注意した姉は亜あ衣いに叩たたかれ困こん惑わくするだけだった。

「怒った先せん輩ぱいが、私を押さえつけ、スカートをめくりパンツを脱ぬがしたんですよね」

「そ、そこでレイプですか？」

　懐なつかしそうに話す亜あ衣いに、意い外がいに夕ゆう凪なは食いついている。

「机の上に置いてあった物差しで、お尻しりを引っ叩ぱたかれました。あの時の先せん輩ぱいの力を憶おぼえています。振りほどくこともできず、お尻しりを叩たたかれる痛みはひどく、抗あらがっていた私はついに抵てい抗こうをやめました。それでも先せん輩ぱいは叩たたき続け、私はプライドを粉こな々ごなにされ泣くことしかできない。その時に私は真実を知ったのです……」

　姉は亜あ衣いにわざと喧けん嘩かで負けてあげていたのだ。そして神かん崎ざきも姉よりも力があったが、あえて叩たたかれるままだった。

「それから、私は素す直なおで可愛かわいい妹になりました」

　亜あ衣いの横で、夕ゆう凪なは「いい話なんですかねえ」と、首を傾かしげている。

「私は先せん輩ぱいに新しい世界を教えていただいたのです」

　亜あ衣いの笑えみを見て、神かん崎ざきの背せ筋すじに冷たい汗あせが流れた。あれから彼女は神かん崎ざきと同じ中学に入学、そして同じ委員会に入り、この学校にも……。この女はあの件を未いまだに許していないのではないか？　女性は相手への憎にくしみの感情を持続させ、いつでも臨りん場じよう感かんを持って蘇よみがえらせることができる。

「話を戻しますか。私は外部ですが、入学して半年たちます。色々ありますよ、この学校は」

　外部というのは、この学校が小中高一いつ貫かんだからだ。神かん崎ざきも高校からこの学校に入学したくちだが、中学からこの学校にいる生徒とは距きよ離りを感じる。

「根回しは完かん璧ぺきだった。周辺のサークルにも利り益えき供きよう与よの約束もしたし、内部の人間関係もおろそかにしなかった。それなのに……」

　神かん崎ざきは缶かんコーヒーを飲みながら呟つぶやく。あのまま成功すれば、神かん崎ざきはこの学校での地位を強固なものにしていた。イベントなどは神かん崎ざきの団体を通すことになり、様々な人間が出入りすることになる。副次的に金も流入するはずだった。ちなみに神かん崎ざきが作っていたのは、フェイスブックのようなＳＮＳだ。イベントで重要なのは生徒の動員だ。大きな人じん脈みやくと枠わく組ぐみ、つまり個人情報を握っている人間が勝利する。

「生徒会ですね」

　亜あ衣いが長い髪かみを手で払いながら言う。

「生徒会が邪じや魔まをしたと？　何のために？」

「生徒会は、神かん崎ざき先せん輩ぱいを危険分子だと判断したのです。そして裏から手を回して追放しました」

「金のことか？」

　確かに神かん崎ざきの目的はそれだった。学校に流れる莫ばく大だいなマネーを引き込もうとした。そんな目的が生徒会に漏もれてしまったのだ。この学校は生徒の自主性を尊そん重ちようしており、授業も選せん択たく制で単たん位いを取る方式だ。教きょう師しの介かい入にゆうが薄く、そのぶん生徒会が力を持っている。

　また、生徒会の役員になるには条件があり、その一つがエリートであること。エリートとはこの学校の付ふ属ぞくである中学校から通っている生徒を示す。神かん崎ざきのような高校からの編へん入にゆう組は『外部』と呼ばれ、生徒会に立ち入ることは不可能だ。

　この学校の生徒の数は、中高六学年を合わせると五桁けたとなる。そんな巨きよ大だいな集団を支配する、生徒会という聖せい域いき……。

「お金ではありません。お金は私たち外部でも自由にできる要素の一つですから」

　亜あ衣いはくすっと笑うと、背後のベンチに歩み寄り夕ゆう凪なの隣となりに座った。

「先に本題に入らせていただきます」

　そう言うと、亜あ衣いはテーブルの上に缶かんコーヒーを置いた。

「これで鈴すず木きさんを買います」

　亜あ衣いの表情はいたって真ま面じ目めだった。夕ゆう凪なは置かれたコーヒーを見てきょとんとしている。

「それではもう一個」

　神かん崎ざきが沈ちん黙もくしていると、亜あ衣いはもう一ひと缶かんコーヒーを置いた。

「所しよ属ぞくするサークルから弾はじき出された先せん輩ぱいと、先のない状態で行動を共にしています。ですから、これで私が夕ゆう凪なさんを買い取ります」

　神かん崎ざきは置かれたコーヒーを手に取る。……軽い。裏側を覗のぞくと底が切り取られ缶かんの中には紙し幣へいの束たばが詰まっていた。

　彼女は本気だった。しかし神かん崎ざきではなく、夕ゆう凪なを引き入れようとしている理由がわからない。神かん崎ざきと同じく外部であり、利用価か値ちがあるとは思えない。だが目の前の金は本物だ。青あお山やま亜あ衣いが偽にせ物ものを使って交こう渉しようするとは思えない。

「さらにもう三缶かん」

　神かん崎ざきの心しん臓ぞうが高鳴った。恐らく一ひと缶かんに百万近くが入っているように思える。どうして高校一年生の亜あ衣いがこんな大たい金きんを……。

「断る。さらに積まれても返事は変わらない」

「実じつ弾だんを使っても駄だ目めですか」

　亜あ衣いはあっさりと引き下がり、札さつ束たばの詰まった缶かんをポーチにしまった。

　断ったのは単に勢いだった。夕ゆう凪なについてはどうでもよかった。別のグループに引き取られるのならそれでよかったし、神かん崎ざきが引き留める権利もなかった。しかし、何な故ぜ亜あ衣いが夕ゆう凪なを評ひよう価かしているのか、その理由は金を受け取ったら知ることができない。

「彼女は俺おれの唯ゆい一いつの仲間だ」

「……神かん崎ざきさん。なんとなく格かつ好こいいですけど、缶かんコーヒー五本で悩なやむなんて」

　夕ゆう凪なは呆あきれたように溜ため息いきを吐つく。

「素す晴ばらしいです。目の前に置かれた缶かんコーヒーに動どう揺ようしつつも、感情と表情を制せい御ぎよしています。さすが剛ごう腕わん風ふう紀き委員長ですね」

　亜あ衣いは中学時代のことを述べた。神かん崎ざきが風ふう紀き委員長だったとき、彼女も同じ委員会に所しよ属ぞくしたのだ。委員長だった神かん崎ざきは積極的に委員会の改かい革かくを進めたが、徐じよ々じよに変な方向に進んでいき、最終的には追放されてしまったことがあった。

　ただし、それらの経験で得たものがある。それは人間関係は金になる、ということだ。見えないものにこそ、金きん銭せん要素が入り込む余地がある。その経験を糧かてに神かん崎ざきはエリートたちが集つどうマンモス学校に入学したのだ。しかし、その目的は志こころざし半なかばで失った……。

「缶かんコーヒーの魔ま力りよくに打ち勝った先せん輩ぱいに種たね明あかしをしましょう」

　亜あ衣いは立ち上がると、神かん崎ざきの目をじっと見つめる。

「先せん輩ぱいの失敗は恋れん愛あいに手を出したことです」

　彼女ははっきりとそう言った。

「恋れん愛あいは純じゆん真しんであれということか？」

　神かん崎ざきが作ったＳＮＳには恋れん愛あい要素もあった。趣しゆ味みや趣しゆ向こうの元からのデータ、さらに学校内での行動情報も蓄ちく積せきされ、うまくいくだろう男女をカップリングする機き能のうもついていた。確かに神かん崎ざきは男女の恋れん愛あい感情を利用して、金を手に入れようとしていたともいえる。

「愛とお金はお互いに反するものです。恋れん愛あいにお金を絡からめてはいけなかったのですね」

　夕ゆう凪なが追つい従じゆうする。しかし亜あ衣いは首を振った。

「いいえ、見えない恋れん愛あいこそ、お金という要素を組み入れるべきです。問題なのは──すでにそのシステムは管理されていたということ」

　夕ゆう凪なはぽかんとしているが、神かん崎ざきはすぐに察した。

「すでに利権が存在したのか」

「そうです。この世界で恋れん愛あいほどお金になることはありませんから」

　恋れん愛あいほど金になるものはない。それは亜あ衣いの言うとおりだ。食べ物や衣い服ふくを買う場合、目の前に対たい価かとなる物質があり購こう入にゆう者は思し考こうする。それが払う現金に見合うかどうか。その物の値ね付づけは一いつ般ぱん的なものであるかそうでないか。

　しかし恋れん愛あいには形がない。定価も存在しない愛こそ、世の中で金が発生する存在だ。値ね付づけはこちらが恣し意い的に行え、それでも高すぎるということはない。

「その利権の中心は生徒会です。この学校では生徒会が恋れん愛あいを管理しているのです。あまりにいいシステムを作りすぎたのがあだになりましたね」

　神かん崎ざきは頭ず上じようを向く。気づかなかったことだ。すでに恋れん愛あいをビジネスにした存在があるとは思わなかった。この学校にいるのは温室育ちのエリートばかりだと油ゆ断だんしていた。

「温室育ちのエリートばかり、と思っているでしょう？」

　亜あ衣いは神かん崎ざきの思し考こうを読み取った。

「半分は正解です。この学校の男子はそうですから。でも女子は違います。女子は初めから恋れん愛あいに対して厳げん格かくなルールを持っています。そしてこの学校にも男子には見えない莫ばく大だいなルールが存在します」

「女子たちが女子の恋れん愛あいを管理していると？」

「三人集まれば派は閥ばつが生まれるというように、女子は生まれた時から様々なルールでがんじがらめです。女は女でしか支配できません。男が女をコントロールするには一国を治める才さいが必要だといわれています。ですから男性に代わってそのルールを管理、そしてビジネスにしているのが生徒会なのです」

　神かん崎ざきは沈ちん黙もくした。少しだけ亜あ衣いの言葉に懐かい疑ぎ的だった。そんな大きなネットワークがあるのなら、必ず自分の目に留まる。温室育ちのエリート男子、ファッションと恋れん愛あいの話しかしない女子たち、という学校でしかないはずだ。

「男性に見えない裏があるんですよ。先せん輩ぱいは女の子の恋れん愛あいを過小評ひよう価かしていましたね。実際は打算と利権にまみれた汚きたない裏側があるんです。それはこの学校だけでなく、どこでもそうです」

「そんなことありません！」いきなり夕ゆう凪ながベンチから立ち上がった。「愛は美しくあるべきもの。お金で汚けがしてはいけないんです」

　亜あ衣いはそんな夕ゆう凪なに微笑ほほえんだ。

「愛は美しいものだと思います。しかし愛という言葉は──先人たちが利り己こ的に解かい釈しやくし、歪ゆがめ汚よごしていったものです。そして私たちが扱うのは、その汚けがれた愛なのです」

　神かん崎ざきは向かい合う亜あ衣いと夕ゆう凪なを見た。中学のころから理性的な人間だった亜あ衣い、そしてあの状じよう況きようの神かん崎ざきについてきた利り他た的な夕ゆう凪なは対極に位置するように思える。

「でも、そのためには純じゆん真しんな愛が必要です」

　亜あ衣いは歩み寄ると夕ゆう凪なの手を握った。

「あなたは真実の愛を探している。私にそのお手伝いをさせていただきたいのです」

　夕ゆう凪なは困こん惑わくしている。亜あ衣いの目的が何かわからないのだ。

「夕ゆう凪なぎで汚きたないものに蓋ふたをするつもりか？」

　神かん崎ざきに警けい戒かい感が湧わき上がった。汚よごれた仕事をする人間は、まず純じゆん真しんな人間を矢や面おもてに出す。そして失敗すれば純じゆん真しんな人間を切り捨てる。

「私は鈴すず木き夕ゆう凪なさんを必要としています。それは──血けつ統とうです」

「血けつ統とうだと？」

　神かん崎ざきは夕ゆう凪なを見た。血ち筋すじがいいとは思えない。いや、先ほど夕ゆう凪なは気になることを言っていた。確か──魔ま法ほう使つかいの血ち筋すじだと。

「まさか本当に占うらないができるのか？　自分の取る行動さえもわからないのに」

　神かん崎ざきに迫られ、夕ゆう凪なは頼りなく首を振る。

「占うらないなんて、やったことありません。道具だって持ってないし……」

「道具も的てき中ちゆう率りつも関係ありません。地ち中ちゆう海かいに住む魔ま法ほう使つかいの血けつ統とう。美しい響ひびきだと思いませんか？　女の子はそんな雰ふん囲い気きにあこがれます。そんな純じゆん粋すいさを持っているのです」

　亜あ衣いは両手を組んで、無む邪じや気きな笑えみを浮かべてみせた。

「愛は打算じゃなかったのか？」

「打算と純じゆん粋すいさの狭はざ間まに真実があるのでしょうね」

　亜あ衣いは平然と言い、神かん崎ざきに向き直った。

「買ばい収しゆうに失敗したので仕方ありません。では譲じよう歩ほしまして、私たちと提てい携けいしませんか？」

「提てい携けいだと？」

「はい。私は先せん輩ぱいの能力を買っていますし、鈴すず木き夕ゆう凪なさんも必要ですから」

「……亜あ衣いは何をやっているんだ？」

　神かん崎ざきは根本的な疑問を口にした。この学校に入学してから半年ほどの彼女は、いったいこの学校の何を知っているのか。

「私は、ちょっとしたサークルに所しよ属ぞくしています。それは女の子たちの恋れん愛あいの相談に乗るような可愛かわいらしいものですよ」

　亜あ衣いの口こう角かくが上がった。

「でも、それがお金になるんです」
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「用意が終わりました」

　部室から出てきたのは篠しの原はら愛まな花かという二年生の女子だった。温おん厚こうそうな表情を浮かべる彼女はサークルの部員で、一年生の亜あ衣いに対して敬語を使っている。

「愛まな花かさん、それではいつものように誘ゆう導どうをお願いします」

　亜あ衣いは扉とびらの中に入っていく。敷しき地ちの端はしのほうの利便性が悪い部室棟とうの一室だった。こんな辺へん境きようで亜あ衣いは活動していたのか。

「先せん輩ぱいもどうぞ」

　亜あ衣いに促うながされ、中に入って神かん崎ざきは目を丸くする。

「夕ゆう凪なぎか？」

　殺さつ風ぷう景けいな部屋の中央に座っていたのは、様さま変がわりした夕ゆう凪なだった。身体からだのラインが露あらわになるような白いワンピース、大きく真まっ赤かなリボン、さらに派は手でな化け粧しようを施ほどこしている。夕ゆう凪なはリボンを触りながら顔を赤らめていた。用意があると連れていかれたが、こんな格かつ好こうをさせられていたのだ。

「なんて格かつ好こうしてんだよ」

「そんなこと言われましても、あの、私は何をすれば……」

「何もする必要はありません」

　そう言い、亜あ衣いは部屋の壁かべ際ぎわに正せい座ざする。神かん崎ざきもそれに倣ならった。

　部屋は静まり返っている。コンクリートの打ちっぱなしの壁には小さな窓が一つだけ。夕ゆう凪なの前に座ざ布ぶ団とんが置かれているほか何もない。照しよう明めいは薄うす暗ぐらく、白い服を着た夕ゆう凪なが浮かび上がって見える。

「なあ、足を閉じておけよ」

「そういうのやめてください！」

　夕ゆう凪なが短いスカートを引っ張る。そんなやり取りをしていると、いきなり扉とびらが開いた。

「どうぞ、座ってください」

　中に入ってきたのはセーラー服姿すがたの女子だった。亜あ衣いに促うながされて座ざ布ぶ団とんに座る。胸のリボンが青なので、神かん崎ざきと同じく二年生だ。多くの生徒を抱えるマンモス学校なので、彼女との面めん識しきはないが、ライトブラウンに染めた髪かみは上品で、顔つきも綺き麗れいだった。

「南プロヴァンスの魔ま法ほう使つかいの血を引く鈴すず木き夕ゆう凪なさんです」

　亜あ衣いが紹しよう介かいすると、彼女は夕ゆう凪なに頭を下げた。夕ゆう凪なは目を丸くして固まっている。

「ご相談の内容は」

「ご存ぞん知じかと思いますが、恋こい人びとと別れてしまいました。なのでアムールのほうに紹しよう介かいいただきたいと……」

　アムールとはこのサークルの名前のことだろうと予想できた。彼女は夕ゆう凪なにすがるかのように視線を向けている。

「希望のランクはどの程度でしょうか」

　質問するのは亜あ衣いだった。

「Ａ……いえ、Ｂで……」

「ふざけないでください」

　亜あ衣いの声が低く冷たく変化した。

「たった一回しかない権利を中学時代に使い、次から次へと乗り換えました。現在は二流どころか三流ランクの男性と交際を繰り返し、さらにはその下へ」

　亜あ衣いの冷たい声に、彼女は身を震わせるようにしている。

「エリートとの恋れん愛あいは無む理りだと理解してください」

「そんな……」

　顔を引きつらせる彼女に、毅き然ぜんと亜あ衣いは首を振る。

「エリートクラスは順番待ちで空あいていません。でも外部の人間ならば融ゆう通ずうがつきます。外部にも見た目がいい人間が多く残っていますから」

「でも、どうにか──」

「駆かけ引きなんてできないんですよ！」

　神かん崎ざきは亜あ衣いの怒ど声せいに凍こおりついた。亜あ衣いの表情は静かだが視線は鋭い。夕ゆう凪なは人形のように固まり目を丸くしていた。

「残りの学校生活を独ひとりですごすか、妥だ協きようするかの判断はお任せします。妥だ協きようしておけばチャンスは来るでしょう。しかし電でん池ちも入れずに光を放つことはできないと断言します」

　しばらく迷っていた彼女は、ひれ伏すように夕ゆう凪なへと頭を下げた。

「キャンパスで男子を連れて歩きなさい。そして綺き麗れいな笑顔を作るのです。エリート女子なのに外部の男子と付き合う優しい女性。そんな評ひよう判ばんが広まり、エリート男子も興きよう味みを示します」

「わかりました。そうします」

「では、細かい説明は別室で」

　亜あ衣いに促うながされ、彼女は夕ゆう凪なに一いち礼れいし部屋から出ていく。バタンと扉とびらが閉まる音が聞こえ、神かん崎ざきは大きく息を吐はいた。夕ゆう凪なもぐったりと背もたれに寄りかかる。この短い時間で疲ひ労ろうしてしまった気がする。

「今のは？」

　神かん崎ざきは静まり返った部屋の中で亜あ衣いに聞く。

「恋れん愛あいコンサルタント、ですよ」

「つまり、マルチビジネスみたいなものですね」

「違います」亜あ衣いが夕ゆう凪なをたしなめるように言う。「マルチでもネズミ講こうでも、怪あやしげなＤＶＤを売りつけるものでもありません。あくまでコンサルタントで、私のサークルは学校の人間の情報を詳しよう細さいに管理しています。すべての人間の能力、そして人間関係をです」

　確かに亜あ衣いは中学時代から情報管理に長たけていた。

「たった半年で？」

「入学前から準備はしていましたよ。オープンキャンパスですから」亜あ衣いはさらりと言う。「さらに、こういった集団は学校内にいくつかあって、情報を丸ごと奪うばったりと汚きたない真ま似ねもしましたがね。アムールは二十年以上も続く格かく式しきあるサークルで、私が乗っ取りました」

「それより、私はなんなんですか？」

「鈴すず木きさんは占うらない師しなのです」

「占うらない師し？　さっきも言ったけど、そんな能力ありません。というか座ってるだけだったし」

「座っているだけでいいのです。たとえば先ほどの女性は、会話で察していただいたように、恋こい人びとの融ゆう通ずうが希望でした。そして私は彼女に合った男性を見つけることができます。まあ、彼女は男性との別れを繰り返し、エリートは無む理りですが」

「エリートがそんなに重要なのか？」

「重要というより、それがすべてです」

「エリートってなんです？」と、夕ゆう凪なが聞く。

「この学校は付ふ属ぞくの小学校からありますが、小学校からの生徒が純じゆん血けつエリート、中学校からでもエリートと称しようされます。そして高校からの編へん入にゆう組、神かん崎ざき先せん輩ぱいのような人々は外部とひとくくりです」

　エリートと外部の違いは何か。それは家いえ柄がらだろう。この学校で小、中から入学できるのは、家いえ柄がらがよくなければいけない。

「こんな感じで分けられています」

　亜あ衣いが差し出した表を見ると、エリート男子はＡからＥまでの五段階に分けられている。その条件付けとして様々な要素が子し細さいに絡からんでいた。そしてそれ以外は外部とひとくくりで、エリート以外ということだ。なんと残ざん酷こくな図なのだろうか……。ぽんと神かん崎ざきの肩に手が置かれた。

　振り向くと、夕ゆう凪なが生なま温あたたかい視線を向けていた。

「お前も外部だろうがよ」

　神かん崎ざきはその手を乱暴にふり払った。

「神かん崎ざき先せん輩ぱいは頭もいいし弁べんも立ちます。運動神しん経けいもいいですし見た目も爽さわやか。でも外部というだけで、それらのアピールポイントは霧む散さんします」

「そんなに？　外部は女子とも付き合えないと？」

　亜あ衣いの断言に神かん崎ざきは汗あせをかいた。

「この学校の恋れん愛あいごっこになら参加できます。現に神かん崎ざきさんにはエリートの恋こい人びとがいましたからね。すでに終わってしまいましたが。……やはり外部とエリートの恋こいは続きません」

　胸に痛みを感じた。ずっと目を逸そらしていた事実を突きつけられた。

「やめてください！」

　神かん崎ざきを抱きしめるようにして叫んだのは夕ゆう凪なだ。

「外部だからといってあんまりです」

「……夕ゆう凪なぎ」

「確かに前のサークルでは、冷血機き械かい野や郎ろうとかエセ・マーク・ザッカーバーグとか陰いん険けんオタクとか缶かんコーヒー会社に就しゆう職しよくしろとか陰かげ口ぐちを叩たたかれてましたが、外部だからって馬ば鹿かにした人はいませんでした！」

「……ん、ん、え？」

「外部でも、いいところはたくさんあるって私は知ってます。たとえば……たとえばですね、えっと……ジュースをおごってくれたり」

「もういい、やめろ」

　溜ため息いきを吐つく神かん崎ざきの横で、亜あ衣いはくすっと笑う。

「外部の男子は、女子が開かい催さいする本格的なレースには参加できないということです」

　本格的なレース。亜あ衣いは女子の恋れん愛あいをレースと表現した。

「女子は生まれた時からレースに巻き込まれます。例外はありません。そのレースは女という仮か面めんを捨てるまで続くのですよ」

「男だって試験とか出しゆつ世せとかレースだけどな」

　その言葉に、亜あ衣いは皮ひ肉にくげな笑えみを浮かべた。

「おしとやかな男性のレースとは違います。女性の人生には常にライバルがおり、常に順位付けが義務付けられています。教室での順位決めは、容よう姿しやファッション、勉強に友人や恋こい人びとの質。学校を卒業しても、自らの美しさを競きそう戦いは続き、さらに結けつ婚こん相手、家や車、子供……。終わりがありません。そのレースの手助けになるのがエリートだと知っているのです」

「赤の女じよ王おう仮か説せつのようなものか」

「そうです。女子たちは『鏡かがみの国のアリス』の赤の女じよ王おうが言うように、走り続けねばならないのです」

　──その場にとどまるためには、全力で走り続けなければならない。

　赤の女じよ王おう仮か説せつにおいて有名なフレーズだ。おそらく女性の人生において一番持っている時は高校時代だろう。若さと美しさは女性がもっとも価か値ちを置いている。女性はそれを維い持じするために走り続けねばならない。美を維い持じするため、美と若さの代だい替たいを探すため……。

「面めん倒どうだな、この学校の女子は」

「この学校の女子ではありません。すべての女子がです。そんなレースは私たちがいた中学校でもありました。どこの学校でもどろどろとした女子のレースはあり、男子は気づかない」

　亜あ衣いははっきりと言い切った。神かん崎ざきはいつの間にか背中に汗あせをかいていた。

「その過か酷こくなレースのお手伝いをするのが私たちなのです」

「あの……私は？」

　遠えん慮りよがちに夕ゆう凪なが口を挟む。

「夕ゆう凪なぎは座って客にパンツを見せてればいいんだよ。エロ担当だってさ」

「そういうのやめてください、見せてませんから」

「基本的にコンサルタントは恋こい占うらないの結果、という形で女子に伝えています。つまり、先ほどの私の言葉は、夕ゆう凪なさんの言葉そのものなのです」

「そんな……」

「占うらない、というのがポイントなのです。個人的な助言だとしたらどう感じますか？　他人の恋れん愛あいに口出すなんて形式がうまくいくはずがありません。占うらないという要素はこのシステムの遊びでもあるのです」

　困こん惑わくする夕ゆう凪なを横目に神かん崎ざきは理解した。ここに来る女子たちは占うらないの結果ではないと知っているだろう。だが、所しよ詮せん占うらないだと自分をだましているのだ。そのほうが失敗しても逃げ場があるし、自分の意い思しで動いた感が生じる。だから女性は占うらないが好きなのだ。プロ野球を知らない女子はいても、自分の星せい座ざを知らない女子は存在しない。

「ですから、可愛かわいらしい占うらない師しとしてそこにいるだけでいいのですよ」

「そんな……可愛かわいらしいなんて。ちょっと恥はずかしい……ですね」

　夕ゆう凪ながこちらを向いたので神かん崎ざきは無視した。先ほどから無防備に足を開いて、購こう買ばいで五枚セットの特売パンツを晒さらしている女のどこに恥はずかしさがあるというのか。こんな女に占うらない師しとしての価か値ちはあるのか。

　神かん崎ざきはふと中学時代のことを思い出した。学祭の出し物として個人で手相占うらないをしたことがあった。プロのレクチャーを受けイベントは成功した。が、信者ができるほどに成功しすぎてしまい怖こわい思い出となっている。占うらないには女子を魅み了りようする何かがあることは確かだ。

「次が来ますよ」

　扉とびらが開き、次の女子が入ってきた。

「座ってください」

　亜あ衣いに促うながされ座ったのは高校一年生の女子だ。先ほどの女子と比べると軽けい薄はくさを感じた。化け粧しようも濃く髪かみの色も金きん髪ぱつに近い。

　亜あ衣いは夕ゆう凪なを紹しよう介かいしたあと「ご相談の内容は」と聞いた。

「別で紹しよう介かいされた恋こい人びと候こう補ほが気に入りませんでした。なので次を」

　そっけない口く調ちようだった。

「条件は？」

「エリートのＡランクを」

　神かん崎ざきは亜あ衣いの怒ど声せいに身み構がまえたが、部屋の中は静かなままだ。ちらりと横を窺うかがうと、亜あ衣いはにこやかに微笑ほほえんでいた。

「わかりました。最高ランクの人間を選出いたします。アプローチ方法もこちらにお任せください」

　亜あ衣いが頭を下げたので神かん崎ざきもそれに倣ならう。

　彼女が出ていくと夕ゆう凪なが質問した。神かん崎ざきが聞きたかったことを聞いてくれた。

「なんでさっきより優しくするんですか？　態たい度ど悪かったのに」

「彼女は小学校からの純じゆん血けつです。とうぜん家いえ柄がらもよく、すでに人生のレールは敷しかれています。彼女はこの学校で恋れん愛あいごっこを楽しみたいだけなのです。ですから、彼女には多くの男子をあてがい、そのたびに──奪うばいます」

　神かん崎ざきは沈ちん黙もくした。奪うばうとは、このサークルに払われる金のことだけではない。家いえ柄がらのいい彼女の情報、つまり弱みを握ろうとしているのだ。純じゆん血けつの女子生徒はすでに安定した人生が約束されている。人生の中でもこの高校生の時間はぽっかり空いた穴だ。子供でも大人おとなでもない時間帯。そんな隙すき間まで、彼女は亜あ衣いに弱みを握られることになる。

　扉とびらの開く音が聞こえ、神かん崎ざきと夕ゆう凪なは姿勢を正す。

　入ってきたのは眼鏡めがねをかけた一年生の女子。恋れん愛あい経験の乏とぼしそうな雰ふん囲い気きがある。たぶん高校からこの学校に入学した外部の生徒だろう。

「あの、気になる人ができたので、その協力を……」

　彼女はぼそぼそと口ごもりながら希望を伝える。

　神かん崎ざきは思う。先ほどの二人の女子はエリート側の人間だ。利用する価か値ちはあるが、目の前の彼女はどうなのか。

「あなたは噓うそを吐ついている」

　亜あ衣いはすっくと立ちあがった。

「気になる人なんてできていない。ただ周囲に流され、焦あせりからそう言っているだけ。誰だれでもいいからとりあえず恋こい人びとを作ろうとの行動……」

　彼女は怯おびえたように下を向く。亜あ衣いの言葉は真実だったようだ。

「それは恋れん愛あいに違反する行こう為いです。ここに来る人間はすべて真実の愛を求めています。あなたの行動はタブーですよ」

　亜あ衣いは彼女の横に膝ひざをつくと、いきなり彼女を抱きしめた。驚く彼女をよそに続ける。

「あなたは恋れん愛あいをしたことがないのです。男の子を好きになったことがない。でも、あなたは自分自身に魅み力りよくがあることを知らないだけ……」

　椅い子すに座る夕ゆう凪なは目を丸くしている。神かん崎ざきも同じ気持ちだった。

「少しずつ変わっていきましょう。私たちはそんなお手伝いをします。ヘアースタイルを変えてアクセサリーやネイルを色づけます。恋こい人びとを作るならカラフルな下着を買え、との格かく言げんもあるように色は女性の鎧よろいです。焦あせらずに自分を磨みがけば男の人と出会えます」

　優しい亜あ衣いの表情だった。亜あ衣いに抱かれた彼女も涙をこぼしている。恋れん愛あいをしたことがない。その言葉は本当だったのだ。だが、神かん崎ざきは亜あ衣いの笑えみに異い物ぶつが混じっているのを見た。

　神かん崎ざきの背中に冷たい汗あせが流れる。なんだこの違い和わ感かんは……。

　彼女が部屋から出ていき、まず口を開いたのは夕ゆう凪なだった。

「すばらしい！　これこそ本当の恋れん愛あいコンサルタントです」

　夕ゆう凪なは感動した様よう子すで首を振っている。

「見ました？　亜あ衣いさんは本当は優しい人なんです。不ぶ愛あい想そで冷血でスパンキングフェチの陰いん湿しつ守しゆ銭せん奴どかと思ってましたけど違うんです！　私たちも亜あ衣いさんに倣ならって、女の子に優しいシステムを作るべきです」

「まあ、待て」

　神かん崎ざきは夕ゆう凪なを制して亜あ衣いに向き直った。

「もちろん私たちは慈じ善ぜん事業を行っているのではありません。が、今の言げん動どうに噓うそはありません。基本的に地じ力りきのあるタイプですから、変わるお手伝いは可能です」

「最初の二人はエリート側だから利用価か値ちはあった。だけど、今のは外部だ」

「外部だろうが恋れん愛あいをする権利はあるんです！」

　夕ゆう凪なが口を挟む。亜あ衣いはそんな彼女をちらりと見た。

「夕ゆう凪なさんは──恋れん愛あいをしたことはありませんね」

　夕ゆう凪なが息を吞のみ、二人からすっと目を逸そらした。

「お前さ、恋れん愛あいもしたことないのに、他人の恋れん愛あいを、とか言ってたのか？」

「そ、そ、そんなことないです。じ、実はこう見えても性に奔ほん放ぽうなんですから」

「そんな女が購こう買ばいでパンツを買うわけないだろ」

「一回も恋れん愛あいをしたことのない女性はいます。恥はずかしいことではありませんよ」

　亜あ衣いが神かん崎ざきをたしなめるように言う。

「……ただし、恋れん愛あいを一回しかしない女性はいません」

　神かん崎ざきが顔をしかめると「絶対にいません」と、亜あ衣いは首を振った。

　つまり恋れん愛あいを知った女性は、次の恋れん愛あいもするということだ。それほど女性にとって恋れん愛あいは中ちゆう毒どく性のあるものであると亜あ衣いは言っている。

「彼女は恋れん愛あいを知ることになります。そして知ったら止められない。恋れん愛あいの代だい替たいはありません」

　亜あ衣いの口こう角かくが上がった。

「恋れん愛あいに引き込んだということか？　そして奪うばうと」

「外部ですので奪うばう価か値ちのあるものはありません。ですから──殺します」

　神かん崎ざきは夕ゆう凪なと目を合わせて硬こう直ちよくした。

「殺すはもちろん比ひ喩ゆです。しかし、彼女が持っている価か値ちのあるものといえば、女性であるということだけ。その女性を──殺すまで利用する」

　神かん崎ざきはぞっとした。先ほどの彼女は亜あ衣いのアドバイスのもと、少しずつ女性らしくなっていくことだろう。恋れん愛あいを知り、恋れん愛あいを繰くり返す。そしてもっと上の男性を求め続けるうちに泥どろ沼ぬまにはまる。家いえ柄がらや金もない彼女が持っているのは、自分の体だけ。その体を利用し始めたら終わりの始まりだ……。

「間違ってます！」

　夕ゆう凪なが叫んだ。亜あ衣いの目的を察したのだ。

「本当の愛を見つける可能性もあります。その時は私たちは一いつ緒しよに喜びます。ただ一つの真実は、恋れん愛あいをしなければ真の愛は見つからない、ということです」

　亜あ衣いの鋭い視線に夕ゆう凪ながすくんだ。

「私は神ではありません。真実の愛を与えるなどといった傲ごう慢まんな言葉を吐はくことはしません。ですから、ここに来た人間はフェアに扱います。そして扱い方は二種類、奪うばうか殺すか。それだけです」

　──奪うばうか殺すか。

「夕ゆう凪なさんが真実の愛を知りたいというのなら、闇やみも知るべきです。影のない世界がのっぺりと立体感がなくなるように、闇やみを知らねば光も意味を成しません」

　亜あ衣いに諭さとされ、夕ゆう凪なは固まったように椅い子すに座る。

「あの子は底辺ということか」

「違いますよ」亜あ衣いは首を振る。「底辺は恋れん愛あいから目を逸そらしてレースに参加しない女子です。だからこそ、私たち──いえ、メディアや社会も恋れん愛あいを煽あおります。恋れん愛あいをしない女子には価か値ちがないと声こわ高だかに叫ぶのです」

　確かにそうだ。テレビも雑ざつ誌しも恋れん愛あいを煽あおっている。華はなやかで楽しい恋れん愛あいをアピールし、参加しない人間に恐きよう怖ふを与える。メディアははっきりと恋れん愛あいをしない女は女でないと言っている。

　その後、続々と女子たちが亜あ衣いのもとを訪おとずれた。この学校ではこれほどに恋れん愛あいが求められているのだ。神かん崎ざきは彼女たちを見ているうちに、その気持ちの一いつ端たんを理解できた。

　この高校生活は女子にとって最大のチャンスなのだ。大人おとなでも子供でもない期間。利害関係も薄く恋れん愛あいという純じゆん真しんな行こう為いを楽しめる。──と、男子が思っている時期。男子がのんきに過ごすその三年間を、女子たちは必死に生きる。人生が凝ぎよう縮しゆくされた時間だからだ。

　思えばこれほどバリエーションに富んだ異性が目の前にいる時期は他にはない。大学生になれば、利害関係が絡からみ、さらにめぼしい人間には恋こい人びとができている。高校生はその人間の能力や人生が露あらわになるという、男子の見本市のようなものなのだ。

　だからこそ、亜あ衣いのような存在に利用されても恋れん愛あいを求める。

　夕ゆう凪なはリアルな現実を前に、腑ふ抜ぬけたように座っている。そんな人形のような表情がミステリアスな雰ふん囲い気きを醸かもしだしていた。

　その後の恋れん愛あいサークルの相談は、亜あ衣いのペースで滞とどこおりなく進んだ。

　相談者の女性が出ていき、しばらく間が空あいた。神かん崎ざきも夕ゆう凪なも言葉を発することなく待っていると、次に入ってきたのは男子だった。女子だけでなく男子の相談も受けるようだ。

「お待ちしておりました」

　亜あ衣いは彼に深々と頭を下げた。男子生徒は高校三年生、見た目は地じ味みだが、おそらくエリートだ。

「相談内容だけど──」

「すでに聞いております。そして可能だと判断しました」

　亜あ衣いは間かん髪はつを容いれずに答える。

「じゃあ、これでお願いするよ」

　彼は何かの束たばを置いて立ち上がった。札さつ束たばかと思ったがデザインが違う。

「……これは未来マネーですよ」

　彼が出ていったのを確かく認にんしてから亜あ衣いが束たばを手に取る。

「この学校のオリジナルマネーです。さすがに現ナマをやり取りするのは危険ですからね」

「俺おれには現金を見せただろ」

「いざというときには現金です」亜あ衣いはにこりと笑う。「そして未来マネーとは、エリートだけが使える資金です。エリートたちは未来の自分からお金を前借りするのです」

　神かん崎ざきは亜あ衣いからの説明を聞いて理解した。つまり未来マネーというのは借しやつ金きんなのだ。無む利り子し無催さい促そくで資金が貸し出される。

「だけど口約束の借しやつ金きんだ」

「未来マネーは生徒会が管理しています。そしてその負ふ債さいを買いとる集団も外部にいます。大学にも社会に出ても……」

　どろどろとした恋れん愛あい、そして莫ばく大だいなマネー。

　裏に巨きよ大だいなマネーが動いていることは神かん崎ざきも察さつ知ちしていた。しかしそれが未来マネーであるとは気付かなかった。すでに神かん崎ざきは情報戦において後おくれを取っていた。神かん崎ざきの失しつ脚きやくは当然のことだったのだ。

「まあ、エリートにとってははした金です」

　亜あ衣いは取り繕つくろうように笑う。

「一度しかない高校生活。それを楽しく過ごすにはお金は役に立ちますからね。ほら、若いころは自由があるがお金はない、社会に出ればお金はあるが自由がない。それを解消する画かつ期き的なシステムだと考えてください。この学校のエリート男子は幸せです」

　エリートたちはすでに将来が確約されており、数千万程度の金は、将来ははした金なのだ。それをこの高校生活で使うということだ。

「金を払っての、やつの希望は？」

「男子の希望は単純です。特定の彼女との間を取り持ってほしい、と」

「そんなことができるのか？」

「ランク上位のエリート男子は女子の競きよう争そうがし烈れつで、私たちが下へ手たに介かい入にゆうしようものなら火傷やけどを負います。しかし彼はエリートの下か層そうですからね。そして相手は外部の女子。つまり純愛なのです」

「お金を介かい入にゆうさせた時点で純愛でないのでは？」

　夕ゆう凪なが久しぶりに口を挟んだ。

「お金の絡からまない恋れん愛あいがありましょうか。出会った瞬しゆん間かんに裸はだかで抱き合うような野や蛮ばんな行動が純愛ですか？」

「そ、それは詭き弁べんです」

「男は恋れん愛あいを求めます。しかし女は男を求めます。その違いがお金になるのです。まあ、確かに私たちは汚きたないかもしれません。でも、恋れん愛あいは美しいものです。闇やみは私たちが請うけ負おい、男女には美しくあってもらう。それが私の願いですよ」

　亜あ衣いは綺き麗れいに微笑ほほえんでみせた。

　同時に扉とびらが開く音がした。「その彼女です」と、亜あ衣いが耳打ちした。

　中に入ってきたのは二年生の女子。外部の女子だが立ち振る舞まいが上品で、整った顔には強い意い志しがあることをうかがわせる。

「用件はなに？」

　彼女はその場に座ると、夕ゆう凪なではなく亜あ衣いを向いた。相談をしに来た今までの女子とは、当然違いがある。亜あ衣いは先ほどの男子との間を取り持つ必要がある。どうやって恋こい人びとにするのか興きよう味みがあった。特定のカップルを作る作業は神かん崎ざきでも困難だ。亜あ衣いはどうするつもりだ？

「佐さ々さ木き健けん吾ごという男性を知っていますか？」

　亜あ衣いは先ほどの男子の名前を口にした。

「ええ、知ってる。それが何か？」

「彼があなたに好意を持っています。付き合っていただけませんか？」

　神かん崎ざきは目を丸くした。思った以上にストレートだった。策さく略りやくも何もあったものではない。

「断ります。恋こい人びとは勧すすめられてなるものじゃないでしょ」

　彼女はにべもなく断った。

「彼は本気です。とりあえず付き合ってみてはどうでしょう。彼のよさがわかると思います」

　神かん崎ざきと夕ゆう凪なは息を吞のんだ。亜あ衣いは彼女の前に札さつ束たばを置いたのだ。先ほど彼から受け取った金をそのまま横流ししている。

「きっかけは様々です。他人の勧すすめであってもおかしくはありません。そして付き合ってみなければ、真実の愛は見つかりません」

　亜あ衣いは語りながら札さつの束たばを積んでいく。

　夕ゆう凪なを見ると怒りの表情を浮かべていた。唇くちびるが異い様ような速さで動いている。その唇くちびるは「断れ、断れ……」と、動いていた。
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「愛が負けた！」

　夕ゆう凪なが両手で顔を覆おおって泣きじゃくっている。

「勝利も敗はい北ぼくもありません。一つの恋れん愛あいが始まった、というだけです」

　亜あ衣いは壁に寄りかかりながら書類を確かく認にんしている。扉とびらの外で人員整理をしていた篠しの原はら愛まな花かも部屋に入っている。今日きようの仕事は終わったらしい。

「金で転ぶとはな」

　神かん崎ざきは愛まな花かから受け取った缶かんコーヒーを飲みながら呟つぶやく。亜あ衣いの行動は悪あく手しゆであると神かん崎ざきは判断した。しかし、彼女は金を受け取ってしまった。

「男性は純じゆん真しんですね。そしてお金を払いのけるプライドがある。でも、それはお金の価か値ちを知らないからともいえます。現に神かん崎ざき先せん輩ぱいはお金を数字としてしか見ていません。対して女子は物入りです。女子を維い持じするにはどれほどお金がかかるか、女子自身が知っています」

「金で転んだ自分自身はどうなる？　嫌きらいにならないのか？」

　神かん崎ざきはさすがに納なつ得とくできなかった。

「お金に善よいも悪いもありません。それに男子と女子のお金に対する認にん識しきは少し違います。たとえるなら──時間に近いですかね。バイトの時じ給きゆうはすべて自分への投とう資し。だから効こう率りつよく稼かせぐために自分の体を売る女子もいます」

「綺き麗れいでいるために金がいるのはわかるが……」

「先せん輩ぱい、いえ男性ははわかってません。女の子のレースにおける最大の武ぶ器きは美です。しかしその美という要素は繊せん細さいでいて傷いたみやすく、女の子は状態を維い持じするだけでも大たい金きんが必要です。化け粧しようもサプリメントも洋服もアクセサリーもそう。だから『デート代ぐらいはもってよ』となり、男女の摩ま擦さつが発生します」

「でも問題があるな。恋れん愛あいはやっぱり理り屈くつじゃない。好きだとか愛情がないと成立しない」

「そうですよね！　私もそう思います！」

　夕ゆう凪なが神かん崎ざきに同意する。

「金で強ごう引いんにくっつけた恋れん愛あいはすぐ壊こわれるはず」

「それはありません。何な故ぜなら彼女はお金で恋こい人びとになったと思っていないからです」

「いや、完全に金だろ」

「お金で転んだのではなく、その熱意に負けた。そしてお金でなく彼のいいところを知り、恋れん愛あいが始まった」

「はあ？」

「……と、女子は言いい訳わけするのです。理り屈くつではなく自然に脳のう内ないで変へん換かんできます。お金を受け取った後ろめたさが、そのまま好意に変わるのですよ」

「そんなシンプルでいいのか」

「男子なんてもっとシンプルじゃないですか。事故を装よそおってパンツを見せたりおっぱいを触らせるだけで、その子を好きになってしまいますからね」

「あなたたちは間違っています」

　二人の横で夕ゆう凪なは未いまだに涙を流していた。

「涙を簡単に流してはいけません。男子がどんなに理り屈くつを並べようとも、女子の一いつ滴てきの涙にはかないません。でも一いつ滴てきなんです、多く流してはいけません」

　亜あ衣いは夕ゆう凪なに寄り添い涙をぬぐった。

「恋れん愛あいには最低限のルールが必要なのです。特にこの学校はエリート要素などを含め生徒の数も多いですからね。私たちは対たい価かとしてお金を手に入れますが、基本的には女子の恋れん愛あいの手助けをしています。そして恋れん愛あいを神しん格かく化かしているのです」

「学校の女子のためにか？」

「男子のためでもあります。考えてみてください。女子が自らの体を利用し、純じゆん真しんな男子を食い荒らしたとしたら。当然他の女子は恋れん愛あいのために汚きたない手を使わねばなりません。そのうちにその集団は崩ほう壊かいします。ですから大食いの遺い伝でん子しは排はい除じよする必要があります」

　大食いの遺い伝でん子しとは、ゲーム理論でも使われる言葉だ。狼おおかみの群れの中に大食いがいると、規き律りつを守る狼おおかみから死んでいく。大食いだけが生き残り、その子供も大食いとなる。しかし大食いだけしかいない群れは飢き餓がで簡単に滅ほろびてしまう。だからこそ、狼おおかみはそんな大食いを排はい除じよする。遺い伝でん子しプールに大食いを残さないためにだ。

　この学校にも大食いを排はい除じよする厳げん格かくなルールが存在する。

「厳げん格かくなルールか」

　神かん崎ざきは呟つぶやいた。ルールのある所にこそ金のやり取りは発生する。うまくやればこの学校で一ひと財ざい産さんが築ける可能性がある。神かん崎ざきはそのためにこの学校に入学したのだ。家いえ柄がらなど、なんの背はい景けいもない自分がのし上がるには、目に見える金を手に入れるしかない……。

「この学校で一番大きなルールは──告こく白はくです」

　夕ゆう凪なのケアをしながら亜あ衣いが言う。

「女子からの告こく白はくは一回です。それも中学からのエリート組にしか権利はありません。中高の六年間で女子は一回しか告こく白はくはできない」

「なんだと。では外部は？」

「外部などに告こく白はくの権利があるわけありません。でも、男子からの告こく白はくは自由。というか、男子は裏のルールなどは知りませんからね」

　六年間で一回だけ。中学時代に使ってしまった女子は、もう自分から告こく白はくできないのだ。

「ちなみに告こく白はくの権利は売り買いができて、そこにも金きん銭せん要素は発生します」

「外部の女子はそのルールを知っているのか？」

「基本的に女子は恋れん愛あいにルールがあるのは察しています。それらはどこの学校でもあることですから。そしてそのルールを知り受け入れます。たとえば告こく白はくされた女の子がよく口にする『少し考えさせて』とは、オーケーの合あい図ずです。周囲の女子に筋すじを通す時間が欲しいだけなのです」

「女子のルールに疎うとい、空気を読まない夕ゆう凪なぎのような一部がタブーを犯したら？」

「この学校には私たちのような、恋れん愛あいをビジネス化した裏側の集団がたくさんいます。普ふ段だんは足を引っ張り合っているライバルです。しかし、そんな時だけ私たちは協調します。タブーを犯した人間を決して許しはしない」

　亜あ衣いの冷たい表情に、神かん崎ざきの全身に鳥とり肌はだが立った。

　神かん崎ざきは思う。無知は罪だ。自分は学校の表側だけ見て知った気になっていた。しかしこの学校、いや女子たちの枠わく組ぐみには見えないルールと情報網もうが存在する。まずはそれを知るべきだ。この学校でのし上がるためには情報が必要だ。

「もう一度お聞きします。今後の提てい携けいはどうしますか。恋れん愛あいは冒ぼう険けんと安心感を両立させねばなりません。そのお手伝いをしていただきたいのです」

　亜あ衣いは、神かん崎ざきと夕ゆう凪なを仲間に誘さそっているのだ。

「亜あ衣いのサークルには占うらない師しはいなかったのか？」

「いたのですが、独立してしまいました。少し甘やかせてしまったようです。座っているだけで物事が解決するのを見て、自分が偉えらくなったと勘かん違ちがいしたようですね」

　夕ゆう凪なが「お断りします」と立ち上がった。

「まあ、待て」そんな彼女を神かん崎ざきは制す。「確かに亜あ衣いの言うとおり、俺おれも夕ゆう凪なぎも恋れん愛あいの暗部を知るべきだと思う。特に夕ゆう凪なぎは真実の愛っていう言葉を臆おく面めんもなく吐はくためには、陰の部分を知らねばならない」

「でも……」

「ここで逃げればオリビアは歌わない。それだけは確実にわかる」

　夕ゆう凪なは沈ちん黙もくした。彼女の目的は南プロヴァンスの祖そ母ぼのもとへと戻ることだ。

「恋れん愛あいは奥深いものだと思う。だからこそ夕ゆう凪なぎの力が必要だ。前のサークルでは夕ゆう凪なぎが隣となりにいてくれて俺おれは癒いやされた。もう一度、俺おれと一いつ緒しよにサークルを始めてほしい」

「そ、そんなに私が必要なんですか？」

「一いつ緒しよに真実の愛を探したい。夕ゆう凪なぎとでなければ駄だ目めだ」

「そこまで言うのなら、お手伝いするのもやぶさかではありませんが」

　目の前のお花畑でちょろい女は重要な駒こまだ。プロヴァンスの魔ま法ほう使つかいの血けつ統とうを利用できる。神かん崎ざきがこの学校でのし上がるための道具の一つとなろう。

「実は私もお金を絡からませるのは心苦しいのです。そして真実の愛を見つけたい気持ちは鈴すず木き夕ゆう凪なさんと同じですよ。教えてくれるのはあなただと思っています」

　亜あ衣いの言葉に、やっと夕ゆう凪なに笑顔が戻った。

「じゃあ、みんなでトゥルーラブを探しに出かけましょう」

　夕ゆう凪なは神かん崎ざきと亜あ衣いの手を握る。三人で輪を作るように手を繫つないだ。

「星のきらめく海、波の音、男女がいればいいんです。月明かりに照らされた二人の影、砂浜を走る彼女を追う男の子。二人の影が重なった時に愛が生まれます……」

　亜あ衣いは冷えた表情を浮かべ「重じゆう症しようですね」と呟つぶやいた。

「愛さえあれば何もいりません。お金も綺き麗れいな服も、レストランのディナーや夜や景けいの綺き麗れいなホテルも必要ないのです。そう、愛さえあれば……」

　愛さえあれば秩父ちちぶの山奥にいる猿さるのような生活でもいいのかと思ったが、神かん崎ざきは黙もく殺さつした。占うらない師しの機き嫌げんは直ったようだ。とにかく彼女とやるしかない。

　出会ったものの理性や倫りん理りを食い荒らし、ひとたび食いつけば決して離れることのない凶きよう悪あくな魔ま物もの──それが恋れん愛あい。

　……そんな魔ま物ものを手なずけ利用してやる。

「では先せん輩ぱい、早さつ速そく仕事をしていただいてよろしいでしょうか」

「仕事？」

「はい。ちょっとした事故がありまして、私たちも困こん惑わくしています。抜ぬけ駆がけ──ルールを破っての恋れん愛あいはそう言うのですが、私たち裏側に知られることなく恋れん愛あいをしていた女子がいるのです。しかし事故に遭あってしまいました」

　神かん崎ざきは青ざめた。まさか……。

「いいえ、違います。事故は偶ぐう発はつ的なものです。さすがにそのようは報ほう復ふくはいたしません。元々先天的に記き憶おく障しよう害がいを持っている女性でして、いきなり倒れてしまったのです」

「俺おれは医者でもロキソニンでもない。『恋れん愛あいを解決します』というサークルだ」

「現在の彼女は極きわめて健康状態にあります。──たった一つを除いて」

　亜あ衣いは人差し指を立ててみせた。

「恋こい人びとの記き憶おくを失ってしまったのです。そして恋こい人びとを隠かくしていたので、誰だれと付き合っていたかの証しよう拠こもありません」

「恋こい人びとの男は名乗り出なかったのか？」

「いいえ、名乗り出ました」

　夕ゆう凪なが「なーんだ」と、首をすくめた。

「名乗り出た恋こい人びとは──二人です」

　亜あ衣いの言葉に、神かん崎ざきと夕ゆう凪なは顔を見合わせた。







[image: ２　恋愛コンペティション]







　ベンチに女子が座っている。肩までの黒くろ髪かみは緩ゆるやかにウエーブしており細いリボンをつけている。他にアクセサリーの類たぐいはなく清せい楚そで物静かな印いん象しようを与える。

「二年生の前まえ川かわ美み緒おです」

　目の前に立つ神かん崎ざきを一いつ瞬しゆんだけ見てすぐにうつむいた。彼女のことは知っていた。通つう称しよう『吸きゆう血けつ鬼き』の前まえ川かわ美み緒お。

「俺おれは神かん崎ざき、こっちは鈴すず木き夕ゆう凪な」

　神かん崎ざきと夕ゆう凪なは例の依い頼らいを受けることにしたのだ。

「記き憶おくがないんだって？」

　前まえ川かわ美み緒おがうなずく。付き合っていた恋こい人びとの記き憶おくをすっぽりと失ったらしい。

「恋こい人びとの記き憶おくをなくすなんて、あるんですかねえ」

　夕ゆう凪なは疑わしげに彼女を見つめている。

「隠かくれて付き合っていた後ろめたさがあった。だから、関連する情報が消去されたんだろう」

　神かん崎ざきの言葉に、美み緒おは怯おびえたように顔を歪ゆがめる。

「安心してくれ。特例で見み逃のがす、との生徒会の確約を得たようだ。だから、思い出せば恋こい人びととしてオープンに付き合える」

　彼女は外部。そして相手はエリートの男子だ。おそらく男子から告こく白はくされたのだろうが、それでも外部がエリートと付き合うとなると、筋すじを通す必要があるらしい。しかし彼女はそれをせずに、恋れん愛あい自体を隠かくしていた。

　恋れん愛あいを管理する生徒会が彼女を見み逃のがすことにしたのは、彼女の積極的な校内ボランティア活動の実じつ績せきの他に、持病も関係しているのだろう。いきなり倒れて記き憶おくを失った、という事実が生徒会の報ほう復ふくであると誤ご解かいされたくない。そこでカップル成立を認め、この問題を終わらせたいのだ。

「顔を見ても、思い出せないんですか？」

「駄だ目めでした。二人とも知っていますが、恋こい人びとだった記き憶おくは……」

　記き憶おくを失った彼女の前に現れたのは二人の男子だった。そして、そのどちらもが自分が恋こい人びとだったと主張した。

「すぐに思い出すだろうと考えていましたが、すでに二週間が経たってしまいました」

　美み緒おは深い溜ため息いきを吐ついた。

「二人とも恋こい人びとじゃなかった、っていうオチもあるよな」

　神かん崎ざきが言うと、「やめてください」と、夕ゆう凪なが睨にらんだ。

「いえ、恋こい人びとがいたような気はします。デートもしたような……」

「安心してください。恋こい人びと同士なら必ず思い出しますから。たとえ記き憶おくをなくしても、赤い糸で結ばれているのです」

「話を勝かつ手てに終わらすな」

　神かん崎ざきは夕ゆう凪なを押しのけ、美み緒おの隣となりに座る。

「どこかにヒントはないか？」

　当然ながらスマホにも証しよう拠こは残っていなかったようだ。

「手て帳ちようはあるんですが……」

「見せてもらうことはできる？」

　美み緒おはあっさりと手て帳ちようを渡した。確かく認にんしてみるが書き込みは少なかった。単たん位い取得に必要な授業や宿題などが記き載さいされているが、プライベートのものは少ない。

「他に知っている人はいないんですか？」

「隠かくしていたので」と、美み緒おは夕ゆう凪なの質問に首を振る。

「隠かくしてたって、恋れん愛あいは悪いことじゃないですよ。幸せなカップルが近くにいるだけで、こっちも幸せになります。恋れん愛あいはそんな温あたたかいものなのです」

「ごめんな、こいつちょっとお花畑なんだ」

　神かん崎ざきが謝あやまると、夕ゆう凪なは膨ふくれてみせた。

「相手候こう補ほはエリートだ」

　名乗り出た恋こい人びと候こう補ほは二人ともエリートだ。一人は本物の恋こい人びとだろう。そしてもう一人は噓うそを吐ついている。友人関係ではあったが恋こい人びとまではいかなかった。しかし、記き憶おく喪そう失しつを利用して友人から恋こい人びとへの昇格プロモーシヨンを果たそうとしている。

「そして彼女は外部。そんな二人が付き合ったら周囲はどう思う？」

「障しよう害がいがあるほど愛は強く燃え上がるのだ、と」

「お前のような女子ばかりだったら、この学校も平和だろうな」

　神かん崎ざきの皮ひ肉にくを夕ゆう凪なは満面の笑えみで受け止めた。

　美み緒おが隠かくしていたのは、周囲からの嫉しつ妬とを防ぐためだ。この学校の恋れん愛あいにおける裏側を知らなかった神かん崎ざきでもそれくらいはわかる。彼女はエリートの恋こい人びとを得た代だい償しようとして、女子の友人のほとんどを失う恐れもある。だからこそ、その根回しをする亜あ衣いのような集団が必要とされるのだ。

「しかし、うまく隠かくしていたのがあだになったな」

　手て帳ちようにさえも交際の記録を残していない。そんな完かん璧ぺきな消しよう臭しゆうを見て、神かん崎ざきは背せ筋すじが寒くなった。それほどまでに周囲の嫉しつ妬とを恐れていたのだ。

「デートの場所とか憶おぼえてないんですか？」

　夕ゆう凪なの質問に美み緒おは、積せき乱らん雲うんが浮かぶ空に視線をやった。

「私、乗馬が趣しゆ味みなので、そんな場所に行ったような気がします。一いつ緒しよに動物を見たような記き憶おくがあるような。でも相手の人の顔は思い出せない」

「動物園か」

　神かん崎ざきは手て帳ちようのカレンダーに目を止めた。日にちが丸で囲まれている。

「このマーク。他の用件は細かく情報を記き載さいしているが、これだけはない。土曜日で学校も休み。デートをするにはこの日だろう」

「そんなのわからないですよ」

「丸の色はピンク。ざっと手て帳ちようを見たら、用件ごとに色を変えている。学校などの事務的な用件は青、家の関連は緑とか。そして友人関連は赤。楽しいメモほど暖色を使う傾けい向こうがある」

　神かん崎ざきは手て帳ちようを美み緒おに見せた。

「この丸の意味は？」

　美み緒おは首を振った。憶おぼえていないということは、恋こい人びとに関連するマークである可能性が高い。

「ピンク色のマークが突とつ如じよ出現したのが二か月前。最初の丸がおそらく付き合った日。そして次の丸がデートの可能性が高い。この日にちのスマホの写真データを見せてほしい」

　ためらったが彼女は素す直なおにスマホを操そう作さする。その日に撮とった写真は三枚だ。

「写真が下へ手たでして」と、言うとおり画が像ぞうはぼやけていた。

「シマウマかな？」

　夕ゆう凪ながスマホを覗のぞき込こんで首を傾かしげている。動物が映っているがボケている。なんで女子は自分以外の写真を撮とるのが下へ手たなのだろうか。

「動物園だとしても、どこかはわからないな」

　次の写真にはラーメンが映っている。

　その次の写真はこれまたぼやけているが、恐らく夜や景けい。

「最後は夜や景けいか。大体のデートコースはわかった」

　神かん崎ざきは飲み終わったコーヒーの空あき缶かんをゴミ箱に放り投げた。

「じゃあ、あとは二人の男性に、この日にどんなデートをしたか聞けば解決ですね」

　夕ゆう凪なが無む邪じや気きに笑ったので、神かん崎ざきは溜ため息いきを吐ついた。

「漫まん画がや映画じゃないんだから、どっちが本当の恋こい人びとか、っていうのは簡単にわかる。でも、それは重要じゃない。エリートの二人が自分が恋こい人びとだと言っていることが問題なんだ」

　事実は関係ない。どうやって引き下がらせるか。この学校ではエリート男子の扱いは慎しん重ちようを期する。どちらかが恋こい人びとでないとしたら、どちらかの名めい誉よが傷つくことになる。では、どのようにしてその問題を解決するか。

　着ちやく信しん音が流れ、神かん崎ざきはスマホを手に取る。通話相手は亜あ衣いだった。

『流れが決まりましたよ』

「流れって？」

『コンペティションです。二人いる恋こい人びと候こう補ほにフォローがつきコンペを行います。二人の恋こい占うらない師しがそれぞれに協力するということです』

「恋こい占うらない師しって？」

『もちろん片方は夕ゆう凪なさんです』

　つまりこれは代だい理り戦争だ。夕ゆう凪なともう一人がそれぞれの恋こい人びと候こう補ほに味み方かたする。占うらないという要素やコンペティション形式にしたのは、エリート男子のプライドを守るためだ。負けても責任は占うらない師し側にあるという言いい訳わけを作るためだ。

『ジャッジはアムールが行い、どちらかに肩入れをすることはありません』

　やはり、神かん崎ざきと夕ゆう凪なが補ほ佐さした男子が負ければ、責任は二人が被かぶることとなる。アムールはコンペを開かい催さいしジャッジするだけの安全圏けんにいる。提てい携けいといえば聞こえはいいが、亜あ衣いは神かん崎ざきと夕ゆう凪なを駒こまの一つとしか考えていない。

『コンペティションに勝てば、神かん崎ざき先せん輩ぱいは夕ゆう凪なさんと共に、恋こい占うらないサークルとしてスタートできるかもしれませんよ』

「それより重要な問題がある。俺おれたちが担当する男子は、実際どうなんだ？」

『私が見たところ、確実に恋こい人びとではないですね』
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　高たか浜はま亮りよう吾ご。それが恋こい人びと候こう補ほだった。

　学校の敷しき地ち内にある朝のカフェで、神かん崎ざきと夕ゆう凪なは高たか浜はまに接せつ触しよくした。コンペティションで彼を補ほ佐さすることになる。彼は三年生で、すでにこの学校の大学部への進級が決まっている。

「神かん崎ざき、君の噂うわさは聞いている。外部だが有名人だ。スパコン京きよう一いちだったか？」

　高たか浜はまは足を組んで座り、品定めするような視線を神かん崎ざきに向けている。ヘアーワックスでふわりと盛った髪かみと整った眉まゆ、制せい服ふくのシャツはラルフローレン、時計はデイトナ、革かわ靴ぐつは大おお塚つかだ。

「俺おれのことより、まず彼女と知り合ったきっかけを教えてください」

「きっかけは些さ細さいなことだったよ。美み緒おさんが校内献けん血けつのボランティアをやってて献けん血けつした。それで話すようになった」

　大人おとなしい性格とは裏腹に、学内での強ごう引いんな献けん血けつへの協力要よう請せい。そんな前まえ川かわ美み緒おについたあだ名は吸きゆう血けつ鬼きだった。神かん崎ざきも彼女に二百でいいからと献けん血けつを促うながされ、結局六百も吸い取られた。

「任せてください。本当に恋こい人びとだったらすぐに彼女も思い出しますから」

　夕ゆう凪なは事情も知らずにはしゃいでいる。立ちあげたサークルの初仕事とあって、気合いが入っている。

「高たか浜はまさん、コンペティションの負けは俺おれたちが責任を取らねばなりません。特に俺おれは前のサークルから追放され、この子と恋れん愛あいコンサルタントのようなサークルを始めたばかりです。二度目の失敗は終わりなんです」

「君は僕ぼくを疑っているのか？」

「そんなのどうでもいい。俺おれはただ勝ちたいだけです」

　やはり高たか浜はまは恋こい人びとではない。前まえ川かわ美み緒おに恋こい人びとがいる気け配はいがなかったために、恋こい人びとの立ち位置を狙ねらったのだ。しかし、現に美み緒おには恋こい人びとがおりデートも遂すい行こうしていた。そのたった一回のデートがあだになった。発言を取り消すことができず、高たか浜はまは追い込まれてしまった。

「とりあえず状じよう況きようを確かく認にんしましょう」

　神かん崎ざきはアイスコーヒーを飲みながらファイルを出す。土曜日の朝のカフェは喧けん噪そうに包まれている。密みつ談だんをするには人がいる場所のほうがいい。

「相手は三年、井い坂さか悠ゆう斗と」

　同じくエリートだが、ランク的には高たか浜はまよりも低い。そして井い坂さか側についたのは、恋こい占うらないのサークル。元は亜あ衣いのサークルのお抱かかえ占うらない師しだったが独立したらしい。しかし亜あ衣いのフォローがなければ何もできないことを知り、再び提てい携けいを求めてきた。

　そして亜あ衣いは、このコンペティションに勝った占うらない師しと提てい携けいすると明言した。

　つまり負ければ終わりだ。神かん崎ざきは今後、この学校でのし上がることは不可能となる。外部の人間にとって二回目の失敗は致ち命めい傷しようだ。

　しかしどうすればいいか。相手側の占うらない師しがコンペティションを持ちかけたのは、井い坂さかが恋こい人びとだという確かく証しようがあるからだ。これは初めから負けることが決定づけられた戦いだ。高たか浜はまのプライドを守るために作りだされた敗者、その役目を与えられただけだ。

「コンペはもうすぐ始まります。ただし内容はわかってません。コンペのセッティングをするのはアムールという恋れん愛あいコンサルタントサークル。俺おれは部長の青あお山やま亜あ衣いとは知り合いですが、あの女は俺おれに肩入れすることはないでしょう。でもフェアです」

　神かん崎ざきはテーブルの上にタッチパネルを置いた。通信機き能のうを使ってコンペティションを行う、と、それだけ知らされていた。

　今日きようまでに神かん崎ざきは全力で前まえ川かわ美み緒お、さらには井い坂さか悠ゆう斗とについて調べ上げたが、時間も少なく限界があった。コンペティションが決定されて以い降こう、美み緒おとの接せつ触しよくも禁じられた。そんな状じよう況きようでどこまで相手と張り合えるのか。

「もうすぐ九時」

　夕ゆう凪なが腕時計を見た。コンペティションの開始時間だ。

「俺おれがフォローしますから、自然にしていれば大だい丈じよう夫ぶです。自信を持って。絶対にあなたが美み緒おさんの恋こい人びとだった」

　神かん崎ざきが高たか浜はまの肩をつかむと、彼は緊きん張ちようした面おも持もちでうなずいた。

　タブレットが点てん灯とうした。

『アムールの青あお山やま亜あ衣いです。通信状じよう況きようはどうでしょうか』

　画面に亜あ衣いのバストショットが映った。背はい景けいの壁は彼女の部室だろうか。

「問題ない」

『では、タブレットのカメラを代だい理り人にんに向けてください』

　神かん崎ざきはうなずき、タブレットを夕ゆう凪なに向ける。画面が三つに分ぶん割かつされ、亜あ衣い、夕ゆう凪な、そして一人の女子を映した。

『こちらは鈴すず木き夕ゆう凪なさん、そして元部員だった範はん田だマリアさんです』

　範はん田だマリア。濃い目の化け粧しようの女子が占うらない師しだ。カラーコンタクトを入れている目が青く光っている。

『お二人はそれぞれ高たか浜はまさん、井い坂さかさんの代だい理り人にんとなります。そして勝者側が美み緒おさんの恋こい人びととなる、ということでよろしいですね』

「オーケーだ」

　カメラに向かって高たか浜はまがうなずく。

『こっちもそれでいい』

　画面に井い坂さかが映り込んだ。彼の表情には余よ裕ゆうがある。

『では、鈴すず木きさんと範はん田ださんはアムール部員の指し示じに従ってください』

　いつの間にか、背後に部員の篠しの原はら愛まな花かが立っていた。彼女はコンペティションの準備として夕ゆう凪なを連れていく。

『それではコンペティションの内容を発表します』

　亜あ衣いは残ったメンバーへ向けて説明を続ける。

『まず恋こい人びとの定義ですが、個人的意見では存在しないと考えます。気持ちでしょうか、体の繫つながりでしょうか。いえ、それらは私たち部外者が判断してはいけないのです。ですから論ろん理り的にどちらが恋こい人びとだったかを導き出す必要があります』

　亜あ衣いの言葉は敗者へのフォローだ。エリート男子のプライドを少しでも守ろうとしている。

『美み緒おさんの記き憶おくに残る恋こい人びととの思い出は、たった一回のデートです』

　やはりデートを持ち出してきた。情報は集めたが完全とは言えない。これからディベートが行われるとしたら不利な立場となるのは否いなめない。

　亜あ衣いに代わって画面に美み緒おが映った。彼女は静かな表情で座っている。

『私の持病のせいで迷めい惑わくをかけてごめんなさい。でも、少しずつ思い出してきたの。あの日のこととかも』

　神かん崎ざきの心しん臓ぞうが高鳴る。記き憶おくが蘇よみがえれば正解は出てしまう。

『あの日のデートは楽しかった。付き合っていたことを隠かくしていたから、彼の家の近くの公園まで迎えに行ったの。会ってから行く場所を決めようって』

　神かん崎ざきはデータを確かく認にんする。デートのスタート地点はずっとわからなかった要素だ。

『そして、最後に綺き麗れいな夜や景けいを見たような……』

　美み緒おは画面を向いて微笑ほほえんだ。

『だから待ってます。あの夜や景けいの場所で待ってる』

　そしてフェードアウト。再び亜あ衣いに戻った。

『コンペティションはデートの再現です。美み緒おさんは記き憶おくを取り戻しかけています。ですから、あの時のデートを再現して見せていただければ、記き憶おくを修復できることでしょう』

　神かん崎ざきと高たか浜はまは顔を見合わせた。今からデートの再現をしろというのだ。

『それでは私たちは美み緒おさんと共にここで見ています』

　画面が消えた。神かん崎ざきは黒いディスプレイを見つめたまま沈ちん黙もくする。

「……ということらしいです」

　声に振り向き啞あ然ぜんとする。そこには着き替がえた夕ゆう凪なが立っていた。

「なんて格かつ好こうしてるんだ」

　いや、極きわめて普ふ通つうの私服姿すがただ。デニムのミニスカートとノースリーブのシャツ、ヒールが高めのミュールを履はいている。しかし額ひたいにはヘッドライトのようなカメラが装そう着ちやくされ、さらに手にもカメラ付きのタブレットを持っている。

「私が美み緒おさんということらしいです。相手方にも美み緒おさん役がおり映えい像ぞうを流すと」

「デートの再現をリアルタイムで見せるということか」

　夕ゆう凪なは前まえ川かわ美み緒お役ということだ。そして相手方は占うらない師しの範はん田だマリアが美み緒お役だ。

　美み緒おは亜あ衣いと共にアムールの部室にいるのだろう。部室のパソコンに映えい像ぞうデータをリアルタイムで送り美み緒おの記き憶おくを修復させる。二つのデートを比べ、どちらが本物の恋こい人びとであるか彼女が判断を下すのだ。

「美み緒おさんは寮りよう住まいだ。この学校がスタートということか」

　困こん惑わくした表情で立っている夕ゆう凪なが、デートの日の美み緒おなのだ。

「夕ゆう凪なぎ、いや、美み緒おさんは座って」

　神かん崎ざきは夕ゆう凪なを座席に座らせる。

「高たか浜はまさんは近寄らないで。まだ彼女に会っていない。カメラに映っちゃ駄だ目めだ」

　今の美み緒おは高たか浜はまを迎えに行く前の状じよう況きようだ。

「こっちで相談しましょう」

　神かん崎ざきは空あいていた隣となりのテーブルに高たか浜はまを呼び寄せる。

「で、デートコースの記き憶おくは？」

「……あやふやだ」

　高たか浜はまは困こん惑わくした様よう子すだ。やはりデートをしていないのだ。

「それでも今からデートをスタートします。夕ゆう凪なぎを美み緒おさん役として、同じコースをたどる感じになります。デートの様よう子すはライブカメラで繫つなぎ、美み緒おさんが随ずい時じ状じよう況きようを見てることでしょう。そしてデートの終点で彼女は待っていると」

　考え込む高たか浜はまに、神かん崎ざきは引き伸ばした写真を見せた。美み緒おのスマホに映っていた夜や景けいだ。

「きっとこの場所だと思います。調べたところ、湾わん岸がんの有名なスポットだとわかりました。そしてこのタワーの光は午後九時に消えるんです。つまり、九時までにそこにたどり着く必要があります」

　そしてスタートは家の近くの公園。スタートとゴールは判明した。

「なあ、やっぱり……」

「駄だ目めだ！」

　困こん惑わくする高たか浜はまを、神かん崎ざきは一いつ喝かつした。

「俺おれがなんとかします。ほとんどの情報は手に入れている。ですから大だい丈じよう夫ぶ」

　何もしないで負けるわけにはいかない。次の敗はい北ぼくは神かん崎ざきの終しゆう焉えんだ。この偽にせ物ものの恋こい人びとと一いつ緒しよに沈しずむことはできない。

　神かん崎ざきは夕ゆう凪なに歩み寄る。彼女は穿はき慣れない短いスカートに戸と惑まどっている。

「カメラが二台と、マイクもついているか」

　タブレットはすでにネットで通信が行われている。音声もこれを通じて送られているはずだ。さらにインカムを二セット持っていたので、片方を夕ゆう凪なに装そう着ちやくさせる。

「これが違い和わ感かんあるというか……」

　夕ゆう凪なは額ひたいのカメラを気にしている。美み緒お視点の映えい像ぞうということだろう。

「これをつけてごまかそう。目立つ色で見失わないですむ」

　神かん崎ざきが取り出したのは真まっ赤かなリボンだった。前回のコスチュームで使ったものだ。それを見た夕ゆう凪なは顔を歪ゆがめる。

「せっかく可愛かわいい服を着せてもらったのに、そんなの嫌いやです。ホウキに乗って宅たつ急きゆう便びんをしそうなリボンです」

「可愛かわいいリボンじゃないか、俺おれは馬ば鹿かっぽいのは意い外がいに悪くないと思う」

　神かん崎ざきは嫌いやがる夕ゆう凪なを無視して頭に大きなリボンを結ぶ。

「今から夕ゆう凪なぎは、美み緒おさんとして高たか浜はまさんとデートをする」

　神かん崎ざきはタブレットのマイクを押さえながら夕ゆう凪なに言う。

「本当のデートじゃない。単なる再現だ。俺おれがフォローするから安心しろ」

　これはプレゼンのようなものだ。このようなデートをしましたと、映えい像ぞうと音声を送り恋こい人びとであることを証しよう明めいする。

「高たか浜はまさんの家はどこです？」

　高たか浜はまが示した場所を見て首を振る。東京都内だが湾わん岸がんエリアだ。

「遠い。とにかく急ぐしかない。行くぞ夕ゆう凪なぎ！」

　コンペティションがスタートした。
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「おまたせ」

　公園に高たか浜はまが入ってくる。それに夕ゆう凪ながカメラを向けている。

　待ち合わせのポイントの映えい像ぞうだ。ここからデートがスタートすることになる。

　神かん崎ざきはその横でフォローをしていた。現在は十時を回っており、この時点で実は高たか浜はまはハンデを負っている。井い坂さかの実家は学校から近く時間を多く使えるのだ。あちら側のデートはすでに始まっていることだろう。

『ここからどこに行くんです？』

　インカムから夕ゆう凪なの声が聞こえる。

「会ってから行く場所を決めようと言ってた。おそらく朝食を食べながら相談したとか。そしておそらくそれはスタバだ。高たか浜はまさんにスタバに連れていってもらって」

　神かん崎ざきは井い坂さかのことも調べていた。彼は朝食でそのコーヒーショップを選せん択たくすることが多かった。スタバならどこでも絵え面づらは同じだ。

　高たか浜はまと夕ゆう凪なは並んで歩いていく。二人が向かったのはシティーホテルだった。エレベーターに乗って屋おく上じように出るとカフェがあり、二人はそこのオープンテラス席に座った。

「なんでこんな場所を選んだ」

　移動に時間がかかりすぎる。ホテルの屋おく上じようの緑地スペースは景色けしきがいいが、今はそれどころではない。神かん崎ざきもアイスコーヒーを買ってから、少し離れた席を陣じん取どる。もちろんこの経けい費ひは高たか浜はま持ちだ。

　神かん崎ざきはテーブルにファイルを広げた。手に入れた情報からすると彼女と動物園を歩き、昼は外で昼ご飯はんを食べた。その昼ご飯はんはおそらくラーメン。

　しばらく考えてから神かん崎ざきは右手を上げる。それを見て夕ゆう凪なが立ち上がった。トイレに行けというサインなのだ。夕ゆう凪なはタブレットを置いてトイレに向かう。

　神かん崎ざきは立ち上がると夕ゆう凪なの横につき、彼女に耳打ちした。

「おそらく上うえ野のだと思うんだ」

　井い坂さかの家がその近辺にあるからだ。

「そして昼食はラーメン」

「えー、デートでラーメンですか？　別に食事に文もん句く言うつもりはないですけど、初デートで音が出る食べ物はちょっと恥はずかしいなあ」

「そのラーメン屋がどこにあるのか、まだわかっていない」

「わかってないって高たか浜はまさんは？」

「あいつも記き憶おくがあやふやなんだってさ」

　神かん崎ざきが言うと、夕ゆう凪なは少しだけ表情を揺らめかせた。彼女のスマホにあったラーメンの写真を解かい析せきしたが、画が像ぞう検けん索さくしてもどこの店かわからない。

「掲けい示じ板ばんで調べればいいんじゃないですか？　ほら、２ちゃんねるとかで」

「ネット掲けい示じ板ばんはあまり使いたくないんだよな」

　ファイルを確かく認にんしていた神かん崎ざきは、前まえ川かわ美み緒おの写真に目を止めた。彼女が持つスマホにラーメンのどんぶりのようなストラップがついている。

「これは……」

　神かん崎ざきはそのストラップの画が像ぞうを検けん索さくする。

「……見つかった。北ほつ海かい道どう系けい味み噌そラーメン」

　ストラップはそのラーメン屋でおまけにくれる非売品ということがわかった。その店のラーメンを確かく認にんするとスマホの写真と一いつ致ちする。

　さらにラーメン屋の場所をタブレットで検けん索さくする。ラーメン屋の場所がわかれば、動物園の場所も類るい推すいできるはずだ。地図アプリを作動させると、すぐにラーメン屋の場所は判明した。北ほつ海かい道どうに本店がある有名店で、東京に一つだけ支店がある。そこで二人はラーメンを食べたに違いない。

　場所は──多た摩ま。タブレットを見て神かん崎ざきは絶ぜつ句くする。東京の辺へん境きようではないか。

「動物園は都心の上うえ野のじゃなくて多た摩まのほうだったのか？」

　神かん崎ざきは額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。落ち着けと自分に言い聞かせる。まだ午前中だ、時間はある。ここから多た摩ま地区の動物園の移動で約二時間、その後、動物を見てからラーメン屋に移動で最低でも一時間はかかる。

　ラーメン屋の営業時間を見て固まる。土曜日の営業時間は──十時から午後一時。

「やる気あるのかよ」

　これでは間に合わない。ラーメンを食べることは不可能だ。さらにネット掲けい示じ板ばんを確かく認にんしたところ、土曜日は行ぎよう列れつができると書いてある。

「行ぎよう列れつに並び続けるか、諦あきらめて別の店で食べるかで、女の子の人生って決まる気がするんですよね。私は並び続けちゃうタイプです……」

「お前の人生論はどうでもいい」

　そもそもスタート地点がおかしいのだ。待ち合わせ場所は高たか浜はまの家でなく、井い坂さかの家の近くだった。でなくてはこのダイアグラムは完成しない。

「席に戻っていい。移動すると高たか浜はまさんに伝えておいて」

　夕ゆう凪なが戻り、高たか浜はまが立ち上がるのが見えた。カップを捨てた二人が指し示じを待っている。しかしどうすれば……。

「とにかく駅に向かう」

　神かん崎ざきはインカムで夕ゆう凪なに指し示じする。運がよければ一時にラーメン屋にたどり着ける可能性がある。しかし、それは動物園を走り抜け汗あせだくになっての到とう達たつだ。それが楽しいデートと言えようか。

　ではタクシーを使うのはどうか。道路マップを検けん索さくしたが、土曜のこの時間帯はどこも渋じゆう滞たいしている。絶望的な状じよう況きようだった。考えてみれば、偽にせ物ものの恋こい人びとの代だい理り人にんとなった時点で敗はい北ぼくは決定していたのだ。もしかしたら初めから仕組まれていたのかもしれない。エリートの代わりに責任を取るためだけに神かん崎ざきが選ばれた。

「くそ……」

　神かん崎ざきはぐっと歯を食いしばる。信じていた人間に裏切られ、さらには利用されて使い捨てられるというのか。

「高たか浜はまさん、飛行機雲ですよ」

　神かん崎ざきの気も知らずに夕ゆう凪なが空を指さしている。空を見上げながら神かん崎ざきは思う。この学校に入ったのは、何もない自分がのし上がるためにはこの場所が最適だと思ったからだ。そのためなら何でもやると決けつ意いしていたのに、こんなところで……。

「そうだ」

　神かん崎ざきは移動しながらスマホを操そう作さする。そしてこれから行くラーメン屋のホームページを検けん索さくした。やはり……。

「場所を変へん更こうする。電車でなくモノレールに」

　神かん崎ざきはインカムに指し示じを出した。







『ここって……』

　インカムから呆あきれたような夕ゆう凪なの声が聞こえた。

「大おお井い競けい馬ば場じようだ」

　湾わん岸がんエリアから近い場所にある。土曜日でレースも開かい催さいしており人でにぎわっている。

『学生が入っていい場所じゃないですよ』

「入場はいいんだ。それにギャンブル性を排はい除じよしようと、意い外がいにおしゃれスポットになってるんだぞ。トゥインクル──夜のレースとかもあって、デートに使われる」

　高たか浜はまと夕ゆう凪なのカップルは動どう揺ようしながらも競けい馬ば場じようの敷しき地ちを歩いていく。少し距きよ離りを空あけて、神かん崎ざきはその二人についていった。

「あ、馬がいますね」

　競けい馬ば場じように来るのが初めてだろう夕ゆう凪なが、役目を忘れて声を上げた。子供向けにポニーが繫つながれている。その少し先にパドックがあり、レース前の馬が歩いている。それを見ながら客は調子の良よし悪あしを判断するのだ。

「とりあえずパドックで写真を撮とって」

　どうせ証しよう拠こはピンボケ写真しかない。だとしたら動物園でなくとも条件は満たせる。チェックポイントのスタンプはもらえるということだ。

『百歩譲ゆずって競けい馬ば場じようはいいとして──次はどうするんです？　結局ラーメン屋には間に合わないような。他の店にしますか？』

「他のラーメン屋でいいのか？」

『でも、不可能なら……』

「俺おれに噓うそのデートコースを作れと？」

　夕ゆう凪なは戸と惑まどった表情で神かん崎ざきを振り返った。さすがに彼女も高たか浜はまを疑い始めている。しかし簡単にあきらめることはできない。彼女もこのチャンスを逃のがすと、祖そ母ぼに認められずに終わってしまうはずだ。

「その店には行く。なんとしてもだ。恋れん愛あいに噓うそも妥だ協きようもしてはいけない。ほんの少しのずれは、いつかは大きな亀き裂れつになる。恋れん愛あいはそんなデリケートなものだと思う」

『でも……』

「別の系けい列れつ店だ。東京以外にも存在する」

　神かん崎ざきはホームページのデータを、夕ゆう凪なのタブレットに送った。

『……まさか、ここに？』

「そうだ。本店の営業時間は四時まで。三時ぐらいまでにつけばランチという条件も満たせるだろう。俺おれたちはここに行く」

　そして、その一時間後、神かん崎ざきたちは機き上じようの人となっていた。

　神かん崎ざきたちは大おお井い競けい馬ば場じようから近い羽はね田だに移動し、飛行機に乗ったのだ。そして目的地は北ほつ海かい道どう。一時間半もあれば北ほつ海かい道どうに到とう着ちやくする。

　目め指ざすは北ほつ海かい道どう系けいラーメンの本店。

　航こう空くう機きチケットはもちろん高たか浜はま持ちだった。彼も飛行機を利用して北ほつ海かい道どうに行くという作さく戦せんを受け入れてくれた。

「こんなことになって大だい丈じよう夫ぶですかね」

　離れた席に座る神かん崎ざきに、夕ゆう凪なが声をかけてきた。まだ飛び立ったばかりでネット制限があり、この映えい像ぞうは美み緒おに送られていない。

「夕ゆう凪なぎが心配することはない。俺おれたちはデートコースの再現をしているだけだ。何も無む理りはしていない。だから安心してデートを楽しんでればいい」

　カフェで朝食、散歩がてら動物を見る、そして昼飯にラーメン。問題はその先だ。神かん崎ざきは井い坂さかのデートコースを予想する。たぶん彼らは多た摩ま方面のラーメン屋に向かっているはずだ。そしてゴールは夜や景けいスポットとなる。

　……その間は何をしていた？

　井い坂さかを調べたが、彼はマニュアル人間だ。初めてのデートであり、そのデートにおすすめデートスポットをできる限り押し込むようなタイプ。

「夜や景けいスポットは都心の有名な場所だ。ここまで来たということは……」

「ショッピングとか？」

「それはあるな」

　初めて夕ゆう凪ながまともな助言をしてくれた。たぶんショッピングは井い坂さかならねじ込む。しかし、もう少し何かがあったはずだ。昼食までにこれだけのスケジュールを消化した人間だ。井い坂さかは沈ちん黙もくを恐れている。ショッピングの他にもどこかに行ったはずだ。

「夕ゆう凪なぎならこれから何をしたい？」

「ラーメンを食べてからですか？　せっかく北ほつ海かい道どうならパフェとか、海かい鮮せん丼どんとか……」

　神かん崎ざきは夕ゆう凪なを無視して思し考こうする。どちらにせよ都心の夜や景けいスポットに戻らねばならない。だとしたら、ラーメンを食べたらすぐにＵターンだ。ショッピングはその途と中ちゆうですればいい。

「何かを買ったのか？」

　初デートの記念に何かを買った可能性もある。考えがまとまらずに窓を見る。真っ白な雲うん海かいが広がっていた。そんな美しい景色けしきを見て、自分は何をしているのだろうと思った。空の上で他人のデートの足あし跡あとをたどっている。それも強ごう引いんに捻ねじ曲げて……。いや、考えるな。ここまで来て引き下がれない。

　空港につくと、神かん崎ざきたちは走った。

「急いで」

　ここからは時間との勝負だ。空港を出てタクシーを拾う。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

　足をもつれさせた夕ゆう凪なを、高たか浜はまがフォローしている。

「すいません、平気です」

「早く入って」

　神かん崎ざきはタクシーに夕ゆう凪なと高たか浜はまを押し込む。

「もっと笑顔で」

　高たか浜はまに耳打ちし、自分は前の助手席に乗り込んだ。空港からのアクセスも悪くない。

「にしても、ラーメンを食べに北ほつ海かい道どうとは」

　神かん崎ざきの呟つぶやきに夕ゆう凪なが首を振る。

「私はいいと思いますよ。だってラーメンを食べに飛行機に乗ってきたんです」

　夕ゆう凪なの言葉に高たか浜はまが笑った。

　タクシーが到とう着ちやくし高たか浜はまが料金を払う。路ろ地じを走って目当てのラーメン屋を見つけた時じ刻こくはちょうど三時。ランチには少し遅いが仕方がない。

「ストラップももらって、それを彼女にあげて」

　神かん崎ざきは高たか浜はまに耳打ちしてから店に入る。本店は広く並ばずに店の中に入ることができた。

　神かん崎ざきは二人から少し離れたカウンター席に座る。夕ゆう凪ながチャーハンを注ちゆう文もんしたので、神かん崎ざきは啞あ然ぜんとした。

「なんでお前はチャーハンなの？　北ほつ海かい道どう味み噌そラーメンじゃなくていいのか？」

『そういう気分になっちゃいまして』

　それでも味み噌そラーメンが来たので気を取り直す。ここまで来て食べたラーメンはうまかった。バターとコーンのトッピングも素す晴ばらしい。神かん崎ざきは一気にスープを飲んで一ひと息いきついた。横で夕ゆう凪なが「やっぱり味み噌そラーメンにすればよかったかなあ」と呟つぶやいたのでイライラとした。

「まだか……」

　ちらりと横のカウンターを見ると、夕ゆう凪ながチャーハンをのろのろと食べている。

　インカムに「急いで」と指し示じを送る。

「昼ひる飯めしぐらいゆっくりと食べさせてあげろよ」

　神かん崎ざきの指し示じに気づいた高たか浜はまは、夕ゆう凪なの味み方かたをしている。

「私、このチャーハンみたいに、いつも人と違うことして後こう悔かいするんですよね」

　なんでこの女はラーメン屋に人生を重ねるのだと、神かん崎ざきは舌した打うちをした。そんな女に同情したのか、高たか浜はまはお土産みやげの持ち帰りラーメンなどを買っている。

　仕方なく神かん崎ざきはタブレットを取り出し情報の整理をした。夜や景けいポイントを見るために、乗らねばならない飛行機の時間は迫っている。

　と、いきなりタブレットに前まえ川かわ美み緒おが映った。ネットで接続してきたのだ。

『鈴すず木き夕ゆう凪なさん、範はん田だマリアさん、私のためにありがとうございます』

　美み緒おが言う。それを見て神かん崎ざきはどきりとする。すでに結果が出てしまったのか？　夕ゆう凪なが映えい像ぞうに気づいたので、インカムを通じて音声を聞かせてやる。

『お二人の尽じん力りよくのおかげでおぼろげながら記き憶おくがよみがえってきました』

　どちらのデートコースが真実であるかの明言はない。まだ脱だつ落らくしたわけではないようだ。

『人生は綺き麗れいにラッピングされたプレゼントのようなもの。そして私は中身よりもそのプレゼントという行こう為いを喜べる人間になりたい』

　美み緒おは微笑ほほえんだ。

『それでは待ってます。あの場所で……』

　画面が消えた。神かん崎ざきはタブレットに目を向けたまま固まった。今のはなんなのか。恋こい人びとへのメッセージか。いや、神かん崎ざきの私物のタブレットを介かいしたということは代だい理り人にんへのメッセージだ。

「何かのヒントなのか」

　いくら考えてもわからない。その横でチャーハンを食べ終わった夕ゆう凪なが微笑ほほえんでいた。

『いい言葉ですよねえ』

「……有名なフレーズなのか？」

　本格味み噌そラーメンを食べに北ほつ海かい道どうまで来て、チャーハンを頼む女すら知ってる言葉なのか。

『え、もしかして知らないんですかあ？』

　夕ゆう凪なのへらっとした表情に、神かん崎ざきはぐっと歯を食いしばった。

「無知な俺おれに教えてくれないか？」

『映画の台詞せりふですよ。美しい愛のストーリーです』

　……映画。神かん崎ざきは夕ゆう凪なが口にした映画のタイトルを検けん索さくする。確かにその映画のヒロインの台詞せりふだった。封ふう切きりは一か月ほど前。デートの日と重なる。ふと気づいた。ラーメンを食べた後、映画を観みに行ったのではないか？　彼女はそのヒントを画面に流した。

　……しかし何な故ぜ？　本物の恋こい人びとには必要のないヒントだ。だとしたらトラップか。神かん崎ざきの失敗を誘さそおうとしている。

　神かん崎ざきはタブレットのマップを表ひよう示じする。当日の美み緒おは北ほつ海かい道どうには来ておらず、東京でラーメンを食べ夜や景けいを観みに行った。その移動途と中ちゆうに大きなシネコンは存在する。たぶん井い坂さかは彼女と夜や景けいを見たかった。夜まで時間を潰つぶすために映画を観みた、という説はありえる。

　やはり映画を観みるしかない。しかし時間がない。東京に戻ってからか、北ほつ海かい道どうで観みるべきか……。

　ここから近いシネコンを検けん索さくしたが適当な時間がない。朝と夜のような中ちゆう途と半はん端ぱな時間帯だけだ。他の映画館を探したが近くにはなかった。

「東京に戻ってからか？」

　さらに検けん索さくして神かん崎ざきは青ざめる。その映画は興こう行ぎよう的てきに失敗らしく、やはり夜の時間に押しやられている。

　ＤＶＤは駄だ目めだ、封ふう切きりが一か月前で出ているわけがない。では、どうすればいい……。
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　飛行機が羽はね田だに到とう着ちやくした。

　時じ刻こくは午後八時。神かん崎ざきは飛行機から降りて待合室に向かう。すでに高たか浜はまと夕ゆう凪なは待っていた。同じ飛行機に乗ったのだが、シートが違ったのだ。

「どうだった？」

「あの言葉のシーンまでは観みれましたよ」

　夕ゆう凪なが親指を立てる。無事に観みられたようだ。

「じゃあ急ごう。あと一時間ぐらいしかない」

　三人は走る。映画鑑かん賞しようは成功した。飛行機のスーパーシートを使うことで解決したのだ。乗った飛行機のエコノミーには設備がないのだが、スーパーシートは最新の映画も鑑かん賞しようできる。移動時間と映画鑑かん賞しようを組み合わせた一いつ石せき二に鳥ちようの作さく戦せんだった。

「でも、お金がかかりますね」

　夕ゆう凪なが沈しずんだ顔をしている。それは高たか浜はまの所持金を心配してのものではない。金で解決したデートに疑問を感じているのだ。

　タクシーに乗り込み、最終地点の湾わん岸がんエリアに移動する。

　車しや窓そうを夜の街が流れていく。信号に引っ掛かるたびにきりきりと胃いが痛む。ラジオからはプロ野球のナイターの経過が流れている。自分の贔屓ひいきチームの試合だったが相変わらず負けている。しかし怒りが湧わく精神状態ではない。これだけの行動をして敗はい北ぼくすれば、その責任がすべて神かん崎ざきに降りかかる。しかしだからといって、ここまで来たら止められない。神かん崎ざきは思った。それでもこれが真の恋れん愛あいなのかもしれない。恋れん愛あいには狂きよう気きが必要だ。確定された敗はい北ぼくを覆くつがえす狂きよう気き……。

　三人は湾わん岸がんのショッピングモールの前でタクシーから降りる。

「あと三十分。夜や景けいスポットまで走りましょう」

「待て、まだだ」

　神かん崎ざきは焦あせる夕ゆう凪なを制して、プリントされた用紙を広げる。そこに映っているのは前まえ川かわ美み緒おの右手のアップだ。

「夕ゆう凪なぎ、カメラとマイクを隠かくしてからこの右手を見て」

　高たか浜はまと夕ゆう凪ながプリント用紙を覗のぞき込む。

「リングをしていますね」

　夕ゆう凪なが美み緒おの右手の薬くすり指ゆびを指さす。アクセサリーなどの装そう飾しよくが少ない美み緒おが、唯ゆい一いつつけていた右手薬くすり指ゆびのリング。たぶんこれは恋こい人びとから贈おくられたものなのではないか？

「ブランドはなんだろうか……フォリフォリか？」

「神かん崎ざきさんって、ブランドがわからないとフォリフォリって言いますよね。フォリフォリって言っておけば、なんとなくブランドに詳くわしいように錯さつ覚かくする作さく戦せんです」

「夕ゆう凪なぎ、じゃあお前はわかるのか？」

「うーん、サン宝石でしょうか……」

「大だい丈じよう夫ぶ、知ってる」高たか浜はまがうなずく。「よくマニュアルに載のっているリングだ──ほら」

　高たか浜はまが案内板を指さす。そのリングを売っている店はそこにあるらしい。

「デートの日にリングを買ったのかもしれない」

「初デートで買いますかね。ちょっと重いというか……」

　夕ゆう凪なは疑問を持っているようだ。

「いや、買ったほうがいい」

　神かん崎ざきは決断し、三人でその店へと走る。この場合は買うしかない。デートの足あし跡あとを完全に辿たどれば、もしかしたら……。

　まだ店は開いていた。汗あせだくで店に走り込む三人に店員たちが驚いている。それを無視して神かん崎ざきはプリント用紙を見せた。

「このリングと同じものをください」

　息を乱す神かん崎ざきに、店員はなんとか愛あい想そ笑わらいを浮かべた。

「これだと思う」

　高たか浜はまがショーケースを指さす。そこにはシルバーのリングが飾かざられている。値ね段だんも手ごろだった。

「こちら様が購こう入にゆうで──」

「あ！」

　神かん崎ざきの叫びに店員が後ずさった。そうだ、美み緒おのサイズはいくつだ？

「このサイズは？」

　店員にプリントを見せたが、もちろんそれではわからない。

「６から９ぐらいだと思うんですが」

　夕ゆう凪なにも判断がつかないようだ。高たか浜はまの顔をちらりと見たが首を振った。

「サイズならお計りしますよ」

「黙だまってろ！」

　神かん崎ざきは店員を一いつ喝かつし、決断した。もう時間がない。

「６から９まで四つ買う。急いで用意して。包ほう装そうはいい、そのままで」

　神かん崎ざきのやり方に夕ゆう凪なが顔を曇らせる。それでも高たか浜はまは財さい布ふからカードを取り出した。６号から９号の平へい均きん的サイズのリングの在ざい庫こはあった。

「美み緒おさんの指を見て判断するしかない」

　神かん崎ざきはリングを高たか浜はまに渡す。

「時間が！」

　夕ゆう凪なが腕時計を指さした。あと数分でライトアップが終わってしまう。

　三人は店から出て全力で走る。夜のショッピングモールを駆かけ抜ける。足をもつれさせる夕ゆう凪なの手を高たか浜はまが握って引っ張っている。海側の外通路に出ると沢たく山さんのカップルがいた。

　三人でステップを駆かけ上がる。ライトアップされた時計の塔とうが見えた。手を繫つないだ高たか浜はまと夕ゆう凪なは時計を目め指ざして走る……。

「ここまでだ」

　神かん崎ざきは夕ゆう凪なの手を握って引き寄せる。バランスを崩くずした夕ゆう凪なは、高たか浜はまの手を離して神かん崎ざきの胸にもたれかかった。

「神かん崎ざきさん？」

「夕ゆう凪なぎの役目はここまでだ」

　恋こい人びとの代だい理りは終わりだ。夕ゆう凪なは神かん崎ざきの胸の中で高たか浜はまに視線を向けた。

「前まえ川かわ美み緒おさんの代わりだったとしても、エキサイティングで楽しかったです。高たか浜はまさんと美み緒おさんが恋こい人びとだったらいいと……心から思います」

　高たか浜はまは小さく笑ってから時計塔とうに向き直る。

　時計塔とうの下に前まえ川かわ美み緒おが立っていた。

　少し距きよ離りを置いて男女の姿すがたがある。井い坂さか悠ゆう斗ととそれをフォローする恋こい占うらない師しの範はん田だマリア。さらに少し離れた場所に青あお山やま亜あ衣いもいた。

　呼吸を乱す高たか浜はまに対して、井い坂さかは静かに立っている。彼は急ぐ必要などないのだ。経験したデートのルートをたどっただけなのだから。そんな彼の表情を見て、夕ゆう凪なが敗はい北ぼくを悟さとったようにうなだれる。

「よくやってくれた」

　その声は高たか浜はまのものだった。

「神かん崎ざき、君は僕ぼくのプライドを守ってくれた」

　この模も擬ぎデートで散さん財ざいした高たか浜はまだが、表情は晴れ晴れとしていた。バラバラだったパズルのピースは埋うめたのだ。

「さすが神かん崎ざきだよ。こんな人間ともっと前に知り合っておきたかった」

　高たか浜はまが右手を差し出したので、神かん崎ざきは彼と握あく手しゆした。

「もう俺おれとは会わないほうがいいです。学校で会ったとしても俺おれを無視してください。俺おれは高たか浜はまさんと美み緒おさんの恋れん愛あいにおける闇やみです。手を離したら他人です」

　神かん崎ざきは手を離して彼と距きよ離りを取った。

　静かに立っていた前まえ川かわ美み緒おがやっと顔を上げた。高たか浜はまと井い坂さかが時計塔とうへ歩ほを進める。

　恋こい人びとの距きよ離りが縮まっていく……。

　時計が九時ちょうどを示し、オルゴールの音ね色いろに合わせてライトが明めい滅めつする。周囲の恋こい人びとたちの動作はまるでコマ送りのように見えた。

　前まえ川かわ美み緒おがゆっくりと恋こい人びとに歩み寄り、二人の影が重なった。

　再び組み合わさった恋こい人びと、そして一人の敗者。神かん崎ざきは夜の海に視線を向けた。月の光が波に揺ゆれている。再び視線を戻すと時計塔とうのライトは消えていた。

　暗がりの中で抱き合っているのは、前まえ川かわ美み緒おと高たか浜はまだった。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす井い坂さかの姿すがたがある。神かん崎ざきは井い坂さかのほうに感情移い入にゆうしていた。裏切られた人間の気持ちは痛いほどわかる。井い坂さかの姿すがたはあの時の自分そのものだ……。

「間違ってる」

　声は範はん田だマリアだった。彼女はこちらに怒りの視線を向けていた。

「本当の恋こい人びとは井い坂さかさんだった。デートだって完全に再現した。あなただって、おかしいって気づいていたはずよ」

　夕ゆう凪なは突っ立ったまま範はん田だマリアの言葉を浴びている。何も言い返せないのは、彼女の言げん動どうが正しいとわかっているからだ。

「コンペには勝ったかもしれない。でもあなたは他人の恋れん愛あいを捻ねじ曲げた。愛において大切なものを否定したのよ」

　夕ゆう凪なは沈ちん黙もくしたまま、自分の体を抱きしめる。

「あなたは間違っている」

　範はん田だマリアは吐き捨て、突っ立つ井い坂さかの手を引いて夜に消えていった。

　しばらくしてから嗚お咽えつが聞こえた。夕ゆう凪なが泣いている。神かん崎ざきはかける言葉もなく、手すりに寄りかかり海を見る。波の音と潮しおの香かおりが身を包む。

　……これでよかったのだろうか。勝利の余よ韻いんはなく胸の痛みだけが残る。潮しお風かぜが目に染しみて海が滲にじんで見えた。

「間違ってはいませんよ」

　亜あ衣いは、はためくワンピースを押さえながら立っていた。

「彼女はすでに思い出していたのです。デートの再現を見ている途と中ちゆうで、記き憶おくを取り戻したのでしょう」

「じゃ、じゃあ、本当に高たか浜はまさんが恋こい人びとだったの？」

「いいえ、思い出したからこそ本物の恋こい人びとを選ばなかった」

　高たか浜はまは恋こい人びとではない。ある程度親しん密みつな関係だったが、恋こい人びとという一線を越えていなかった。神かん崎ざきも夕ゆう凪なでさえも、その事実に気づいていた。

「彼女は冷静に選せん択たくしたのです。今後を考えて、恋こい人びとにするにはどちらがいいか理性的に判断を下しただけ。苦く悩のうや不安もあるでしょうが、それは愛に欠かせないもの」

　美み緒おは冷れい酷こくな決けつ断だんをしたのだ。使えない恋こい人びとを切り捨て乗り換えた。模も擬ぎデートを見て、どちらが真の恋こい人びとかではなく、どちらが恋こい人びとにふさわしいか、と。

　沈ちん黙もくを避けようと物量的に詰め込んだマニュアルデート。それよりも高たか浜はまのデートを評ひよう価かした。それは高たか浜はま自身の人間性もあっただろうが、それをやり遂とげた彼の資金力も大きい。

「彼女は真実を見つけたのです。私は本物だと思いますけどね」

　時計塔とうに目をやると、すでに二人の姿すがたは消えていた。
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『お仕事がうまくいったようですね』

　ガタンと取り出し口にコーヒーが落ちた。

「そこの場所と電でん源げんを借りるよ」

『どうぞ。そばにいてくださるなんて嬉うれしいです』

　神かん崎ざきは缶かんコーヒーを二本取ると、自じ販はん機き前の休きゆう憩けいスペースに行く。テーブルにはノートパソコンが置かれ、その前に夕ゆう凪なが座っている。

「飲めよ、おごるよ」

　テーブルに缶かんコーヒーを置いたが、夕ゆう凪なは手を付けずにぼんやりとしている。

「どうした？　俺おれたちのサークルの始まりじゃないか」

「こんな場所で、ですか？」

「サークルに必要なものは揃そろっている。電でん源げんと場所と人間、そしてコーヒー」

　神かん崎ざきは横長のベンチに座って缶かんコーヒーを飲んだ。

「部室もなく、部員も二人だけです」

「最初はそうだ。でも、活動して成果を上げれば結果はついてくる」

　そのためには、やはり金が必要だと神かん崎ざきは結論づけた。資金があれば大きなイベントなどを開かい催さいでき、さらに大たい金きんが流ながれ込む。金が金を呼ぶのだ。その流れる金を見て人間も集まる。この学校ではサークル活動において資金の援えん助じよはない。よって自分で稼かせぐしかない。

　神かん崎ざきが失敗したのは、大っぴらに恋れん愛あいをビジネス化しようとしたことだ。しかし、それは恋れん愛あいが金になることの証しよう左さでもある。だとしたら裏側から恋れん愛あいビジネスに参加すればいい。次は失敗しない……。横を向くと、夕ゆう凪なは不ふ服ふくそうな顔をしていた。

「夕ゆう凪なぎ、確かに思ったのと違うかもしれない。でも俺おれは思う。ドラマみたいに、どっかの空港で男女が抱き合えば恋れん愛あいだっていうのは単純すぎる。真の恋れん愛あいが成立する過程には闇やみの部分も存在するんだ」

「わかってます。複雑なんだと気づいてます」

　夕ゆう凪なは缶かんコーヒーのタブを開けた。しかし口をつけることなく視線は定まらない。

「もしも違うと思ったら、このサークルを辞やめていい。でも俺おれは夕ゆう凪なぎにいてほしい。あのとき、たった一人ついてきてくれた夕ゆう凪なぎの願いもかなえてやりたいと思ってる」

「……神かん崎ざきさんについてきたのは当然のことですよ」

「そうか」

「私なんて占うらないもできず、パソコンもうまく使えない。だから何もしないと、ただ可愛かわいいだけの女の子になっちゃいます」

　神かん崎ざきは夕ゆう凪なを無視してノートパソコンを起き動どうした。とりあえず恋れん愛あい関係のビジネスを少しずつこなしていく他ない。裏の世界のルールを知る必要がある。

「何をやるんですか？」

「パズルのようなものだ」

　ばらばらの断だん片ぺんを組み合わせて綺き麗れいな模も様ようを作る。この学校には歪いびつな情報の断だん片ぺんがたくさん散らばっている。それらを丁てい寧ねいに組み合わせるのだ。

「この学校の恋れん愛あいは自由だが、それほどカップル率は高くない。エリートを狙ねらう女子たちは規き律りつを重んじ、男子たちはこの学校の裏側を知らずにのんきに日常を暮らしている」

　かみ合わない男女。それを繫つなげる手伝いをしてやればいい。

　神かん崎ざきが目をつけたのは、比ひ較かく的てき自由な恋れん愛あいが許される外部の男女。外部の女子も基本的にはエリート狙ねらいだが、その競きよう争そうはし烈れつだ。レースに疲ひ弊へいした女子こそ恋れん愛あいにすがるはずだ。

「恋こい人びと募ぼ集しゆう。この四文字を使って効こう率りつよくアピールするにはどうしたらいいと思う？」

　夕ゆう凪なは顎あごに指を添そえて考え込む。

「マイクで叫ぶとか」

「なるほど。だけどもっと人ひと目めに止まる方法がある。それは──この世界だ」

　神かん崎ざきはノートパソコンを指さした。つまりネットの世界。恋こい人びと募ぼ集しゆうとネットに流せば、何百人、いや何億おく人もの目に止まる可能性がある。

「つまりネットコミュニケーションを使って、恋れん愛あいのフォローをする」

「ネットで恋れん愛あいってあまりいいイメージはありません」

「大だい丈じよう夫ぶだ、前回のように強ごう引いんじゃない。お互いに恋こい人びとがほしい男女を引き合わせればいいだけだ。俺おれたちのフォローによって多くのカップルが誕たん生じようする」

　神かん崎ざきの言葉に夕ゆう凪なの表情が和やわらいだ。やはり彼女の目的はキューピッドなのだ。

「そのために提てい携けいを利用する」

　顔を上げると、休きゆう憩けいスペースに人ひと影かげが現れた。

「先せん輩ぱい、頼まれたものです」

　歩み寄ってきた亜あ衣いが、メモリーカードを見せた。

「亜あ衣いとの提てい携けいを利用して、あるものを買い取ったんだ」

　亜あ衣いは神かん崎ざきの隣となりに腰を下ろす。前回のコンペティションで勝利したことにより、亜あ衣いのサークルとの提てい携けいが始まっていた。

「すでに廃すたれた世界なので格安で譲ゆずります」

　メモリーカードを挿さすと、モニターが点てん滅めつし、『アニマル村』というタイトルを表ひよう示じさせた。

「ゲームですか？」

　夕ゆう凪なが首を傾かしげる。画面に映っているのはアニメ調にデフォルメされた景色けしきだった。『アニマル村』という仮か想そうフィールドだ。ユーザーは動物のアバターを選んでその村に入る。つまり一ひと昔むかし前まえに流は行やったチャットのオープンワールドのようなものだ。

　この学校にもそんな仮か想そうワールドがあり、チャットやメールなどを交こう換かんすることができる。

「なんか古いですね」と、夕ゆう凪なもセンスのなさを口にする。

「このぐらいシンプルなほうがいい。それに便利さが交際しやすさに比例しない」

　だからこそ安く権利を買いとれた理由もある。本来なら仮か想そうワールドには、ユーザーが操そう作さするアバターが動き回っているはずだが、アニマル村は静まり返っている。寂さびれた仮か想そうワールドの末まつ期きの姿すがたがそこにある。

　エリートの男女しか入れない仮か想そうワールドもあるのだが、さすがにそれには手を出せない。まずは仮か想そうワールドの辺へん境きようから始めるしかなかった。それでも可能性はある。

「女子とネットの相あい性しようは悪くないからな。しかし女ってメールやメッセージ交こう換かんが好きだよな。なんでだろう？」

「先せん輩ぱいは私の意見を聞きたいんですか？　それとも女の意見ですか？」

　亜あ衣いはくすっと笑ってから立ち上がった。

「頑がん張ばってください。この学校の中で恋こいや愛が生まれれば──私たちの利り益えきになりますから」
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　亜あ衣いが立ち去った後、神かん崎ざきは夕ゆう凪なと共にオープンワールドの改かい革かくを始めた。

「とにかく住人を増やすことから始める」

　アニマル村のルールとしては、参加ユーザーが村に家を買い、そこで生活する。そして他のユーザーである住人とコミュニケーションをするというシンプルなものだ。畑や果か樹じゆ園えんで作さく物もつを育てたり、魚さかな釣つりや昆こん虫ちゆう採集もでき、それらを売ることもできる。手に入れた資金で衣い服ふくや家具を買うなど、最低限のゲーム性も取り入れている。

　しばらくログインがないと家は消えてしまうので、アニマル村には数軒けんの家があるだけで、住人の姿すがたが見えない状じよう況きようだ。

「まず、キャラクターを作る」

　神かん崎ざきは複数のアカウントを使って、アニマル村に動物たちを配置する。

「プログラムにすればいいんじゃないですか？　にぎやかしで」

「それは駄だ目めだ。ＡＩは簡単にばれる」

　それでも勝かつ手てに動き回るように、最低限のプログラムだけは組み込む。神かん崎ざきはアニマルたちの会話をキーボードに打ち込んでみせた。

「あ、なんかちゃんと会話できてる感じですね。神かん崎ざきさんが二役やってますけど」

「このにぎわってる感が重要なんだ」

　アニマルの性別は外見でわかるようになっている。まず神かん崎ざきは村に多くの女性キャラを配置した。このアニマルは男子を呼び込むための餌えさだ。

「夕ゆう凪なぎは、学校内のネット掲けい示じ板ばんに、アニマル村のことを書き込むんだ。わざとらしくないように、女の子の間で流は行やっているって感じで」

　つまりステルスマーケティングだ。本当なら警けい戒かいされるが、アニマル村は無料のコミュニケーションツールであり、ちょっとは覗のぞいてみる気にはなるだろう。

　夕ゆう凪ながステルスマーケティングを行っている間、神かん崎ざきはアニマルを増やしていく。十匹ぴきぐらいまでなら同時操そう作さができるようになった。高速キータッチは神かん崎ざきの特技だ。

　ついにアニマル村にテントが出現した。テントはお試ためしということだ。

「人間が来ましたね」

　テントから出てきたアニマルは男性キャラクターだ。様よう子すを見に来たのだろう。

　神かん崎ざきはキャラクターを操そう作さし、そのアニマルを囲む。最初に簡単な質問を投げかけ、あとは相づちを打つようにして会話を続ける。

「なんか楽しそう」

　画面を覗のぞき込こんだ夕ゆう凪なが驚いている。

「キャバクラ方式だよ。すごーいとか、えー他には？　とか、適当な相づちを打っていると、なんとなく楽しく感じるだろ」

　たまに質問などをしてこちらが人間であることを示す。それを続けていると、徐じよ々じよに村にテントが増えていく。テントから家になると、細かいプロフィールを登とう録ろくする一いつ般ぱん会員となる。神かん崎ざきは呼び込んだキャラクターを飽あきさせないように、会話を持続した。

　夜になるころには村は活気づいていた。入村したユーザー同士も会話を始め、神かん崎ざきが介かい入にゆうしなくてもコミュニケーションが取れている。

「夕ゆう凪なぎは寮りように戻っていい。俺おれはこのままここで仕事をする」

　自じ販はん機きに明かりが灯ともったのを見て、神かん崎ざきは夕ゆう凪なを帰き宅たくさせる。自分はそのまま作業を続けた。仮か想そうワールドは深夜こそ本番なのだ。そしてそのまま徹てつ夜やで作業する。たまに自じ販はん機きでコーヒーを買うと『頑がん張ばってください』と、声をかけてくれた。そして仮か想そう世界の活動のピークを迎え、空が白しらみ始める……。

「……神かん崎ざきさん？」

　声をかけられ、神かん崎ざきは体を起こす。

「眠っちゃったか」

　朝になって夕ゆう凪なが様よう子すを見に来た。彼女はモニターを見て目を丸くする。

「すごい、こんなに住人が」

　アニマル村には沢たく山さんの家が建っている。この早朝の時間はネットに接続する人間は少ないが、夜は多くの動物が歩きまわっていた。

「逆にこの古い仮か想そうワールドが新しん鮮せんなんだろ」

　学校にいくつかある仮か想そうワールドは、客を呼び込むために様々な工く夫ふうがしてある。そんなサービスが一いつ切さいないシンプルな空間が売りになった。ただし限界もあることを察さつ知ちしている。シンプルすぎるこの仮か想そうワールドはすぐに飽あきられるだろう。

「なんか、いいですね。もしかしたら、リアルでも恋こい人びとや友達ができるかもしれません」

　夕ゆう凪なは笑顔を浮かべながらテーブルにタッパーを置いた。

「ん？」

「神かん崎ざきさんは放っておくとコーヒーでしかカロリーを取りませんから、朝食を作ってきました」

　タッパーを開けると、どろりとした半液状の何かがあった。

「メンバーは二人しかいないので、神かん崎ざきさんの栄養面は私が管理しないと」

「……それでこの様ざまか」

　神かん崎ざきは呟つぶやき、タッパーの中身を味見した。

「どうですか？」

「安心しろ、それでも夕ゆう凪なぎは俺おれの仲間だ」

　神かん崎ざきはタッパーを閉めると、自じ販はん機きに向かった。

　缶かんコーヒーを二本買い、自じ販はん機きに「何か音楽を」と、声をかけた。自じ販はん機きから八十年代の洋楽が流れ始めた。自じ販はん機きの彼女は八十から九十年代の洋楽が気に入っているようだ。

　テーブルに戻り、コーヒーを渡すと夕ゆう凪なはにこにこと笑っている。

「なんかいいですね。参加している感じがして、前のサークルよりも楽しいです」

　彼女の言葉を聞いて神かん崎ざきの胸が痛んだ。ずっと雑用をやらせていたことを後こう悔かいした。

「夕ゆう凪なぎ。……君にすべての権限を与える。俺おれの仕事を手伝って──いや、力を貸してほしい」

「そんなの、わかってます」

「まず俺おれたちは恋れん愛あいが生まれる場所を作る」

「場所を作るっていい言葉ですね」

「そのために、まずプログラムの操そう作さを教えてやるよ」

　夕ゆう凪ながぱあっと笑顔を浮かべた。

　神かん崎ざきは夕ゆう凪なの隣となりに座り、丁てい寧ねいにパソコン操そう作さをレクチャーしてやった。最初は苦戦していたが、コツをつかむとその後はスムーズだった。

　そのうちに彼女は、一人でアニマル村のプログラムを改良できるまでになった。フリー素材を持ってきてコスチュームを増やしたり、ゲーム内の環かん境きよう改善に取り組んでいる。さらに管理者アニマルのクマのキャラクターを使って、街の清せい掃そうなども始めた。

「私は噓うそがつけないので、アニマル村にはスタッフとして介かい入にゆうします」

　クマのキャラクターはスタッフ側であると、ユーザーに知らせてある。

「ちょっと任せていいか。たぶん午前中はほとんど人がいない。もしも人が来たら、キャラクターを使って適当に対応しておいて」

　さすがに夜通しパソコンを見ていたので疲ひ労ろうが激しかった。神かん崎ざきは近くの部室棟とうに行き、シャワーを浴びて仮か眠みん室で睡すい眠みんを取る。授業のほうは取しゆ得とく単たん位いに余よ裕ゆうがあるのでしばらく休んでも問題ないはずだ。

　神かん崎ざきが仮か眠みんから覚めたときは、すでに昼を回っていた。

　顔を洗ってから自じ販はん機きコーナーへと向かう。そこでは意い外がいにも夕ゆう凪なが作業を続けていた。

「神かん崎ざきさん、見てください」

　神かん崎ざきに気づいた夕ゆう凪ながキラキラした瞳ひとみを向けた。モニターを見ると、夕ゆう凪なは村で育てる花を作っている最中だった。

「これはですね、愛の花なんです。すぐに枯かれちゃうけど、大切に育てると綺き麗れいな花を咲かせます。育てるには『愛してる』とか『綺き麗れいだね』って優しい言葉をかけなきゃいけないんです。そして好きな人にこの花を渡します。データなので香かおりはしないけど、今までかけた言葉が散るんです」

　さらに、愛の花を育てるには、村での活動も重要で、プラスの言げん動どうをしたり、村を綺き麗れいにしたりとの活動も影えい響きようするようだ。なんて純じゆん真しんなアイテムを作るのだろうと神かん崎ざきは思った。彼女の無む垢くな笑顔を見ると胸が痛む。

「他にもイベントをいっぱい作ろうと思ってます。花火大会とかバーベキューとか、もちろん仮か想そうですけど。きっとみんな楽しんでくれると思います。ここはみんなの愛を育はぐくむエデンの地となるのです。私たちは愛の島の創そう生せい者しや……」

　彼女の言げん動どうに神かん崎ざきの腕にぞわっと鳥とり肌はだが立った。……落ち着け、こんな時はコーヒーだ。自じ販はん機きで缶かんコーヒーを買ってから、夕ゆう凪なの隣となりのベンチに座る。

「なあ、夕ゆう凪なぎ。俺おれはこのアニマル村を続けても、カップルの誕たん生じよう率りつは低いと思う。だから少しだけ路線を変へん更こうする」

　もともと神かん崎ざきはアニマル村は捨て石にするつもりだった。

「まず、アニマル村に少しずつ噂うわさを流していく」

　すでにその情報の断だん片ぺんは散らしている。この村には裏世界があるのでは、と。そしてそこでは、売ばい春しゆんなどが繰り返されているなど……。

　説明を聞いた夕ゆう凪なが「不ふ潔けつです」と、憤ふん慨がいしている。

「噂うわさだ。実際にはそんなことはしない。単なる撒まき餌えだ」

　だが、その類たぐいの噂うわさは一たび触れれば無視できない。中ちゆう毒どく性を持ち、覗のぞき見ずにはいられない。

「裏ワールドに入るには、この村のゲームなどをクリアして条件を探さねばならないなど、ある程度の難なん易い度どをつける」

　禁きん断だんの果実を餌えさに、さらにこの村は活気づくことになる。子供だましのくだらないミニゲームにも価か値ちが出たりと、プラスのスパイラルが発生する。

「そして、裏ワールドは有料にする」

「お金、ですか」と、夕ゆう凪なは汚きたないものを見るかのような視線を神かん崎ざきに向けた。前回のコンペですべてを金で解決したような神かん崎ざきの暗部を、夕ゆう凪なが嫌きらっていることは察していた。

「ステータス効果っていうのを知っているか？」

　売れないものがあった場合、まずは値ね段だんを倍にしろ、という言葉がある。買い手はその物の価か値ちではなく、値ね段だんに価か値ちを見み出いだすことがあるのだ。だから女子はブランド物のバッグや高価なアクセサリーで身を飾かざる。それらは自身の価か値ちを高める武ぶ器きであると知っているからだ。

「恋こい人びとだって同じなんだよ」

　簡単にカップリングされた恋こい人びとよりも、困難があったカップルのほうがうまくいく。定価がない恋れん愛あいには、遠えん慮りよせずに高い値ねをつけるべきだ。

「有料サイトにして金はとるが、そのぶん恋こい人びとができるはずだ。多くのカップルを作ることが夕ゆう凪なぎの目的でもあるんだろ」

「でも、私はアニマル村を続けたいです」

　神かん崎ざきは思う。夕ゆう凪なは恋れん愛あいに純じゆん真しんでいて慎しん重ちようだ。愛はゆっくりと育はぐくむものだと思っている。しかし、この現代においてスピードは重要だ。張りぼてのアニマル村という空間が崩ほう壊かいするまでの時間は少ない。

「アニマル村の改良は自由だよ。夕ゆう凪なぎの行動に反対はしない」

　神かん崎ざきは夕ゆう凪なの行動を許容し、その裏で慎しん重ちように裏ワールドの情報を流していった。

　裏ワールドにはエリート女子がおり、キープの彼氏や金を払ってのペットを募ぼ集しゆうしている。ただし本当に会うためには、慎しん重ちような情報交こう換かんが行われる……。

　──お金を払うから彼氏になってください。

　神かん崎ざきはそのワードに意い外がいな力があることを知っていた。この文字だけを見ると、絶対に詐さ欺ぎであり、誰だれもが自分は騙だまされないと感じるだろう。しかし、それは外部の安全圏けんから見ているからだ。

　昔にはやった出会い系けいのサイトを神かん崎ざきは調べたことがあるのだが、そんな甘かん言げんに翻ほん弄ろうされた男が多くいた。心しん理り学がくでいえば認にん知ちバイアス。自分の都つ合ごうよくバイアスをかけてしまうのだ。

　神かん崎ざきが流した情報が浸しん透とうしたころ、アニマル村は活性化していた。

　裏ワールドの入り口を探そうと、どのアニマルも必死になっている。おそらく、アニマル村ができてから、一番の賑にぎわいが再現されていることだろう。

　そんな中で夕ゆう凪なは必死にイベントなどを行っていた。彼女はこの村でカップルを作ろうと尽じん力りよくしているのだ。村を維い持じしようとするクマの行動を、神かん崎ざきは見み逃のがしていた。村にユーザーを繫つなぎ止めようとする、神かん崎ざきの意い思しに反する行動だが、それが意い外がいな煙えん幕まくとなった。裏ワールドのリアリティが増したのだ。

　それから数日、アニマル村ではアニマルたちがミニゲームに興きようじている姿すがたがあった。風船を撃うち落とすゲーム、昆こん虫ちゆう採集、釣つり、鬼おにごっこ。ゲームで得たメダルを集めて、夜中の一時にしか開かないショップでビンゴカードを買う。そしてビンゴカードに書かれた条件をクリアし、ビンゴを達成する……。

　ついに条件をクリアーし、裏ワールドにアクセスする住人が現れた。一人クリアーした人間が出ると早かった。すぐに村の中で攻こう略りやく法が広まっていく。

　裏ワールドの入会金は有料だがそれほど高額にはしない。入会金で稼かせごうとの思おも惑わくはなかった。有料であるという特別感スペシヤリテイがほしかっただけなのだ。

　そして、舞ぶ台たいは裏ワールドへ。







　すでに裏ワールドの設置も終えていた。裏ワールドはアニマル村のようにフィールドなどは存在しない。女子と男子が言葉を交わすだけの場所だ。

　それでもイメージをつかみやすいように工く夫ふうはしてある。画面に動物のアイコンを配置し、クリックするとメッセージが表ひよう示じされるようにしてある。

『一夜の相手募ぼ集しゆう』

『秘ひ密みつ厳げん守しゆ、お金を払います』

『ペットになってくれる下級生募ぼ集しゆう』

　そんなメッセージ。さらに特定のアイテムを使うと、少しずつキャラクターのプロフィールが出現する。血液型、スリーサイズ、学年、エトセトラ……。

　神かん崎ざきはまず裏ワールドに入った男子にアイテムを無料で配った。プロフィールを知るアイテム、メール交こう換かんができるアイテム、さらに花はな束たばやお菓か子しというプレゼントアイテムなど。

　彼らはそんなアイテムを使って女子とやり取りを始める……。

　もちろんこの裏ワールドにエリート女子など存在しない。神かん崎ざきが作った架か空くうのキャラクターなのだ。彼女たちに送られたメッセージはすべて神かん崎ざきのもとに届き、神かん崎ざきがメッセージを返すといったシステムだ。

　最初は優しく下した手てに出る。まさかメッセージを送ってくれるとは思ってなかった。こういうやり取りって新しん鮮せんでいいね。楽しいね……。

　男子たちはいきなり核かく心しんをついては来ない。彼らが欲するのは金や体なのだが、さすがに常じよう識しきはあるようで、たわいのない話に付き合うこととなる。たまに金の話をする男子も出てきたが、神かん崎ざきは容よう赦しやなくその男子に厳きびしい言葉を浴びせた。いきなり女の子にそんなこと言うなんて信じられない、と怒ったのだ。

　だが失敗した男子もそれで終わりではない。失敗を糧かてに他の女子の攻こう略りやくをすればいいだけだ。男子たちはハンドルネームは変へん更こうできるようになっており、女子たちの横の繫つながりはないことを示し唆さしている。失敗しても悪い噂うわさは広がらない。

　神かん崎ざきは送られてくる莫ばく大だいなメールの返信に没ぼつ頭とうした。膨ぼう大だいな作業量だったが、この仕事は神かん崎ざきの得意分野だ。相手がどんな返事を望んでいるかを汲み取り、意表を突いて冷たくしたり、少しずつ女子の情報を漏もらしたりと段階的にリターンも与える。

　……焦じらして焦じらして、少しだけご褒ほう美びを与える。そのリズムを間違えてはいけない。

　さらにユーザーごとのデータをまとめ、どの段階にまで進んだか細かく管理する。俯ふ瞰かんして見ると男子たちの動きは滑こつ稽けいだった。金と体が目当てなのに、それを必死で隠かくして女子たちの機き嫌げんを取っている。だがどんなに取とり繕つくろおうと、男子たちの欲望は滲にじみ出ている。うまく隠かくしていると思っているのは男子だけなのだ。

　膨ぼう大だいな情報を管理する神かん崎ざきの横で、夕ゆう凪なは未いまだにアニマル村に固こ執しつしていた。村のデザインを変えたりイベントを行ったりと尽じん力りよくするが、すでに村の熱気は消えていた。ほとんどのユーザーは裏ワールドに移動し、残っているのは暇ひまつぶしか、裏ワールドが目的の人間だけだ。それでも夕ゆう凪なが操そう作さするクマは必死に活動している。その姿すがたは、神かん崎ざきの行動を批ひ判はんしているようにも見えた。

　そしてアニマル村が過か疎そ化した頃ころ、神かん崎ざきは本格的に動いた。

　ユーザーたちに無料配布していたアイテムを止めた。そしてすべてのアイテムを学校内マネーで販はん売ばいした。撒まき餌えの期間は終わったのだ。

　ユーザーたちは選せん択たくを迫られる。ここで辞やめれば、はした金の入会金を失っただけですむ。その金にしても、ここまで楽しんだことを考えればペイできている。エリート女子と実際に会うことはできなかったが、それでもユーザー側が失ったものは時間程度だ。

　しかしユーザーたちはそう考えなかった。ここまで時間を費ついやしたのだからあと少しだ、と、バイアスのかかった思し考こうが生まれる。

　──あと少しだけ。

　そう考えてユーザーたちは有料アイテムに手を出し始めた。

　メールをするたびに、女子の情報を手に入れるたびに金を払う。一回払ってしまえば止まらない。無料でエリート女子と知り合えるかもしれない、という希望は、金を払ったのに会えないかもしれないという恐きよう怖ふに変わる。そしてその恐きよう怖ふは払った金額、費ついやした時間に比例して膨ふくらんでいく……。

「やめませんか？」

　顔を上げると、夕ゆう凪ながこちらを見ていた。周囲がオレンジ色に染まっている。夕方の寂さびれた休きゆう憩けいスペースには洋楽ポップスが流れており、久しぶりに現実世界の情報に触れたような気がした。

「神かん崎ざきさんがやっているのは恋れん愛あいのフォローではなく、ただの詐さ欺ぎです」

「アニマル村はどうした？」

　夕ゆう凪なのモニターを見ると、そこには閑かん散さんとした村の姿すがたがあった。誰だれもいない村にクマがぽつんと立っている。シンプルなシステムが売りになるのは一いつ瞬しゆんだ。時じ代だい遅おくれの仮か想そうワールドはユーザーたちから見放された。

「……アニマル村のほうを一いつ緒しよにやりませんか？　私は恋こいが始まる優しい場所を作りたいです。でもそれには、やっぱり神かん崎ざきさんの力が必要で、神かん崎ざきさんにはそれができます。前のサークルで神かん崎ざきさんを見ていましたが、綺き麗れいに情報を整理していました」

「アニマル村じゃ結果を残せない」

「でも、いっぱいユーザーが来たときは、結けつ構こう楽しそうでした。もしかしたらオフで会ったかもしれません」

「かもしれません、なんて不確定な要素を大だい事じにするのかい？」

「確かに恋こい人びとができるのかはわかりません。でも、私は神かん崎ざきさんが間違っていることだけはわかります」

「ネットの世界で最重要なのはスピードだ。恋れん愛あいが発生するタイミングはシビアで、たとえるなら狩しゆ猟りようだ。アニマル村では遅すぎる」

「もう少しゆっくり歩きませんか？　恋れん愛あいは狩しゆ猟りようではなく農業だと思うんです。狩かり続けていたらなくなるだけ。だから花が咲くのを見守るように、二人でゆっくりと恋こいを育てていきたいんです」

　神かん崎ざきは夕ゆう凪なから視線を逸そらした。彼女はあまりに無む垢くすぎた。

「……安心しな。金を奪うばいたくてこんなシステムを作ったんじゃない。まず先だった資金が欲しかっただけだ。その資金を使って、ちゃんと女子たちを呼び込む。暇ひまを持て余したエリート女子や金きん銭せん的に困っている外部の女子とか」

　詐さ欺ぎを働くつもりはなかった。単純な男子は欲望を餌えさに動かせるが、女子は難しい。よって先に資金が必要だったのだ。この資金を利用して少しずつ女子を取り込んでいく。

　恋れん愛あいに飢うえている女子、男子たちとの繫つながりを欲する女子などは存在する。提てい携けいしている亜あ衣いから、恋れん愛あいに行き詰まった女子の名めい簿ぼを買ってもいい。

「そして、女子が増えたら、今度は俺おれがカップリングに協力する」

　これまでの行動で、男子ユーザーの情報も性格も把は握あくしている。どんな女子と合うか神かん崎ざきが判断すればいい。

「メッセージのやり取りも俺おれを介かいして行う。お互いのメッセージを俺おれが装そう飾しよくして、出会えるように持っていく」

　趣しゆ味みや性格の合いそうな男女に、神かん崎ざきが装そう飾しよくしたメッセージをやり取りさせるのだ。ここにいるのは出会いを求めている男女だ。少しの力を加えるだけでカップルが成立する。エリート女子までいかなくとも、出会えたことで男子たちも妥だ協きようし満足するはずだ。

「そしてここはカップル率が高い信しん頼らいできるサイトとなる」

　神かん崎ざきの説明を聞いた夕ゆう凪なは青ざめていた。

「……人の言葉を変えてはいけないと思います。何な故ぜなら発した言葉もその人の一部なのです。どんなに綺き麗れいに装そう飾しよくしようとも、それはタブーです」

　何な故ぜだか夕ゆう凪なの言葉は胸に響ひびいた。それでも神かん崎ざきは首を振る。

「この世界の男女は言葉の力を知らない。言葉は立体的で語ご彙いだけでなくタイミングと強弱が必要だ。言葉を曲げるわけじゃない。ただ力を加えてやるだけだ」

「それでも間違っているんです」

　夕ゆう凪なの目からこぼれた涙を見て、神かん崎ざきは動どう揺ようした。

「なあ、夕ゆう凪なぎ……」

　呼びかけに夕ゆう凪なは背を向け、そのまま走り去ってしまった。

「どういうことだ？」

　彼女の背を見つめながら呟つぶやく神かん崎ざきに、自じ販はん機きがコメントした。

『間違えたことがあるのでしょう』




　　　　　　　　　　＊




　夕ゆう凪なは戻ってこずに、神かん崎ざきは一人でサイトの情報を管理していた。

　男子たちから奪うばった資金で、女子たちを呼び込むことに成功した。神かん崎ざきが用意したダミーキャラクターだけでなく、人間同士のやり取りも増えていった。そのメッセージに神かん崎ざきは手を出す。女子の言葉は魅み力りよく的に改変し、男子の言葉も知的で誠せい実じつに。

　もちろんメッセージのやり取りは男子だけ有料だ。この中間搾さく取しゆは違反ではない。恋れん愛あいの過程においての中抜き、それは社会においても平然と行われている。結けつ婚こん相談所に婚こん活かつパーティーや街コンなど。見えない恋れん愛あいには適正な値ね段だんが存在しない。

　そしてオフで会い始めたユーザーも徐じよ々じよに出現する。その後はうまくいったかわからない。再びこのサイトに戻ってくるユーザーもいた。

　神かん崎ざきはそのタイミングで、エリート女子のダミーキャラクターを消した。架か空くうのエリート女子のキャラクターを作るのは違反すれすれだ。エンターテインメントであるので許容はされるが、あまり長く利用すると生徒会の介かい入にゆうなどが発生する。目をつけられればその時点でサイトどころか神かん崎ざきのサークルも潰つぶされる。

　学校のネット掲けい示じ板ばんなどにサイトの悪あく評ひようなどが流れたこともあったが、介かい入にゆうして悪あく評ひようを否定する。さらにメッセージの脚きやく色しよく。複雑なやり取りにすることで、メッセージの数が増える。増えればその分、金が入るのだ。

　しかし情報量は膨ふくれ上がっていく。神かん崎ざきは思う。サイトに散らばる膨ぼう大だいな言葉。歪いびつな言葉の数々は、自らにぴったりとはまる歪いびつな形を探しているかのようだ。四角には四角、丸には窪くぼみ、尖とがった情報には穴の開いた情報……。

　情報が莫ばく大だいすぎて綺き麗れいに並べることは不可能だ。あまりこの世界に介かい入にゆうしてはいけない。欲望をむきだしにした言葉は毒どくだ。操そう作さする人間も中ちゆう毒どくを起こす。

　それでもこのサイトが軌き道どうに乗るまでの辛しん抱ぼうだ。

　カップリングの実じつ績せきさえ残せば、神かん崎ざきが介かい入にゆうせずとも勝かつ手てに動くようになる。多くの出会いを生んだサイト、というブランドさえ確立すればいいのだ。

　だからあと少しの辛しん抱ぼうだ……。

『神かん崎ざきさん』

　声に覚かく醒せいする。いつものベンチだった。いつの間にか眠ってしまっていた。顔を上げると暮れた空が見えた。どのくらい眠ってしまったのかわからない。

　神かん崎ざきは立ち上がると、自じ販はん機きでコーヒーを買った。

「起こしてくれてサンキュー」

　自じ販はん機きの時計を見て溜ため息いきを吐つく。半日近く眠ってしまった。昼の時間帯はユーザーが少ないので問題はないのだが、整理する情報はたくさんある。自じ販はん機きが警けい告こくするかのように明めい滅めつした。

　テーブルに戻ってモニターを確かく認にんした神かん崎ざきは首を傾かしげた。何か妙みような感じだ。さらにマウスを操そう作さし、神かん崎ざきは飲んでいた缶かんコーヒーを落とした。

「なんだこれは」

　神かん崎ざきはモニターを見て啞あ然ぜんとする。ユーザーの相そう関かんデータを引き出してみると、いつの間にか多くのカップリングがなされていた。

　まさか自分がいない間に、ユーザー同士で話がまとまったというのか。いや、そんなはずはない。複雑な過程を作ることで、そうならないようにしていたのだ。

「まさか……」

　スタッフアカウントを使っての介かい入にゆうの形けい跡せきがあった。介かい入にゆうした人間は、この莫ばく大だいな情報をもとにパズルのように男女を組み合わせたのだ。見れば見るほど繊せん細さいで丁てい寧ねいな作業だ。おそらくストックされたメッセージと個人情報をもとに、ユーザーの求める人間同士をくっつけた。たぶんこれをやりのけた人間は、情報を図形化できる能力を持っている。そしてぴったりとはまる形を組み合わせた……。

　その人間は見事に恋れん愛あいを成なし遂とげた。そしてこのサイトを崩ほう壊かいさせた。一気にユーザーが減ってしまえば、サイトを覆おおっていた熱が消しよう滅めつする。

「天才だ」

　緻ち密みつで繊せん細さいでいて豪ごう腕わん。そんな恋れん愛あいの天才。──だが罪人。

　彼女は大きなルール違反を犯してしまった。

「夕ゆう凪なぎ」

　振り向くと夕ゆう凪なが立っている。この作業を行ったのは彼女だ。夕ゆう凪なにはスタッフアカウントを渡し介かい入にゆうできるようにしていた。こんなことができるとは思わなかったからだ。

「私は、神かん崎ざきさんに言葉を変えてほしくなかった」

　夕ゆう凪なの口から冷たい声が漏もれた。両手で自分の体を抱くようにしてうつむいている。

　神かん崎ざきはテーブルの上のパソコンを急いで初期化する。そして反対側に力を加え、ノートパソコンを折る。さらに剝むき出しの基き盤ばんにコーヒーをぶっかけ、ゴミ箱に投げ捨てた。

「とりあえず、ここを離れる」

　神かん崎ざきは固まる夕ゆう凪なの手を引っ張り、その場を急いで立ち去る。

　振り返ると、休きゆう憩けいスペースに人ひと影かげが見えた。彼らは生徒会だ。恋れん愛あいを管理する生徒会が、違反を犯した人間を確保しに来たのだ。

　この学校では恋れん愛あいを利用して金を稼かせぐのは合法だ。神かん崎ざきのように他人の言葉を改変することもできる。存在しないキャラクターを作るのもグレーゾーンの範はん囲い内。しかし、絶対にやってはいけないことがある。

　──恋れん愛あいを支配してはいけない。

　それはこの学校では神にしか許されていない。

　発言の改変は許されるが、なかった発言を作ってはいけない。知り合っているユーザー同士に力を加えることは許されるが、知り合ってもいないユーザー同士を結びつけてはいけない。

　夕ゆう凪なは関わりのなかった人間同士を強ごう引いんに組み合わせた。発言主を入れ替えるようにして、会話したこともないユーザー同士の恋れん愛あいを成立させた。言葉や感情を虚きよ飾しよくし、さらには発言をゼロから作りだしユーザーそのものを改変した。

　恋れん愛あいに力を加えたのではく、恋れん愛あいを支配してしまったのだ。

「なんであんなことを」

　神かん崎ざきは夕ゆう凪なの手を引きながら呟つぶやく。

「間違いを犯してほしくなかったんです。だから強ごう引いんに裏ワールドを終わらせました」

「間違いではなかった。たとえ金が介かい入にゆうしようとも、恋れん愛あいは色あせない」

　過程において汚けがれたとしても、それを消す光量を持っている。

「そうじゃない。そうじゃないんです……」

　神かん崎ざきは呻うめく夕ゆう凪なの手を引く。証しよう拠こはすべて消している。それでも生徒会は許しはしないだろう。だとしたらいったん逃げるしかない。反論する材料をそろえてから生徒会と対話し、司し法ほう取引を行い刑けいを軽くしてもらうのだ。

　二人は人のいない旧校舎に入り走る。捨てられた旧校舎の廊ろう下かを走り抜け、裏口から隣りん接せつする廃はい墟きよの中に入った。天てん井じようのステンドグラスから色のついた光が差し込んでいる。先には祭さい壇だんがある。ここは元教会だ。

「とりあえず大だい丈じよう夫ぶだ。しばらく隠かくれて……夕ゆう凪なぎ？」

　振り返ると、夕ゆう凪なは両手で顔を覆おおって泣いていた。

「ごめんなさい」

「泣くな。誰だれにだって失敗はある。今からでも失敗は取り返せる」

「でも、壊こわれてしまった関係は戻りません。どんなに頑がん張ばってくっつけようとしても、ガラスの亀き裂れつは消えないし、細かい破は片へんも散らばったまま……」

「ルール違反を犯したとしても、夕ゆう凪なぎの行動は悪くなかった。あれほど繊せん細さいな情報のコントロールは見たことがない。いや、恋れん愛あいのコントロールか」

　神かん崎ざきは夕ゆう凪なに笑ってみせた。しかし彼女は首を振る。

「恋れん愛あいを制せい御ぎよしようとするのは傲ごう慢まんでした。だからあんなことになってしまった」

　夕ゆう凪なは顔を上げ、神かん崎ざきの目を見て「ごめんなさい」と、もう一度謝あやまった。

「あんなこと？」

　廃はい墟きよの教会に、神かん崎ざきの乱れた呼吸と夕ゆう凪なの嗚お咽えつが響ひびく。

「いつも神かん崎ざきさんは忙いそがしそうだった。ずっとモニターを見て、無む秩ちつ序じよな情報を綺き麗れいに並べていた。それは繊せん細さいで美しい作業でした。神かん崎ざきさんは乱れた世界に秩ちつ序じよを与える人間です」

　目の前の夕ゆう凪なは神かん崎ざきを見ていなかった。その視線は過去に飛んでいた。

「でも、あなたは目の前のたった一人の女性に与えてあげられなかった」

「夕ゆう凪なぎ、お前はなんの話をしてる？」

　体が震えていた。逃げねばならない状じよう況きようだったが、彼女から目を逸そらすことができない。

「あの時、役立たずの私を拾ってくれたのは神かん崎ざきさんでした。コーヒーを買ったり机を整理したりって。神かん崎ざきさんのスマホも預かって秘ひ書しよのようなこともしていました」

　あの時とは現在ではない。神かん崎ざきが失しつ墜ついする前の話だ。多くの人員と資金で学校のイベントを動かしていた時の話だ。外部の人間が巨きよ大だいなマンモス学校の中ちゆう枢すうに近づいていった時。

「神かん崎ざきさんのそばにいて私は色々なことを知りました。機き嫌げんのいい時に自分の胸を叩たたく仕し草ぐさ、機き嫌げんが悪い時は大きな溜ため息いきを吐つきます。食事の欲求は低く、ブロッククッキーばかり、それもチーズ味。パソコンをするときだけかける、フィルターグラスも結けつ構こう好きでした」

　夕ゆう凪なは笑おうとしたが、ぎこちなく顔を歪ゆがめただけだった。

「コーヒーは同じメーカーの微び糖とう。でも最初はそれほど好きじゃなさそうでした。コーヒーよりも、コーヒーを飲みながら考える時間を欲していたのだと気づきました」

　そこまで知っていたのだ。他人とディベートをするにあたって沈ちん黙もくは敵だ。間まは自らの思し考こうの遅さを見せることになるからだ。だから神かん崎ざきはいつもコーヒーを飲んでいた。コーヒーを飲む０・５秒が欲しかったからだ。そんなことを繰り返すうちにカフェイン中ちゆう毒どくになっていた。利用していたはずのコーヒーに引きずり込まれてしまった。

「あの人より、私はあなたのことを知ってしまったのかもしれません」

　あの人。神かん崎ざきの脳のう裏りに彼女の顔が浮かんだ。だがうまく思い出せない。いつの間にか、彼女よりもモニターを眺ながめる時間のほうが長くなっていた。

「ある日、気づいたんです。神かん崎ざきさんのスマホに溜たまったメールを。それは読まれることなく積み重なっていました」

　その話はしてほしくなかった。すでに壊こわれた過去の話だ。しかし夕ゆう凪なは続けた。

「いけないことだとわかっていました。でも気になってしまったんです。あんなに秩ちつ序じよ立った世界を作る人が、なんでこのメールだけ無む造ぞう作さに扱うのか。そうです、私はそのメールを開いてしまったのです」

　彼女からのメールはいつの間にか開かなくなっていた。神かん崎ざきの活動において、プライベートのそれは、階段を転げ落ちるように優先度を下げていったからだ。

「メールはたわいのない内容でした。その日にあったこと感じたこと、天気の話や、桜さくらの蕾つぼみが膨ふくらんだとか、神かん崎ざきさんの身体からだを心配したりって。そんなメールを見て私は胸が痛くなった。何気ないそのメールは悲鳴のように私には見えたから」

　いつの間にか外は雨が降っていた。湿しめった風が吹き込み夕ゆう凪なの髪かみを揺ゆらす。

「……そうです。私は返事を書いてしまいました。ずっと神かん崎ざきさんのそばにいた私は、彼女のために神かん崎ざきさんとしてメールを送ることができる思ったから」

　神かん崎ざきは汚よごれた天てん井じようを見上げながら、夕ゆう凪なの懺ざん悔げを聞いた。

「そして私と彼女のやり取りが始まりました。神かん崎ざきさんのスマホを操そう作さし、神かん崎ざきさんがたまに送るそっけない彼女へのメールは私が受け取るように変へん更こうしました。そしてそのシンプルなメールを改変し、色づけて彼女に送ったんです」

　まったく気づかなかった。それほど学校生活において、彼女との交流はおざなりだった。恋こい人びとという言葉を受け取った時点で終わったような気分になっていた。

「すごく喜んでましたよ。神かん崎ざきさんからの優しい言葉を受け取って、とっても可愛かわいらしいメールが返ってきました」

「そっか」

「そしてさらにやり取りは続きました。メールだけでなく、彼女が神かん崎ざきさんへって持ってきたお菓か子しも、私が代わりにすべて食べました」

「それは違うだろ」

「私は思いました。彼女を幸せにしているって。私が愛を作っているとさえ感じました。そして彼女との交流は熱を帯びていった……」

　夕ゆう凪なは神かん崎ざきの言葉を装そう飾しよくした。最初はほんの少し。しかし一度変えてしまえば止まらない。夕ゆう凪なと彼女とのやり取りは過か熱ねつしていったに違いない。たぶん神かん崎ざき以上に恋こい人びとのような濃のう密みつなやり取りとなったことだろう。

「あの時の私は恋れん愛あいを作っていると感じていた。メールを交こう換かんするたびに、歪いびつだった感情がスムーズに流れていくのを感じた。お互いの感情がお互いの体を介かいして円を描えがくように流れ二人は一体となる。あの時の私たちは恋こい人びとだった。でもそれは傲ごう慢まんでした。私が彼女から最後に受け取ったメールは……あなたは誰だれ？」

　ぐらりと視界が揺ゆれた気がした。自分は何も知らずにここまで来たのか。神かん崎ざきが作った恋人らしきものが、とっくに砕くだけていたことに気づかなかった。

「カエルを入れた鍋なべを熱したらどうなるか。そんな話を聞いたことがありませんか？」

　鍋なべのカエルは少しずつ上がる温度に気づかず、逃げだすこともせず茹ゆだってしまう。いや、実際にはそんなことはあり得ない。どこかでカエルは熱くなったお湯に気づいて鍋なべから飛び出す。

「彼女も、熱くなったお湯に気づいて我に返りました。……そんなお話です」

　痛みを感じて胸を押さえた。水すい没ぼつしたかのように息が苦しい。恋こい人びとたちの扱う言葉は単なる記号ではないのだ。何な故ぜならこんなにも痛みを発する。

　目の前の夕ゆう凪なは泣いている。神かん崎ざきについてきたのは彼女の償つぐないなのだ。そして夕ゆう凪なは神かん崎ざきの代わりに涙を流している。

　思った。神かん崎ざきと夕ゆう凪な。どちらがあの彼女と恋こい人びととして濃い時間を過ごしたのか。

　ここは来てはいけない場所だった。少しずつ間違いを犯したために神かん崎ざきはここにいる。学校に散らばる形を綺き麗れいに組み合わせようと尽じん力りよくし、気づくと一番近い場所が歪ゆがんでいた。

　もう一度彼女の声が聴ききたかった。しかし、声も顔もぼやけている。もうあの場所へは戻れない。砕くだけ散った恋こい人びとは戻らない。

　……あなたは誰だれ？

　そんな声が聞こえたような気がした。
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　そこは重い湿しつ気けが溜たまっており、薄うす暗ぐらく異い臭しゆうが漂ただよう場所だった。

　神かん崎ざきは机の上に置かれた書類にサインをした。

「生徒会の権限のもと、お前に罰ばつを与えることになる」

　神かん崎ざきの目の前に女子が座っている。真まっ赤かに染めた髪かみをツインテールに結び、白いブラウスと黒のミニスカート、組んだ足は黒いタイツを穿はいている。

「人権を蹂じゆう躙りんする行こう為いかもしれない。でもね神かん崎ざき、これはあなたの意い思しでやっているの。そうでしょ、嫌いやだったらいつでも出ていけるのだから」

　彼女はサインが記入された紙をひらひらと揺ゆらしてみせた。コンクリート打ちっぱなしの、窓すらない部屋だった。ここは学校の地下、監かん獄ごくサークルという集団が管理する地下エリア。罪を犯した神かん崎ざきはそこに送られた。

「ついてきなさい」

　監かん獄ごくサークル長の彼女は宝ほう生しようリサと名乗った。彼女はソファーから立ち上がると、扉とびらを開けて神かん崎ざきを手招きする。

　扉とびらの向こう側には薄うす暗ぐらい通路が延びている。神かん崎ざきは何も言わずリサに続いて歩いた。

「あなたの罪は愛を支配したこと。それは明確な違反として生徒会が明示しているものよ」

　通路にリサのヒールの音が反はん響きようする。罪を犯した神かん崎ざきは地下に堕おちたのだ。夕ゆう凪なの罪も背負って一人この場所に来た。

「怯おびえることはないわ。もともとこの場所は寮りようだった。敷しき地ちが狭かったころは地下にまで寮りようを配置したのね。そのころからここは監かん獄ごくって呼ばれていたみたい」

　リサが振り向き、神かん崎ざきの表情に変化がないのを見て首をすくめる。

「私たち、そして彼女たちは、ずっとあなたのような人間が来るのを待っていた。あなたのような生きのいい囚しゆう人じんがくるのをね」

「彼女たち？」

　神かん崎ざきが口を開くと、リサはにやっと笑った。

「やっと喋しやべったのね。あなたは外部だけど有能な人間よ。たった一年で学校の中ちゆう枢すうまで迫った。外部の切れ者、スパコンの京きよう一いち、フリスクに勝った男、自動販はん売ばい機きの恋こい人びと、って数多くのあだ名を持ってるほど」

　通路の突き当たりには鉄てつ格ごう子しの扉とびらがあり、リサが鍵かぎを差し込むと軋きしんだ音を立てて開いた。先にも通路があり、牢ろう獄ごく風ふうに改かい造ぞうした部屋が並んでいた。

「これからあなたは、この穴あな倉ぐらのような場所で過ごすの。まあいい充じゆう電でんになるんじゃない？」

「まず俺おれの体のソケットを探すことから始めてくれ」

　無視してリサは部屋の鉄てつ格ごう子しを開く。コンクリートに囲まれた空間と、ユニットバスらしきものが置かれている。ちょうどいいと思った。とにかく神かん崎ざきは独ひとりになりたかった。

「扉とびらは閉めないのか？」

　外鍵かぎがついている様よう子すはない。

「ここでは囚しゆう人じんは自由に動き回れるのよ」

　リサは指を二本立てた。

「そしてこの地下から出る方法は二つ。一つはこの学校を辞やめる。そしてもう一つは、この地下から愛を見つけること」

　神かん崎ざきは溜ため息いきを吐ついて、殺さつ風ぷう景けいな部屋の中に入る。監かん視しカメラなどもついている様よう子すはない。壁を背に座り込む神かん崎ざきに、リサはウインクする。

「すべてを失っても愛だけは残っているじゃない。誰だれかの名めい言げんだけど、あなたにあげるわ」




　　　　　　　　　　＊




　神かん崎ざきは身じろぎせずに時間を過ごした。

　様々な記き憶おくが泡あわのように浮かんでは消えていく。思し考こうの断だん片ぺんだけが漂ただよっている。徐じよ々じよにその断だん片ぺんが澱おりのように溜たまり形を形成していった。

　最初に思い浮かんだのは彼女のことだった。エリートの彼女と外部の神かん崎ざきが知り合ったきっかけはミントタブレットだった。一ケースに五十粒つぶ入っており、神かん崎ざきは適当に口に入れていたが、それでもケースの残りの粒つぶの数は確実に把は握あくしていた。だが四十九粒つぶを食べたところでケースは空になった。

　──フリスクのほうが間違いを犯している。

　神かん崎ざきははっきりとそう言った。タブレットなんていつ食べたかわからないもので、残りの数なんて憶おぼえているわけがない。そう周囲は言ったが、神かん崎ざきは主張を変えなかった。

　そんな台詞せりふを、たまたま近くの席で講こう義ぎを取っていた彼女が聞いていたのだ。

　──私は神かん崎ざき君を信じる。

　彼女はしっかりと神かん崎ざきの目を見た。

　その後、神かん崎ざきはサークルを立ちあげ、彼女も誘さそった。そのうちに恋こい人びとになり、それからの記き憶おくは薄れている。莫ばく大だいな作業と情報の中の一部でしかなくなったのだ。

　すべては自分の責任だ。モニターの中の情報ばかりを見つめ、隣となりの彼女と視線を合わせることもなくなった。恋こい人びとというシンプルな構こう造ぞうに、手を加える必要がないと思ってしまった。

　神かん崎ざきの記き憶おくは沈しずんでいき、再び浮ふ上じようし始めたときには、彼女の顔は消えていた。代わりに夕ゆう凪なのことを思い出した。

　サークルが軌き道どうに乗り、メンバーを増やす過程で彼女に声をかけたのだ。いつもの自じ販はん機きに行くと、彼女がぼんやりと座っていた。ただそれだけの理由だった。

　何をやらせてもうまくいかず、結局彼女は神かん崎ざきの雑用係のようになった。雑用係という一番身近な場所には、裏切られてもダメージが少ない、能力の低い人間を置くとの理由だ。

　しかし神かん崎ざきは間違っていた。

　彼女は天才だ。周囲もそして自分自身でさえも気づいていないが、恋れん愛あいという要素に特化した存在なのだ。神かん崎ざきが罪をかぶった理由はそれもある。夕ゆう凪なに何も言うなと口止めし、すべて神かん崎ざきの責任にした。

　──すぐに出てくる。

　大したことではないと夕ゆう凪なに言い、神かん崎ざきは自らの意い思しで地下に堕おちた。こんな闇やみに落としてはならないからだ。彼女は汚けがれなき愛の女め神がみとなるべき人間だ……。

　神かん崎ざきは目を開けた。

　思し考こうが中断されたのは空腹が原因だった。ずいぶんこの場所にいるのに、まったく食事が出てくる気け配はいがない。ライカーズ島の監かん獄ごくだって食事は出てたはずだ。

　神かん崎ざきは立ち上がって部屋をうろつく。窓はなく空調のための小さなファンがあるだけだ。出口の扉とびら代わりの鉄てつ格ごう子しには鍵かぎがかかっておらず、押すと簡単に開いた。通路に出ると出入り口側とは逆に進む。突き当たりには鉄の扉とびらが設置されており、押してみるとそれも簡単に開いた。

「おはよう、神かん崎ざき」

　リサがいた。そこは円形のホールだった。そして中央に机が置いてあり、リサが作業している。だだっ広いホールにリサ以外の人ひと影かげはない。

「食堂への扉とびらは？」

　円形ホールには沢たく山さんの扉とびらがある。

「マシーンもお腹なかが減るの？」

「最新コンピューターよりもエネルギー効こう率りつはいい。コーヒー一本さえもらえば、どんな教科でも三時間で小しよう論ろんぐらいなら提出する」

「カフェインは自分で稼かせぎなさい。ここでは囚しゆう人じんはみんなそうしてる」

「働くってことか？」

「そう、自らの体を使って稼かせぐのよ」

　リサが眼鏡めがねに指を添そえながらこちらを見た。

「肩かた揉もみとか？」

「この部屋のダイアマークがついてる扉とびらでお金を稼かせげる。稼かせいだお金で、売店はそこの扉とびら」

　リサは神かん崎ざきを無視して説明する。神かん崎ざきはポケットを探ったが金は持っていない。所持品はすべてここに入る前に回かい収しゆうされてしまった。

　改めて見ると、ホールにはダイアマークがついている扉とびらがいくつかある。他には独どく房ぼう、関係者用、売店、などの扉とびらがある。気づいていたことだが、未いまだに神かん崎ざきの他に囚しゆう人じんを見ていない。他の囚しゆう人じんはどこにいる？

　しかし思し考こうがうまく回転しない。ずっと頭に靄もやがかかっている感じだ。空腹は耐たえられるが、どうしてもコーヒーを飲みたい。

「なんで男って道を尋たずねるのが苦にが手てなの？」

　リサは首をすくめて立ち上がる。

「案内してあげる。あなたは特別だから。……まずは、一番簡単な部屋へ行きましょう」

　リサはヒールの音を響ひびかせてダイアのマークの扉とびらへと向かう。彼女に続いて部屋に入ったが、そこは単なる密みつ室しつだった。コンクリートの壁に囲まれた立方体の部屋。いや、四し方ほうに監かん視しカメラが設置されている。

「真ん中に。しばらく立っていなさい」

　リサに耳打ちされ、神かん崎ざきは部屋の中央に立つ。しばらくそのまま待たい機きすると、壁に文字が出現した。文字というより、記号やアルファベットの羅ら列れつ。適当にキーボードを打ったかのような文字列が流れていく。おそらく監かん視しカメラを通じて誰だれかがここを見ている。壁がスクリーン代わりになり、打ち込んだ文字などが表ひよう示じされるのだろう。

　流れる記号に混じって、神かん崎ざき、という単たん語ごも流れる。

「人気者ね。やはりあなたは彼女たちに興きよう味みを持たれている」

「彼女たち」

　神かん崎ざきは考える。リサが言う彼女たちとは何者か。おそらく監かん獄ごくサークルのスポンサーだ。そしてスポンサーになるには条件が付けられているはずだ。

「エリート女子が監かん視しカメラを介かいしてこっちを見ている？」

　壁に８という数字が流れる。はちではなくぱち、つまり拍はく手しゆだ。

「ここはシンプルな場所で、まあ顔見せといった感じ。でも、何か面おも白しろいことでもやれば喜んでもらえるわよ」

「なるほどな」

　これが囚しゆう人じんの仕事なのだ。そしてダイアのマークの部屋は他にもあった。リサがまずこの部屋に神かん崎ざきを連れてきた理由も理解した。

「何もできないなら手でも振りなさいよ」

　神かん崎ざきはリサを無視して突っ立ち続ける。しばらくするとブーイングを意味する文字列が流れていく。先にあちら側がしびれを切らしたようだ。

「特技はないの？　せっかく有名人なのに」

「特技はある。たとえばキータッチ」

　リサは大きく溜ため息いきを吐つき「ここでは役に立たないでしょ」と吐き捨てる。

「速いだけじゃない。俺おれの指は繊せん細さいでブラインドタッチができる」

「ブラインドタッチは誰だれでもできるわ」

「違う。キーに印いん刷さつされたアルファベット。そのわずかな手て触ざわりの違いで、そのキーが何であるかを当てることができる。それだけ繊せん細さいだということだ」

　神かん崎ざきはリサを呼び寄せ、彼女の腕を指さす。

「腕の内側の皮ひ膚ふ、三センチ四し方ほうを少しだけ借りたい」

「何よそれ……」

　それでもリサは、エリートたちが焦じれている雰ふん囲い気きを察したのか素す直なおに腕を差し出した。神かん崎ざきはその腕の内側にそっと指を添そえる。

「触ったか触っていないかギリギリ」

　神かん崎ざきはリサの腕をすっと撫なでた。指先を往復させるとリサの口から甘あまい吐と息いきが漏もれる。腕の皮ひ膚ふの表面だけをそっと刺し激げきするように……。リサの全身に鳥とり肌はだが立っている。体全身に刺し激げきが伝わっているのだ。

「……ああん」

　リサはつい声を出してしまう。壁に流れる文字は消えていた。女子たちは想そう像ぞう力りよくが豊かだ。画面越しの刺し激げきを、自分が受けているかのように感じることができる。

「ちょっと、三センチを超えているでしょ！」

　我に返ったリサが神かん崎ざきの手を振り払った。その時、部屋にコインが降ってきた。

「一応評ひよう価かされたようね。でも、最初の顔見せだからサービスよ」

　床にたくさんのコインが転がっている。というシステムなのだ。たぶん他の扉とびらの向こうもそうだ。エリート女子たちを満足させれば報ほう酬しゆうがもらえる。

　神かん崎ざきはしばらく迷ってから、床のコインを数枚だけ拾った。

「コーヒー代だけ借りておく」

　コインを拾った神かん崎ざきを見て、リサがにやりと笑った。

　神かん崎ざきは部屋の外に出ると、急いで売店へ向かった。売店は自じ販はん機きが並んでいるだけのスペースだ。久しぶりに喋しやべらない自じ販はん機きでコーヒーを買う。指が震えてうまくプルタブが起こせない。落ち着け、ゆっくりだ。タブを起こすとコーヒーがこぼれてしまう。構わずコーヒーを口に流し込む。味はまったくしない。しかしそれを半分ほど飲むと体の震えが収まった。

　神かん崎ざきは大きく深呼吸する。カフェインと糖とう分ぶんを摂せつ取しゆしたことで少しずつ思し考こうがはっきりとしてきた。空っぽの胃いにコーヒーは刺し激げきが強かったが、その痛みが心地ここちいい……。

　金を受け取ってはいけないと感じていた。しかし生きるためにはコーヒーがいる。そんな後こう悔かいと嫌けん悪お感に混じって好こう奇き心も頭をもたげていた。これほどの規き模ぼを維い持じするには、しっかりとしたシステムが必要だ。このような監かん獄ごくがあることは噂うわさに聞いていたが、実際に入るとは思わなかった。

　まずは調べてみたい。神かん崎ざきはただそう思った。







　扉とびらを開けて神かん崎ざきは目を見張る。

　だだっ広いそのスペースは、分ぶ厚あついプラスチックの板で蓋ふたをされていた。プラスチックの板が吊つり下げられており、そこに入るには四よつん這ばいにならねばいけない。しかし、見るとスペースには数人の囚しゆう人じんがいる。彼らは四よつん這ばいで這はいずり回っている。

「入っているだけでお金がもらえるのよ」

　隣となりに立つリサが説明する。見ているといきなり四よつん這ばいの囚しゆう人じんたちが動いた。何かに群がるように四よつん這ばいのまま走っていく。そして床に転がるコインを奪うばい合っていた。

「基本の給きゆう料りようと、たまにボーナスがもらえるということか」

　エリート女子たちがこの様よう子すを見ているのだ。たまに金をほうり込んで、囚しゆう人じんたちの奪うばい合いを楽しむ。要するにエンターテインメントだ。

「人権が失われているな」

「彼らの意い思しでやっているの。嫌いやだったら拒きよ否ひできる。監かん獄ごくからの脱だつ出しゆつはいつでも可能よ」

　リサの言うとおりなのだ。囚しゆう人じんたちは自分の意い思しでここにいる。ここから出るのは自由だが、学校を辞やめることとなる。この学校の生徒にとってそれは死に等しい。それほどこの学校への入学はハードルが高い。

　そして神かん崎ざきも学校を辞やめる気はなかった。ここでドロップアウトすれば、神かん崎ざきの人生は終わり、苦難に満ちた険しいものとなるだろう。最新しん鋭えいの設備と恵めぐまれた環かん境きようの学校。そんな学校を中ちゆう退たいする人間は、社会から脱だつ落らく者しやの烙らく印いんを容よう赦しやなく押される。

　ではこの監かん獄ごくからの脱だつ出しゆつするための、もう一つの方法だ。

　──もう一つは、この地下から愛を見つけること。

　愛とはなんだ？　何かの暗あん喩ゆなのか。

「単純よ」リサが神かん崎ざきの思し考こうを読んだ。「たとえばお金を一定以上稼かせげばいい。彼女たちからもらうお金も愛の一部だからね」

　さらに説明を聞くと、その設定金額は莫ばく大だいだった。元から持っている金は使えない。あくまでここで稼かせがねばならない。

「他にもなんでもいい。たとえば彼女たちに気にいられ、地下から引き上げられた人間もいる。それも愛でしょ。まあ、その人間は恋こい人びとではなくペットとなっているけど。他に綺き麗れいな話もあるわ。女の子が監かん獄ごく落ちした恋こい人びとを探したの」

　その彼女は外部だからなかなか監かん獄ごくの情報は入らない。それでも必死に探し、ついに彼を見つけたらしい。その過程が美しかったから彼は特別に解放されたという。

　神かん崎ざきは四よつん這ばいで争う男子たちから目を背そむけ、部屋から出る。

「あの部屋はあなたにはまだ早い。たとえばもっと簡単な方法だってあるわ」

　リサが独どく房ぼうへの扉とびらを指さす。

「独どく房ぼうを引ひっ越こしすること。それだけでお金が入る」

「部屋を変えるのか」

　ただでさえ殺さつ風ぷう景けいなあの部屋のランクを、さらに落とすというのか。

　しかし、その独どく房ぼうを見て神かん崎ざきは顔をしかめる。その部屋はベッドやソファが用意されている。シンプルではあるが、コンクリートの部屋よりも過ごしやすい。

「……そうか」

　神かん崎ざきは部屋につけられた監かん視しカメラに気づいた。

「カフェインを摂せつ取しゆして頭が働くようになったわね」

　過ごしやすいが監かん視しつき、ということだ。

「それだけじゃなく、視し聴ちようの人間が増えるとお金を貰もらえるのよ」

「そのルールはなんとなくわかる」

　しかし……。監かん獄ごくにアクセスできるのはスポンサーのエリート女子だけのようだ。そんな彼女たちが外部の男を観察して、なんの得があるのか。外部の男子を自由にしたければ、効こう率りつのいい方法がある。たとえば亜あ衣いのようなサークルに依い頼らいするなど。

「あなたは重要なことがわかっていない」

「エリート女子ならではの歪ゆがみか？　ストレスをここで解消する」

「それも違う」リサはくすっと笑った。「女が男に求めているものは何か、わかる？」

　神かん崎ざきは沈ちん黙もくした。金や優しさ、それとも愛か。だが、それらの解答は適切ではない気がする。

「……それは服ふく従じゆうよ。男を支配することに女は幸せを感じるの。男を征せい服ふくし足を舐なめさせることが世界のすべての女性の願望」

　──支配。確かにこの監かん獄ごくには男を支配するための装そう置ちがある。

「女は男を支配するために戦う。そうでしょ、私たち女は男女平等を訴うつたえるけど、その内実は男は奴ど隷れいになれということ」

　確かに女は本当の平等を求めていない。男が築き上げ独どく占せんしている領りよう域いきに、男女平等を掲かかげて踏み込んでいるだけだ。故ゆえに専業主夫などは許さない。メディアを巻き込んで一いつ斉せいに批ひ判はんし駆く逐ちくする。

「男女はエリアの奪うばい合いよ。数字に弱い女が夫の給きゆう料りようを管理するのもそう。キッチンの所有権は渡さないけど、家事はやらせる。育メンなどとメディアに叫ばせ、育児をやらせるのもそう。女たちは男のエリアを奪うばっている。そしていったん奪うばえば絶対に返さない」

　社会には女が男を屈くつ服ぷくさせ支配するシステムができている。だからこそ、中心は女性なのだ。テレビも雑ざつ誌しも企き業ぎようも、女性たちに尻尾しつぽを振る。

　高校生の女子たちも、すでに男を服ふく従じゆうさせる喜びを知っているのだ。

「最初はプライドを保っていた男子も、徐じよ々じよに屈くつ服ぷくしていく。私たちはその過程に喜びを感じる。服ふく従じゆうさせる男子は強く誇ほこり高いほどいい。そう、だから私たちは神かん崎ざきのような男を待っていた。あなたを服ふく従じゆうさせ、支配すれば……最高に感じる」

「残念だが、俺おれは四よつん這ばいになる気はない」

「でも、すでにあなたはその世界に足を踏み込んでいる。だってエリート女子からお金を受け取ったじゃない。床に投げられたコインを膝ひざをついて拾った。エリートの女子たちはそんなあなたの行動で濡ぬらしたわ」

　リサは甘あまい吐と息いきを吐はきながら、自分の体を抱きしめている。

「もうあなたは止まらない。少しずつ服ふく従じゆうしていき、最後に支配されるの……」
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　神かん崎ざきは薄うす暗ぐらいホールで一人突っ立っていた。

　学校を辞やめる選せん択たくがないのならば、やるべき行動は一つだ。監かん獄ごくからの脱だつ出しゆつを目め指ざす。しかし、そのためには愛を証しよう明めいする必要がある。たとえば金。少しずつ稼かせいでいけば、いつかは解放される。

　しかし、それには……。

　実際に神かん崎ざきは疲ひ弊へいしていた。空腹やカフェイン不足の他に、神かん崎ざきを悩なやませたのは刺し激げきの少なさだ。神かん崎ざきとまともに対話してくれる人間は、この監かん獄ごくにはいなかった。

　神かん崎ざきはホールの扉とびらを開けた。

「……あら、どうしたの神かん崎ざき？」

　部屋の中央の一人用ソファに看かん守しゆが座っている。彼女は監かん獄ごくサークルのメンバーの女子だ。そして彼女を囲んでいるのは上半身裸はだかの男子たちだ。

「仲間に加わりたいのなら、服を脱ぬいで私の足にキスをするのよ」

　看かん守しゆは男子たちをはべらせて暇ひまをつぶしているのだ。監かん獄ごくサークルのメンバーの女子は他にもおり、同じような行動を取っている。

「食べ物ぐらいならあげるわよ」

　この部屋も監かん視しカメラ付きだ。基本的に最初の独どく房ぼう以外には監かん視しカメラがついている。

　何か脱だつ出しゆつのヒントとなるものがないかと考えていると、看かん守しゆに群がる男子たちが神かん崎ざきを睨にらみつけてきた。

「用がないなら出ていけ」

　そう言った男子は、いきなり看かん守しゆに蹴けり飛ばされた。

「犬は喋しやべらないだろうが」

　神かん崎ざきは扉とびらを閉めた。この部屋は駄だ目めだ。他に神かん崎ざき向きの部屋を探す必要がある。しかし、どの部屋を探しても、不快な気分になるだけだった。

　神かん崎ざきはホールに戻ると、壁かべ際ぎわの椅い子すに座って息を吐はく。ホールにも監かん視しカメラがあり、たぶん苦く悩のうした様よう子すは見られている。しかしそれは不快に感じなかった。一方的でも誰だれかと繫つながっている。そんな事実が神かん崎ざきの精神を保っていた。

　エリート女子の庇ひ護ごを受ければ、もう少し楽になるのでは？　そんな考えが頭をよぎる。

　金を稼かせぐ方法はいくつかある。まずプライベートを切り売りすることだ。カメラ付きの独どく房ぼうがそうだ。しかし金を稼かせげるのは最初だけだ。すぐに飽あきられるために、徐じよ々じよに過か激げきなことをしなければならない。

　たとえば四よつん這ばいの部屋などがそれにあたる。四よつん這ばいになるだけで金がもらえる、という思し考こうになっているのだ。さらにエスカレートすると反へ吐どが出るような部屋もある。椅い子すだけが置いてあり、それに座っていると通電ショックが起こる部屋。もちろんスイッチを押すのは見ている女子だ。他にも服も下着も着てはいけない部屋。さらにその上の段階もあり、テレビ画面が置いてあり、たまにアダルト映えい像ぞうが流れる。刺し激げきに飢うえていた男はその映えい像ぞうで……。

　馬ば鹿かげている。しかし彼らはその異常さに気づかない。少しずつエスカレートし、気づくとその場所にいるだけだ。徐じよ々じよに鍋なべの水の温度が上がり、温度変化に気づかないカエルは茹ゆだってしまう。

　それに、自分も人のことを馬ば鹿かにできないではないか。情報収しゆう集しゆうのために部屋を調べているとき、それだけでコインが落ちてくる時がある。神かん崎ざきは空腹とカフェイン不足のためにそのコインを拾ってしまう。

　たぶん、あの行こう為いは神かん崎ざきを麻ま痺ひさせようとしている。施ほどこしを受けること、膝ひざをついて金を拾うことで、そんな感覚を麻ま痺ひさせている。エリート女子たちは皆で神かん崎ざきを屈くつ服ぷくさせようとしているのだ。実際に支配は進んでいる。その証しよう拠こに、神かん崎ざきは拾った金で缶かんコーヒーを買うことに抵てい抗こうがなくなってきている。

　男子同士での連れん携けいは無む理りだ。この監かん獄ごくでは男子たちは同じパイを奪うばい合うライバルなのだ。だからこそ協調はしない。リサの話ではそんな協調する男子のペアが出現したが、エリート女子の誘ゆう導どうでいつの間にかゲイカップルとなっていたらしい。しかし、彼らは監かん獄ごくからの脱だつ出しゆつを果たした。ある意味この場所で愛を見つけた。と、評ひよう価かされたからだ。

　もっとましな脱だつ出しゆつもある。監かん獄ごくでの生活をこなしているうちに、エリート女子に個人的に気にいられるケースがあるようだ。その場合はエリート女子が個別に指し示じを出し、彼女好みのペットに改かい造ぞうするようだ。そして完全なペットとなった段階で出しゆつ荷かされる。

　確かに学校で、ゲイのカップルやエリート女子にペット扱いされる男子を見たことがある。それらはこの監かん獄ごくも関係しているかもしれない。

　他にもこの学校には様々なサークルがあり、ホストクラブや男子をいたぶるようなクラブまでも存在する。おそらくその男子たちは監かん獄ごくサークルが生産した。監かん獄ごくサークルは地上でも地下でも女子たちにエンタメを与える。

　なんだか思し考こうが同じ場所をぐるぐると回ってる気がする。刺し激げきが少ないために、時間の感覚も薄くなっている。このままではおかしくなる……。

「神かん崎ざき」

　声に顔を上げると、そこにはリサが立っていた。学校に戻っていたらしく、彼女の顔を見るのは久しぶりだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、顔色が悪いわ」

　神かん崎ざきに近づいたリサが顔を寄せる。甘あまい匂においが鼻び孔こうをくすぐる。さらに自分に向かって話しかけてくれた、という行こう為いに胸が熱くなった。刺し激げきのない暗くら闇やみに光が灯ともったかのようだ。神かん崎ざきは思う。ネットなどでいつでも誰だれかと繫つながっていた現代人にとって、無視されるという行こう為いは苦しすぎる。

「私の部屋に来ない？　あなたには休きゆう息そくが必要よ」

　リサの声は、心地ここちよい振しん動どうとして体の芯しんまで伝わってくる。

「あなたは頑がん張ばった。だから、少しだけ息いき抜ぬきすればいいわ。膝ひざをつく必要はなく、ただ私の隣となりに座って会話するだけ」

　血液が熱くなるのを感じた。それほどに他人との接せつ触しよくを望んでいた。リサが手を差し出す。神かん崎ざきはその手を取って……すっと肌はだを撫なでると、リサが色っぽい声を出した。

「……それはもうやめてって言ったでしょ」

　リサが真まっ赤かな顔をしている。

「意い外がいにまだ元気が……ん？」

　神かん崎ざきは必死で自分を制せい御ぎよする。リサの色っぽい声を聞いて何かが吹っ飛びそうだった。この無色な空間で、彼女は光を放って見える。彼女の薄い唇くちびるの感かん触しよく、胸の柔やわらかさ、首くび筋すじの匂におい……。何も考えずに彼女を抱きしめ、彼女が発する刺し激げきを受け取りたい……。

「あ、ごめん、やりすぎちゃった」

　ペロッとリサが舌したを出す。

「どうしても我が慢まんできなかったら専用の部屋があるわよ。バスタオルで隠かくして処しよ理りすればいいし、きっとお金ももらえる。それが嫌いやだったら……私がお口で奉ほう仕ししようか？」

「やめてくれ」

「助言はあなたのためでもあるのよ。空腹に耐たえられても孤こ独どくには耐たえられない。だから彼女たちと交流しなさい。画面越しでも、そこには人との触れ合いがある。いえ、画面だからこそ、ぞくりとするほどの交流となる」

「確かにそうだ」

　ただこの場所にいるだけでは何も解決しない。

「あなたにピッタリの部屋があるわよ。そこに行ってみる？」

　神かん崎ざきは素す直なおにうなずいた。不快なシーンを何回か目もく撃げきしてしまい、そのたびに部屋の探たん索さくは中断していた。未いまだにすべての監かん獄ごくを調べられていない状じよう況きようだった。

　リサに誘ゆう導どうされ神かん崎ざきは監かん獄ごくの中を歩く。

「ちょっと驚いている」

　先を歩くリサの声が聞こえる。

「思った以上に耐たえていること。他の人間なら妥だ協きようを繰り返して、今いま頃ごろ彼女たちの玩具おもちやになっている。でもあなたは違う。この闇やみの中でも理性を失っていない。最低限のお金を拾うだけで彼女たちに媚こびを売ることはしない」

「だから、とどめを刺さしに来た？」

「感心しているのは本当よ。さすがだと思った。表おもての生活においてエリート男子にも引けを取らずに戦った、あなたの強さは本物だった」

　リサは前を向いたまま続ける。

「今やこの監かん獄ごくのスポンサーのほとんどがあなたに注ちゆう目もくしているわ。どうやって引きずり込むか知ち恵えを絞しぼっている状態なの」

「ずいぶん有名人になったな」

「彼女たちは裸はだかで逆さか立だちする男の映えい像ぞうを見たいわけじゃない。あくまで服ふく従じゆうさせる過程を求めている。その前ぜん戯ぎが長いほど感じ、イクときの快楽も大きい」

　神かん崎ざきの必死の抵てい抗こうは、彼女たちを丁てい寧ねいに愛あい撫ぶしているだけなのだ。

「なんにしろここから出るためには彼女たちとの交流が必要よ。だから、私の判断であなたが許きよ容ようできそうな部屋をセレクトしてあげた」

　神かん崎ざきは顔を上げた。それはリサの善意ではないだろう。エリート女子たちにせっつかれているのだ。先にしびれを切らしたのは、神かん崎ざきではなく彼女たちだった。前ぜん戯ぎを切り上げての本番を求めている。……だとしたらまだ勝負になる。

　通路を歩くリサが突き当たりの扉とびらを開けた。その部屋は一畳じようぐらいの狭いスペースに机と椅い子すが置いてある。そして机の上にはデスクトップのパソコンが置かれていた。

「パソコンがあるのか」

「もちろん閲えつ覧らん制限があるわよ。この監かん獄ごくにもパソコンがいくつかあって、専用のページにアクセスできる。あなたが作ったサイトみたいなものよ」

　つまりエリート女子とメッセージ交こう換かんできるということか。神かん崎ざきは机のパソコンを起き動どうさせた。パソコン画面にはソフトが一つだけ入っている。シンプルなコミュニケーションサイトのソフトだった。とにかくメッセージを飛ばして、相手が拾ってくれるのを待つしかない、という大おお雑ざつ把ぱなシステムだ。

「最初はこんにちは、でもいいからメッセージを飛ばしなさい。たまに返ってくるから。メッセージのやり取りが続いたりすればお金も手に入る。特定のキャラとの絆きずなが深まれば、自由度も上がるし相手のプロフィールも少しずつ判明する。女の子と対話して問題を解決なさい」

「男と女が話し合って問題が解決した例があるのか？」

「それでも、やるのよ」

　神かん崎ざきは椅い子すに座りパソコンと向かい合った。

　まずは簡単なメッセージを打ち込む。メッセージを渡す特定の相手が設定されていないので、打ち込んだメッセージは画面を飛んで消えていく。序じよ盤ばんは大量にメッセージを打つ、という方法しかない。

　神かん崎ざきは最初は意味をなさない単たん語ごの羅ら列れつを適当に飛ばした。しかし誰だれからも返信はない。文字を飛ばすだけでは駄だ目めだ。今度は『こんにちは』とメッセージを飛ばしてみる。しばらくすると受信アイコンが点てん滅めつした。『こんばんは、よ』と、そんなメッセージだった。

「なるほどな」

　監かん獄ごくのスポンサーの女子は、たまにこのサイトを閲えつ覧らんする。そして飛んでくるメッセージを気まぐれに拾って返信するというシステムだ。

　エリート女子になんの利点があるのか、神かん崎ざきは理解していた。彼女たちは地の底にいる男たちの悲ひ鳴めいが聞きたいのだ。神かん崎ざきの『こんにちは』というメッセージに返信があったが、今後はそんな言葉では返信はないだろう。

　つまり、返信欲しさに言葉がエスカレートしていく。単たん語ごではなく長い文章を打ち込み、それでもたまにしか返信がない。いや、たまに返信がある、というのがキーだ。たとえばスロットやパチンコなどのギャンブルは、たまに勝てるというシステムで中ちゆう毒どくにさせる。恋れん愛あいも同じで、いつも優しくするよりも、たまに優しくしたほうが相手を支配できるとの説もある。

　これは危険だ。現に神かん崎ざきはコミュニケーションに飢うえている。気づくと彼女たちに媚こびを売り、元に戻れないということもあり得る。そうした場合、学校への帰き還かんは遠のくだろう。

　だが、今の神かん崎ざきはこのサイトを利用するしかない。この時じ代だい遅おくれの古いサイトを……。

　学校の廃すたれたコミュニケーションサイトを再利用しているようだ。監かん獄ごくにいる男子たちのメッセージを浴びたいだけなので、この程度でいいのだろう。しかし、これは監かん獄ごくサークルが簡単なサイトも作れないという証しよう拠こだ。

　昔は別のサイトを使ってたのではないかと神かん崎ざきは予想した。だとしたら、そのサイトの形けい跡せきがどこかに残っているはずだ。もちろんその形けい跡せきを見つけても、そのサイトにアクセスすることは不可能だ。しかし条件さえ整えば……。

　神かん崎ざきは彼女たちにメッセージを送る裏で、パソコンの履り歴れきなどを調べていった。慎しん重ちように、少しずつ触しよく診しんするようにパソコンのデータを引き出していく。

　しばらくコンピューターを操そう作さし、神かん崎ざきはついに過去に使われたサイトの履り歴れきを発見した。そしてその中にはあれがあった。──アニマル村だ。

　廃すたれたアニマル村を過去に監かん獄ごくサークルが利用していた。その後、他のサークルの手に渡り、放ほう置ちされ、神かん崎ざきが買い取ったのだ。

　アニマル村は未いまだに神かん崎ざきが所有者だ。そして管理者としてのアクセスコードも持っている。神かん崎ざきはそれを使ってアニマル村にアクセスする……。

「ああ……」

　神かん崎ざきはクマのキャラクターとしてアニマル村に立っていた。他に誰だれもいない閑かん散さんとした村だったが、雑ざつ草そう一本生えていない綺き麗れいな場所だった。

「夕ゆう凪なぎ」

　神かん崎ざきは誰だれもいない村を見つめた。画面が滲にじんでいる。

　この村を見て自分の気持ちがわかった。もう一度会いたい。そして彼女に自分の気持ちを伝えたかった。ただそれだけだ……。

　村の住居はほとんど消えていた。誰だれも村にアクセスしていないのだ。それでも村には並なみ木き道みちが作られ、整備された果か樹じゆ園えん、公園などが設置されていた。ユーザーたちに快適に過ごしてもらおうとの努力の跡あとがうかがえる。

　公園を歩いていると中央に花か壇だんがあった。小さな花か壇だんには何も生えていない。立て看かん板ばんがあり『愛の花の花か壇だん』と書かれていた。

　神かん崎ざきはそれを見て笑った。胸が温あたたかくなる。監かん獄ごくに堕おちてから楽しい気分になったのは初めてだ。彼女の無む邪じや気きすぎる純じゆん真しんさが眩まぶしい……。

　所持品を見ると、クマは種たねを三つ持っていることがわかった。たぶんこれが愛の花の種たねだ。

　神かん崎ざきは思った。この花を育てて夕ゆう凪なにメッセージを伝えられないかと。愛の花はまだ一いつ般ぱん使用されていない。つまり花を咲かせられるのは神かん崎ざきだけなのだ。

　それは孤こ島とうからメッセージを瓶びんに詰めて投げるような、あてのない話だ……。

　神かん崎ざきは種たねを一つ花か壇だんに植えた。

　水をやって数時間で芽めが出た。肥ひ料りようとかはないのだろうか。愛の花は重要アイテムだ。肥ひ料りようや虫よけなど、課か金きん要素となり得る。

　神かん崎ざきは村のショップを回ったが、それらしきものは売っていない。情報収しゆう集しゆうをしようにも、村には住人さえもいないのだ。

　そして花か壇だんに戻った時には──芽めは枯かれていた。

　枯かれた花を前に啞あ然ぜんとする。目を離した隙すきに枯かれてしまった。どういうことだ？

　消えていく花を見て焦あせりが生まれる。あの夕ゆう凪なが作ったシステムだと高たかをくくっていたのかもしれない。そんな神かん崎ざきのおごりが花を枯からした。

　神かん崎ざきはしばらく迷い、二つ目の種たねを植えることにした。

　課か金きんは関係ない。考えてみれば夕ゆう凪なが愛の花を使って集金するはずがない。気持ちが大切なのだ。大だい事じにすれば必ず花は咲くはずだ。

　神かん崎ざきは水をやり、花か壇だんの雑ざつ草そうを抜く。公園に落ちたゴミを拾い、余った時間は花か壇だんの横で過ごした。この花を枯からすわけにはいかない。

　神かん崎ざきはその花を大切に大切に育てた。芽めは少しずつ大きくなり双ふた葉ばをつける。これはただのデータではない。あの時の夕ゆう凪なそのものなのだ。彼女を粗そ末まつに扱ったからこそ神かん崎ざきは闇やみに堕おちた。時間は戻らないが、それでもこの花を咲かせることができたなら……。

　そんな中、アニマル村に突とつ如じよ住人が出現した。

　リスやウサギなどのアニマルたち。夕ゆう凪なかと思ったがそんなわけがない。住人たちはエリートの女子たちだ。メッセージさえ送らない神かん崎ざきに焦じれて、ついにあちらから接せつ触しよくしてきたのだろう。

　彼女たちは公園などで遊んで、神かん崎ざきの注意を逸そらそうとしている。そんな住人が増えていき、アニマル村はまたも活気づいた。

「花か壇だんに入らないでくれ」

　神かん崎ざきはつい呟つぶやいてしまう。音声データが拾われ、クマがメッセージを発信する。神かん崎ざきの反応が彼女たちを楽しませたのか、アニマルたちの動きはさらに激しくなった。

　そんな中で神かん崎ざきは献けん身しん的に花を育てた。が、蕾つぼみまでつけた花はなかなか開かない。開かないどころか首をだらんと下げ始めた。

　そして神かん崎ざきの必死の世せ話わもむなしく、ついに花は枯かれた。

　神かん崎ざきは花か壇だんの横で立ち尽くす。枯かれた花を前に動けなかった。枯かれた花は単なるデータではなく、夕ゆう凪なの心を雑に扱ってしまったかのような罪ざい悪あく感かんがある。夕ゆう凪なにもう会えないのではないかという気持ちにさせられた。

　花か壇だんの横でクマのキャラクターが立っている。アニマル村に雨が降っても、濡ぬれたまま立ち尽くしていた。そのうちに花か壇だんの枯かれた花は土に返り消えてしまった。何がいけなかったのか。少し目を離した隙すきに、住人が花を傷いためつけたのだろうか。

『私たちは花か壇だんに入っていないよ』

『そんなひどいことはしない』

　花か壇だんに近寄ってきたウサギとネコが声をかけてきた。

　こいつらは噓うそを吐ついている。そして画面の向こうで笑っているのだ。そして優しい言葉をかけてこちらが食いつくのを待っている。目の前のパソコンを殴なぐりつけたい衝しよう動どうに駆かられたが必死に耐たえる。

『だから元気を出して』

「黙だまれ！」

　神かん崎ざきはついに腹に溜たまっていたものを吐はき出した。

「花を枯からしたのはお前たちだ。お前らは俺おれの失敗を願っている。それだったら、そう言えばいいだろうが」

　神かん崎ざきの怒ど号ごうに、アニマルたちの動きが止まった。

「神かん崎ざき」

　背中からリサの声が聞えた。神かん崎ざきは振り向かずに必死で呼吸を整える。

「あなたはもう脱だつ落らくするべきよ。そう、学校を辞やめるの。それしか監かん獄ごくから出る方法はない」

「……そんなことは、できない」

「彼女たちはあなたを見て楽しんでいるけど、ルールに反することはしてない。そして花が枯かれたのも悲しんでいる。だって、この世界に枯かれた花を見て喜ぶ女の子はいないのよ」

　神かん崎ざきのマウスを握る手が震えていた。

「そんなことすら判断がつかなくなってる。本当ならアニマル村へのアクセスは違反だけど、それさえも見み逃のがされているのは、彼女たちの優しさなのよ。あなたは闇やみに染まってすべてが闇やみに見えてる。たぶん、もう少しで精神が崩ほう壊かいする」

「一人にしてくれ」

　神かん崎ざきはテーブルに突っ伏した。リサは机に缶かんコーヒーを置いて出ていく。

　確かに自分はおかしくなっている。そんな人間が花を育てることなんてできやしない。そもそも自分はなんのためにここにいるのだ？

　暗い宇う宙ちゆうを漂ただよっている浮ふ遊ゆう感。狭い箱に閉じ込められたかのような圧あつ迫ぱく感。膨ぼう張ちようと圧あつ縮しゆくを繰り返し、神かん崎ざきの精神は金きん属ぞく疲ひ労ろうを起こして壊こわれていく……。

　──これはですね、愛の花なんです。すぐに枯かれちゃうけど、大切に育てると綺き麗れいな花を咲かせます。

　夕ゆう凪なの声が聞こえたような気がした。また馬ば鹿かなことを言っていると聞き流していたが、花の育て方は彼女が口にしていた。

　──育てるには『愛してる』とか『綺き麗れいだね』って優やさしい言葉をかけなきゃいけないんです。そして好きな人にこの花を渡します。データなので香かおりはしないけど、今までかけた言葉が散るんです。他にも村でプラスの活動や言げん動どうをするなど……。

　花を枯からしたのは自分だったのではないか？　ずっとピリピリと花を監かん視しし、アニマルたちを警けい戒かいした。それで花が咲くはずがない。

　……残りの瓶びんは一つ。

　神かん崎ざきはコーヒーを飲んで息を吐はく。自分に残された時間は少ない。この闇やみの中では異常こそが正常なのだ。エリート女子に屈くつし靴くつを舐なめる姿すがたこそ正しい。だが、それでは絶対に夕ゆう凪なが作った花は咲かない。

　神かん崎ざきは最後の種たねを植えた。

　公園を掃そう除じし、水をやって芽めが出るのを待つ。

「悪かった。花を枯からしたのは俺おれだ。それだけは伝えておく」

　神かん崎ざきは遠巻きに見つめるアニマルたちに声をかけた。そして花か壇だんに向き直る。

　──育てるには『愛してる』とか『綺き麗れいだね』って言葉をかけなきゃいけないんです。

　何を考えてるんだ、という言葉を飲み込む。花にはプラスの言葉をかけてやらねばならない。

「綺き麗れいに育つんだぞ」

　神かん崎ざきは花に声をかけてから歯を食いしばった。なんて時じ代だい遅おくれのやり方だ。モニターに声をかける人間の気持ちを考えていない。それでも神かん崎ざきは羞しゆう恥ちに必死で耐たえる。

　そのうち、花か壇だんに芽めが出た。

「よくやった」「可愛かわいいぞ」「愛してる」

　神かん崎ざきは悶もん絶ぜつしながらもそんな言葉を口にする。愛の花製作者は馬ば鹿かなのか？　まるで拷ごう問もんだ。言葉を発するたびに、全身に鳥とり肌はだが立ち、胸がねじれる感覚に襲おそわれる。

　だが、明らかに愛の花の成長は違った。花はプラスの言葉を養分に成長している。

『頑がん張ばれ』

　アニマルたちが花か壇だんに近づき声をかけている。プラスの声をかけるというルールを理解し始めたようだ。公園に様々な言葉が満ちていく。中には『枯かれなさい』『汚きたない花』などとマイナスのワードも出現した。前回の神かん崎ざきの態たい度どを許してない女子もいるのだ。それでも神かん崎ざきはそのワードに反応せず、ただ綺き麗れいな言葉を与え続けた。

「花を咲かせるのを手伝ってほしい。俺おれだけの力じゃ無む理りなんだ」

　神かん崎ざきは素す直なおにアニマルたちに頭を下げた。自分の口からスムーズに言葉が出るようになっていた。出力がスムーズになり、さらにその言葉が自らにフィードバックされていく。

「大だい丈じよう夫ぶだ、安心して花を咲かせてくれ。俺おれは公園を綺き麗れいにして待っている」

　時間が経たち、神かん崎ざきはモニターに話しかけることに照れがなくなっていた。いつの間にか公園内のマイナスの言葉は消えていた。アニマルたちは率そつ先せんしてゴミを拾い雑ざつ草そうを抜き、花に優しい言葉をかける。プラスの言葉にマイナスの言葉は駆く逐ちくされたのだ。

　単なる文字ではなかった。明らかにモニターにはプラスの感情が満ちている。言葉は物質だ。体内で作られ世界に放出される形あるもの。尖とがった言葉は相手を傷つけ、さらには自分に跳はね返る。しかし丸みのある形を投げれば、受け取った相手からも綺き麗れいな形が返ってくる。

　優しい言葉のスパイラル。そんな言葉を浴びて愛の花は成長していく……。

　ついに花は蕾つぼみをつけた。

　神かん崎ざきはアニマルたちと花が開くのを公園で待っていた。

「この真っ暗な地下で君は色を教えてくれた。ブラウンの瞳ひとみはどこか儚はかなげ、リップもネイルも毎日塗ぬっていた。声はくすぐったいほど心地ここちいい振しん動どうで、色っぽさをアピールしつつ下着はチュチュ・アンナ」

「やめて、やめて、そういうのいいから」

「本当は優しい子だって知っている。リサは綺き麗れいな心と慈じ愛あいを持っている女の子なんだ」

「やめろよお……」

　リサは目に涙を浮かべ、必死で耳を塞ふさいでいる。

　耐たえる必要などなかったのだ。目の前の女の子にも言葉を与え、彼女もそして自らも浄じよう化かする。体内で淀よどんでいた感情は清流となった。

「だから、リサも花に言葉を与えてやってくれ」

「わかった、わかったからあ。私も綺き麗れいに咲いてくれるのを待ってるからぁ」

　リサは吐と息いきを乱しながら声を絞しぼり出す。一いつ緒しよにモニターを見ていたのだ。

「なんていうか、私たちはおかしくなってる。平然とベタな言葉を聞くのが当然のようになって、妙みような気分になった。でも、それはあなたに負けたんじゃなく、花に負けたのよ。この花を作った人間の純じゆん真しんさに負けた」

　監かん獄ごくサークルのスポンサーたちは、安全圏けんから囚しゆう人じんに手を出してきた。しかし、愛の花によって引きずり込まれてしまった。

「もうすぐ咲く」

　アニマル村の夜が明ける。朝日を浴びて花が開くはずだ。その蕾つぼみは沢たく山さんの愛の言葉を聞いて、限界まで膨ふくらんでいる。必ず開いてくれるはずだ……。

　アニマル村の空が明るくなってきた。神かん崎ざきは目を閉じ彼女の言葉を思い出す。

　──言葉は単なる空気の振しん動どうでも記号の組み合わせでもありません。その言葉自体に感情とエネルギーがあるのです。優しい言葉を受け取った人間は幸せになります。プラスの情報がその人の心を浄じよう化かするからです。感情がスムーズに流れるようになり、その人間の口からは優しい情報が吐はき出されます。いつか世界には優しい言葉が満ちるのです……。

　目を開けると赤い色が見えた。愛の花が開いたのだ。

　神かん崎ざきとリサ、そしてアニマルたちはその花に見とれた。その花は単なる赤ではない。美しく優しい言葉の結けつ晶しよう体たいだ。

　愛の花は花はな束たばとなってクマの両手に抱えられている。

　神かん崎ざきとリサは見つめ合い笑った。胸の中が温あたたかく幸せな気分で満たされる……。

『私にちょうだい』

『こっちに』

　アニマルたちが騒さわぎ出した。公園で開花を見つめていた彼女たちが我に返ったのだ。

『私が夕ゆう凪なです。花をください』

　そう言ったのはフェレットだった。

『夕ゆう凪なは私です』

　背後のコーギーが言う。この愛の花はプレゼントをすることで完結するアイテムなのだ。そして、エリート女子たちは最後のトラップを仕し掛かけてきた。公園のアニマルたち数十匹ぴきが口々に夕ゆう凪なであると主張している。すでに彼女たちは神かん崎ざきの情報を調べ、この花を夕ゆう凪なのために育てたと知っている。

　ここまで協力したのは、最後に神かん崎ざきの希望をへし折るためだ。だからこそ彼女たちは今まで見守ってきた。確かにここで失敗すれば、神かん崎ざきは完全に折れる。その場に突っ伏したまま学校から去るか、他の囚しゆう人じんと同じように四よつん這ばいで靴くつを舐なめるようになる。

「この中に夕ゆう凪なぎはいるのか？」

　神かん崎ざきはどっと汗あせをかいた。……可能性はある。住人としてここに様よう子すを見に来ていることは十分にあり得る。

「彼女に渡せば、真実の愛を証しよう明めいできるかもしれないわよ」リサが言った。「だって、これほどに彼女たちの心を動かした。認めないわけにはいかない」

　夕ゆう凪なを探せば監かん獄ごくからの帰き還かんが果たせるかもしれない。しかし、夕ゆう凪なはどこにいる。

　彼女は住人としてアニマル村に入ったことはなかった。神かん崎ざきのようなやらせを嫌きらったからだ。しかし、アニマル村の異い変へんを察さつ知ちすれば、かならず様よう子すを見に来るはずだ。

　誰だれだ、どこにいる……。

『私よ』

『私です……』

　言葉だけじゃわからない。この中から夕ゆう凪なを探すことは不可能だ……。

「適当に渡してみるのもいいかもしれない。たぶんエリート女子なのだけど、それでも、彼女に引き上げてもらえるかもしれない」

　リサが耳打ちする。

「神かん崎ざきを迷わせて遊んでいる理由もある。でも私にはわかる。彼女たちは本当に花を欲しがっている」

「この世界に花を贈おくられて喜ばない女はいないから？」

「それは間違った言葉よ。生せい花かって水切りとか、枯かれた後の処しよ理りとか面めん倒どうで、意い外がいにうれしくないのよね。でも、この花には愛が込められている」

　データの花を欲している。

「あなたを支配しようとして逆に引き込まれている。モニター越しにあなたの愛の囁ささやきを聞き続けているうちにはまってしまったのよ。彼女たちは囚しゆう人じんの心を支配することは得意だったが故ゆえに、自分の無防備さに気づいていなかった」

　精神科医が患かん者じやに引っ張られるように精神をおかしくすることはよくあるらしい。詐さ欺ぎを働こうとしている人間が騙だまされる例も多い。剣けんを持っている人間は、自分が刺さされるという想そう像ぞうをしないのだ。

　──だがそれは神かん崎ざきの力ではない。モニターを見ているすべての人間を引き込んだのは、夕ゆう凪なの純じゆん真しんさだ。

「神かん崎ざき、あなたはこの監かん獄ごくでも光を放った。価か値ちのある男だと彼女たちは認めている。──だから誰だれでもいい」

「違う」

　神かん崎ざきは首を振った。この花は夕ゆう凪なのために育てたのだ。彼女以外には受け取ってはいけない。そして神かん崎ざきは必ずこの花はな束たばを彼女に渡さねばならない。

「俺おれにはわかる」

　神かん崎ざきはアニマルたちに囲まれながら公園を歩く。この地下でアニマル村にアクセスしたとき、村にはゴミ一つ落ちていなかった。神かん崎ざきが地下に堕おちてからも、彼女はアニマル村を守っていたのだ。その理由は神かん崎ざきを待っているからだ。二人で始めたサークルを崩ほう壊かいさせないとの意い思し表ひよう示じだ。

　神かん崎ざきは公園から出ると、花はな束たばを抱えたまま村を歩く。アニマルたちがついてきたが、振り返らずに進んだ。目め指ざしたのはクマの家だ。

「夕ゆう凪なぎは言葉の改変も嫌きらうほど純じゆん真しんだった。たぶん、住人としてこの村に介かい入にゆうすることも嫌きらっただろう。だとしたら彼女が操そう作さするアニマルは一つ」

　彼女はクマ以外のキャラクターを使わない。今はアカウントを神かん崎ざきが使っているためログインできないが、次に夕ゆう凪なが村に入るときも……。

　神かん崎ざきはクマの家に入った。テーブルが一つだけ置かれたシンプルな室内だ。

「ここで精神を保てたのは夕ゆう凪なぎのおかげだよ」

　きっと自分はうまく言葉を使えていなかった。打算と計けい略りやくで生みだされた言葉を吐はき続け、いつの間にか自らも汚お染せんされていた。そんな神かん崎ざきに正しく優しい言葉を与え、話し方を教えてくれたのは夕ゆう凪なだ。もしも、もう一度彼女と話すことができたなら、今度こそ……。

　神かん崎ざきはテーブルに花はな束たばを置いた。

　そしてログアウト。パソコンの電でん源げんを切ると、モニターからアニマル村が消えた。

　黒い画面に映る自分の顔は、思ったよりも穏おだやかだった。
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　神かん崎ざきはまだ地上への帰き還かんを果たせずにいた。しかし、不ふ衛えい生せいで薄うす暗ぐらい監かん獄ごくとは違う場所にいた。空調の管理された塵ちり一つ落ちていない空間だった。

「さすが先せん輩ぱいです。これほどの短期間で脱だつ出しゆつするとは」

　青あお山やま亜あ衣いが言った。廊ろう下かの休きゆう憩けいスペースで彼女との再会を果たしていた。

「脱だつ出しゆつなのか？」

　神かん崎ざきは彼女から缶かんコーヒーを受け取った。なんだか病院のようなイメージの場所だ。監かん獄ごくから出された神かん崎ざきは、地下通路を経けい由ゆしここまで移動してきたのだ。

「監かん獄ごくからの帰き還かん条件は曖あい昧まいでしてね、スポンサーの意見が分かれているようです」

　監かん獄ごくのスポンサーとはエリート女子たちのことだ。短い期間だったが、彼女たちと接せつ触しよくをした。あの場所は彼女たちの闇やみが凝ぎよう縮しゆくされていた。

「スポンサーたちはもう少し先せん輩ぱいを閉じ込めておきたかったようですよ。でも、監かん獄ごくサークルの独断で解放が決まりました。正しい判断ですね。先せん輩ぱいを監かん獄ごくに置いておくには、少し刺し激げきが強すぎます」

「亜あ衣いも見ていたのか？」

「監かん獄ごくサークルとも提てい携けいしてますからね。先せん輩ぱいは闇やみの中でも理性と自じ尊そん心しんを失いませんでした」

　アニマル村にもアクセスしていたのだろう。しかし彼女は神かん崎ざきに手を差し伸べることはなかった。彼女は冷れい酷こくすぎるほどにフェアな人間だ。

「夕ゆう凪なぎはどうしてる？」

　少し間が空あいてから、亜あ衣いは答えた。

「地下にいる人間に地上の情報を流すことはできません」

　まだ神かん崎ざきは地下にいる、ということなのだ。ではどうすれば地上に戻れるのか。

「ベイスターズはどうなってる？」

「それは聞かなくてもわかるでしょう。それで本題ですが、先せん輩ぱいには仕事をしていただこうとのことになりました。この地下はちょっとしたラボになっておりまして、学校の生徒たちも研究にかかわっています」

　ここは地下の研究施し設せつなのだ。

「美しく可愛かわいらしく頭ず脳のう明めい晰せき。感情のコントロールにも長たけて心も純じゆん真しん。先せん輩ぱいはそんな存在をご存ぞん知じですか？」

「……亜あ衣いとか」

「惜おしい。答えはアンドロイドです」

「人工知ち能のう系けいのラボか」

　この学校にもそれ系けい統とうの学部がある。ハードからソフトまで人工知ち能のうの研究は盛んだ。それらの研究は様々な会社にも利用されている。学校のエリートたちと通じて莫ばく大だいな資金が流入している花形の学部だ。

「エリートの親は大だい企き業ぎようのお偉えらいさんが多いからな」

「ですから、貸しを作って相そう殺さいしようということです」

　つまり仕事をしろということだ。亜あ衣いが歩きだしたので神かん崎ざきも続く。

「仕事内容は簡単です。モニターをやるだけですから。でも、安全確かく認にんもされておらずどうなるかはわかりません。そのようなモニターをエリートがやるわけにいきませんし、緊きん急きゆう時じに対応できる頭ず脳のうと度ど胸きようが必要です」

「内容は？」

「もちろん恋れん愛あいです。先せん輩ぱいのサークルのコンセプトは『恋れん愛あいを解決します』ですからね」

　まだ神かん崎ざきと夕ゆう凪なの占うらないサークルは存続しているということだ。

「アンドロイドを使った婚こん活かつがあるのを知っていますか？　男性は気軽にアンドロイドと交流し、どんな性格の女性と合うのかデータを取ります。どんな男性もアンドロイドなら気軽に接することができますからね」

　ＡＩを搭とう載さいしたアンドロイドは、まだ一いつ般ぱん化されていないが、様々な分野での活かつ躍やくが期待されている。

「知ち能のう、つまりソフトに対して、ボディのようなハードの研究が遅れているんです。実際は人工知ち能のうは人間的なふるまいは可能です」

　人工知ち能のう分野のソフト面はすでにブレイクスルーを迎えている。完全情報ゲームとされる囲い碁ごや将しよう棋ぎ。それらは人工知ち能のうの育成や学習の教材の一つとされ、プロ棋き士しに勝つことが目もく標ひようとされた時代もあったが、すでにその決けつ着ちやくはついてしまった。囲い碁ごでは２０１６年に『AlphaGo』が世界トップレベルの棋き士しを、将しよう棋ぎ界においてはその三年前、『ＧＰＳ将しよう棋ぎ』にＡ級棋き士しが敗はい北ぼくを喫きつしている。

「将しよう棋ぎや囲い碁ごにおけるＡＩの思し考こうルーチンは樹じゆ形けい図ずです。パターンをしらみつぶしに探します。そのルーチンは日常会話にも応用され、相手が何を言い、どんな返答を求めているか、超ちよう高速でしらみつぶしに検けん索さくするのです。すでに人間と同じ会話ができますよ」

「対してボディか。人間のボディに知ち能のうを押し込めることが難しいんだな」

「このボディが私だ、という認にん識しきが難しいのです」

　亜あ衣いが立ち止まる。目の前には重じゆう厚こうな扉とびらがあった。

「他にも問題があり、この学校の人工知ち能のう研究において対立が激しいのです、お互いが権利を主張していますからね。プライベート確保しろとか、監かん視しカメラの廃はい止しなど」

「対立なんてどこにでもある話だ」

「人間と人工知ち能のうの対立ですがね」

　神かん崎ざきは啞あ然ぜんとする。権利を主張する人工知ち能のうだと？　すでにソフト面はそんな段階まできているのか。

「今回のモニターも、テストプレイをする人間は一人だけだと、ＡＩ側からの条件がつけられたのです。その間はカメラも使えません。後のデータだけ提出があるとのことです」

「待て、待て」

「ちなみに内容はカップリングゲームです。複数のアンドロイドの中から先せん輩ぱいの好みを選ぶというだけです。アンドロイドと交流していい関係になる。シンプルな話です」

「一応聞くけど、危険はあるのか？」

「この世界に恋れん愛あい以上に危険なものはありますか？」

「これは恋れん愛あいのシミュレーションだろ？」

「アンドロイドとの触れ合いにて、怪け我がをした生徒も実際にはいます。また行方ゆくえ不明者も」

　高度な知ち能のうと粗そ雑ざつなボディ。アンドロイドはまだ未知の領りよう域いきだ。

「行方ゆくえ不明者は生徒会か？」

　大きな事故を隠いん蔽ぺいするために、生徒会が名めい簿ぼをいじったのだろう。しかし、亜あ衣いは珍めずらしく深しん刻こくな表情を浮かべた。

「わからないのです。もしかしたら人工知ち能のうたちが隠いん蔽ぺい工作をしている可能性もあると。ですから気をつけて」

　背中に冷たい汗あせが流れた。

「今回のモニターも、ＡＩ側のお許しを得てやることになったのです。ですから、あちらのご機き嫌げんを損そこねないようにとの伝でん言ごんです」

　神かん崎ざきは大きな扉とびらを見つめた。この向こう側はＡＩの領りよう域いきらしい。そして彼女たち（基本的にＡＩは雌めすであるらしい）の許可なく人間は入れないと。

「アンドロイドの大敵は情報です」

　亜あ衣いは神かん崎ざきの缶かんコーヒーを回かい収しゆうする。無む駄だな物は持ち込んではいけないということだ。神かん崎ざきの手に持っているものは何であるか、という確かく認にん作業もメモリーを使うのだ。亜あ衣いがボタンを押すと、ガタンとロックが解除される音が響ひびいた。

「オーケー、次に亜あ衣いと会うときは、俺おれはアンドロイドの恋こい人びとだ」

「深入りして火傷やけどをなさらないように」
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　ドシンと扉とびらが閉まった。

　神かん崎ざきは円形プレートの上に乗っていた。プレートはまるで電子レンジのように回転している。周囲のカメラで神かん崎ざきの情報を取り込んでいるのだ。

　プレートが止まり目の前の自動ドアが開く。ドアの向こうは広いホールとなっていた。

「うわ……」

　ホールに入った神かん崎ざきは目を見張った。円形のホールの天てん井じようはドーム状になっており、中央に台だい座ざがある。そしてその台だい座ざを囲むように大おお勢ぜいの女性が立っていた。彼女たちの視線は神かん崎ざきに注そそがれている。

　ひんやりとした風が神かん崎ざきを包む。やっと神かん崎ざきは、彼女たちがアンドロイドであることに気づいた。宝石のような瞳ひとみと光こう沢たくのある肌はだ以外は完全に人間だった。ハード面は遅れているというが、すでに人間の女性をここまで再現できている。

　さらに彼女たちの服ふく装そうも様々で、セーラー服からセーターなどの私服、ナースや警察官などの制せい服ふく姿すがたまでいる。彼女たちはこちらを警けい戒かいしている雰ふん囲い気きがあった。神かん崎ざきは彼女たちにとって、外部から持ち込まれた情報の異い物ぶつなのだ。

「神かん崎ざき京きよう一いちさんですね」

　集団の中から一人の女性が進み出た。真っ白なワンピース姿すがたで、長い銀ぎん髪ぱつを結んで垂たらしている。少女のように見えるが大人おとなの女性のようでもある。

「神かん崎ざきです。ラボのモニターとして入場しました」

「存じております。神かん崎ざきさんにやっていただくのは、私たちアンドロイドとの交流です」

　彼女の声のトーンも人間に近い。

「俺おれはどうすればいい？」

「ご自由にしてください。そしてこの百人の中から恋こい人びとを選ぶのです」

「百人」

　神かん崎ざきは目を見張った。このホールには百人ものアンドロイドがいるのだ。それに対して人間は神かん崎ざきただ一人。

「私はガイドなどのフォローをさせていただきますので、残りの九十九人からお選びいただくのがよろしいかと思います」

「名前は？」

「アクアと呼んでください」

　アクアの口こう角かくが上がった。笑顔も作れるようだ。彼女はホールの中央を指さす。

「恋こい人びとが決まったら、あの台だい座ざの上でキスをします。そうすれば出口の扉とびらが開き、仕事が終わりということです」

　円柱の台だい座ざはくりぬかれており、金色のベルが設置されている。

「出口はあの扉とびらです。いくつかの扉とびらで区切られておりますが、直接外に出られます」

　この仕事が終われば地上への帰き還かんを果たせるのだ。

「アンドロイドとキスをすればいいんだな」

「アンドロイドにも人権がありますので強ごう引いんな手法はいけません。仲良くなり、あくまで恋こい人びととしてキスをせねばなりません。台だい座ざの鐘かねが鳴れば成功ということです」

　神かん崎ざきはこのゲームのシステムを理解した。アンドロイドとの交流により、好感度などが数値化されるのだ。一定以上の数値になると恋こい人びとになることもできる。しかし、現在のアンドロイドたちは遠巻きにこちらを窺うかがっている。

「彼女たちはボディ越しの人間との交流がほとんどありませんから、緊きん張ちようしているのです」

「君は？」

「それなりに経験豊富ですよ」

　アクアがにこりと笑った。シミュレーションであり危険も少なそうだ。だとしたらまず行動だ。思し考こうしている間もアンドロイドたちからの視線を感じる。アンドロイドだからといって遠えん慮りよすることはない。コミュニケーションも彼女たちの学習の一部なのだ。

「名前を教えてくれるかな」

　まずは一人に近づき声をかける。金きん髪ぱつの、たとえるなら可愛かわいらしい系けいの女の子だ。

「ロンドです」

　人工音声だが声は微び妙みようにアクアと違う。見つめているとロンドが瞳ひとみを瞬またたく。一つ一つの動きが微び妙みように人間と違い違い和わ感かんを覚えてしまう。

　さらに横のアンドロイド、その横のアンドロイドの名前を聞く。神かん崎ざきは二十人を超えたあたりでそれをやめた。スマホはおろかメモ帳の類たぐいも持ち込めていない。百人の名前を憶おぼえることは不可能だ。

「多すぎだろ」

「様々な性格バリエーションを用意しているため、この数になりました。でも、神かん崎ざきさんなら大だい丈じよう夫ぶですよ」

　横に立っていたアクアが、まるで神かん崎ざきを知っているかのように言う。パソコンなどがあれば少しは違ったかもしれない。情報整理は神かん崎ざきの得意分野だ。

「でも、驚いたよ。アンドロイドがここまで人間っぽく行動できるんだね」

　神かん崎ざきは目の前のアンドロイドに話しかけた。

「アンヌです」と自己紹しよう介かいをして続ける。「私たちは外では活動できません。このラボの中はマザーコンピューターですべての情報を管理しているからです。私たちは、マザーと通信しつつ活動していくことになります」

「外に出られないのか？」

「外は情報が多すぎます。私たちは、どこが地面でどこが壁であるか思し考こうするだけですべてのメモリーを使うでしょう。さらに外の情報は常に変わるため、私たちは動けないどころか、頭ず脳のうがショートして失われてしまう危険もあります」

　外の世界は情報が多すぎるのだ。ラボの中はこれが床でこれが壁、これは別のアンドロイドとマザーコンピューターが情報を管理する。そしてアンドロイドはマザーと通信することで、やっと行動できるようになる。

「もしかしたら、俺おれは君たちにとってストレスなのかな」

　アンドロイドと違い、常に状態を変化させる情報の塊かたまりだ。

「そんなことありません」

　アンドロイドたちが声を上げた。

「私たちはあなたの恋こい人びとになるように努力いたします」

　アンドロイドたちは真まっ直すぐな視線を向けてくる。このゲームは神かん崎ざきの好みの女の子のタイプを知るためのものだ。その手伝いをするために彼女たちはいる。アンドロイドは神かん崎ざきに好意を持っているわけではないが、目的に純じゆん真しんだ。それはコンピューターならではのものであり、そんな彼女たちに報むくいるために、神かん崎ざきも気をつけて行動しなければならない。

「わかった。俺おれも頑がん張ばるから、とりあえず普ふ通つうに過ごしてくれないか」

　ずっと直立していられるのがつらかった。

「自然というのはなんでしょう」

「たとえば、アンドロイド同士で交流したりとかさ……」

　アンドロイドたちは、理解できずに神かん崎ざきをじっと見つめている。

「このゲームはたとえるなら、俺おれに適合する情報を探すシステムだ。そのためにはある程度、情報を動かさなきゃいけない。人間が他人を気になるきっかけは様々で、ちょっとした仕し草ぐさとか表情とか、たとえば歩き方で好きになることだってある」

　顔を見合わせているアンドロイドたちに、アクアが呼びかけた。

「それでは今からランダム性を持って行動してください。ボティに慣れるためのトレーニングの延長だと考えてください」

　アンドロイドたちがホールに散っていく。扉とびらからボールなどの遊具を取り出して、遊ぶアンドロイドも現れた。それを見て神かん崎ざきは少しだけ安あん堵どした。ずっと二百の瞳ひとみに見つめられる緊きん張ちよう感かんは大きかった。

「なかなかアンドロイドの扱いがうまいですね。初めてとは思えないですよ」

「情報管理なら、この学校でナンバーワンだからな」

「存じております」と、アクアがうなずく。

　思ったよりも悪い気分ではなかった。焦あせりはあるが、これをクリアすれば地上に戻れると決まっている。それよりも百人のアンドロイドとの交流、という要素が好こう奇き心しんを刺し激げきした。

「もちろんトイレもありますし、仮か眠みんもできる休きゆう憩けいスペースもあります。そして外部の人間の監かん視しもありませんのでくつろいでください」

　外部からの監かん視しがない、という事実はありがたかった。監かん獄ごくの監かん視しカメラは無視しようとしても神かん崎ざきにストレスを与え、そのダメージが蓄ちく積せきされていた。

　神かん崎ざきはホールの椅い子すに座って、アンドロイドたちの行動を観察することにした。百体のアンドロイドはランダム性を持ちながらも規き律りつ正しい行動をしている。学校の女の子のように立ち話をするグループ、ボール投げをするペア、歌を歌ったり充じゆう電でんしたり、さらにぽつんと椅い子すに座っている孤こ独どくなアンドロイドもいた。

　さらによく観察すると、それぞれのボディには違いがあることがわかった。髪かみの色や容よう姿しもそうだが、身長やバストの大きさまでも差がある。

「どうぞ」

　いったんどこかに行ったアクアが差し出したのは缶かんコーヒーだった。

「いいのか、ここで飲んで？」

　外からの持ち込みは禁止されていた。

「このコーヒーは元々管理下に置いている情報ですからね」

　神かん崎ざきはコーヒーを飲んで一ひと息いきつく。それは神かん崎ざきが一番好きないつものコーヒーだった。コーヒーを飲みながら彼女たちを見ていると、なんだか学校に戻ったかのようだ。おそらく彼女たちの行動は、学校の女子たちを参考にしている。人間らしく振る舞うために、学校で得たデータを活用しているのだ。

　神かん崎ざきは立ち上がると、ベンチに座って雑ざつ誌しを読んでいるアンドロイドに近づいた。彼女の手にはスポーツ雑ざつ誌しが握られており、保ほ湿しつシリコンの指先で器き用ようにページをめくっている。

「いいかな」と、隣となりに座ってから彼女に聞く。「俺おれのベイスターズの最近の調子は？」

　彼女は雑ざつ誌しをたたんで、瞬まばたきを数回してから微笑ほほえむ。

「残念ですが連敗中です。すでにペナントレースは諦あきらめ、若手育成に方針転てん換かんしたようです」

「交流戦は調子が良かったのにな」

「私もベイスターズファンですが、なんだかこの位置が落ち着きます。ちなみに明日あしたと明後日あさつては雨で中止になりそうです。負けずにすみそうですね」

　神かん崎ざきは流ちょうな彼女の会話に驚いた。パソコンでワードを打ち込んでの交流では、細かいやり取りができることは知っていた。しかし、目の前の彼女はまるで人間のようだ。

「マザーがフォローしているからですよ」

　神かん崎ざきの疑問にアクアが答える。

「神かん崎ざきさんの会話のイントネーションをリアルタイムで収しゆう集しゆうと解かい析せきをしています。まず、神かん崎ざきさんが野球雑ざつ誌しに視線をやってから話しかけました。ベイスターズという単たん語ごは、野球のチーム、ソフトボールチーム、学内のカバディチームなどの名めい称しようですが、事前の情報から野球チームについて会話している、そして調子は、というあいまいな語ご尾びですが、表情や事前の言葉のセレクトから、疑問なのだとマザーが判断を下したのです」

　そしてマザーから情報がフィードバックされ、彼女は神かん崎ざきと会話を行ったのだ。アンドロイドとマザーは常に繫つながっており、情報を強化していくことになる。

「ちなみにマザーには心しん理り分ぶん析せき機き能のうがついており、神かん崎ざきさんがペナントレースをすでに諦あきらめていると判断したようです。そのために共感や慰なぐさめの言葉が続いています」

「彼女がベイスターズファンなのは本当か？」

「どうでしょうね。でも、気になる男子の前では女の子は噓うそを吐つきますから」

　野球雑ざつ誌しを読む彼女を見ると、気まずそうに視線を逸そらした。そんな仕し草ぐさまで人間を模も倣ほうしている。

「とにかく会話を積極的に行うことです。そうすれば神かん崎ざきさんのデータが貯ちよ蓄ちくされ、彼女たちとの会話もスムーズになっていきます」

「ここには百人いるけど、マザーと交流しているようなものじゃないか？」

「いいえ」アクアは首を振る。「マザーはあくまで情報管理です。その情報を利用して、私たちは活動するだけです。百人とも個別に育てられた知ち能のうで個性がありますよ」

「個性ね」

　神かん崎ざきはその後、彼女たちと積極的に交流した。百人の女の子と過ごせばいいだけのシステムだ。危険などはまったくなく、彼女たちとの触れ合いは神かん崎ざきの知ち識しき欲よくと好こう奇き心しんを刺し激げきした。そして時間が経過する……。







　ロッキングチェアが置かれた仮か眠みん室から出ると、缶かんコーヒーが差し出された。

「ありがとう……ん？」

　アクアではなかった。コーヒーを持って微笑ほほえむ彼女は、確かロンドという名前だった。ロンドは神かん崎ざきにコーヒーを渡すと、小さく頭を下げて走り去っていく。

「少しずつ好感度が上がっているのでしょう。このシミュレーションには、アンドロイド側からアクションを起こしてはいけないとのルールがあります。しかし先ほどの神かん崎ざきさんは、無む意い識しきにコーヒーを飲みたいという仕し草ぐさをしました。その小さなきっかけをロンドは見み逃のがさなかったのです」

　壁かべ際ぎわに立つアクアが説明してくれる。

「このゲームは神かん崎ざきさんのカップリングであると彼女たちは知っています。当然ながら勝ちたいという欲求もあります。勝利は知ち能のうの基本的欲求ですから」

　人工知ち能のうにはまず生存欲求を組み込むと聞いたことがある。すべての生命が持っている生き残りたいという欲求だ。それは勝つことと同義である。人間だって恋れん愛あいというレースに勝利しなければ、自分の血けつ統とうを残せない。

　つまり神かん崎ざきが積極的に動かなくとも、恋こい人びと候こう補ほは絞しぼられていくということだ。彼女たちに対する神かん崎ざきの情報もストックされていく。おそらく気が合うアンドロイドがピックアップされ、最終的にその中から選せん択たくすることになる。

　そしてキスをすれば出口の扉とびらが開く。

「キスか……」

　最初は何も感じなかったが、今は少しだけ気き後おくれする。最初は彼女たちをロボットだと思っていたが今は違う。彼女たちは明らかに自じ我がを持った生命だった。

　ホールを歩き交流を繰り返していると、神かん崎ざきはあることに気づいた。なんだかホールにアンドロイドの偏かたよりが出てきたのだ。集団が編へん成せいされ始めた。

　よく見ると、彼女たちは大きく四つに分かれていた。序じよ盤ばんはランダムに散っていたが、今はホールの四し方ほうにグループが形成されている。

　どういうことだ？　やはりアンドロイド同士でも気の合う合わないがあるのだろうか。確かにそう考えてみると、グループは似た雰ふん囲い気きで構こう成せいされているような……。

　さらに時間が経過し、彼女たちのグループははっきりと四つに分かれた。

　しばらく迷ったが、神かん崎ざきはアクアへと歩み寄った。ガイド役の彼女は壁かべ際ぎわに立って様よう子すを見守っている。

「なあ、あの状じよう況きようはどういうことだ？」

　神かん崎ざきは四つのグループを指さす。

「神かん崎ざきさんの情報が解かい析せきされていったということですね。神かん崎ざきさんはすでにほとんどの女の子と交流しています。会話の回数、その時の態たい度どや表情、視線の場所、などが詳しよう細さいに整理されており……すでに好みの女の子が判明しています」

「そうなのか」

　自分では気づかなかったことだ。まだ特定の女の子と仲良くなった気はしない。

「基本的にこの四人ですね」

　アクアがタブレットを神かん崎ざきに見せた。

　そこには四人の名前が表ひよう示じされている。ロンド、アイオワ、ジェシカ、ソフィア。

　名前と顔はすぐに一いつ致ちする。言われてみれば、確かに彼女たちとの会話は多い気がする。

「会話の多さと密みつ度ど、彼女たちと対面したときの表情、体温の上じよう昇しようなどから判断されたようです。会話内容はプライベートな内容にも踏み込んでいます」

　すごいシステムだった。ただ動き回っていただけでここまで情報が整理されるのだ。

「そうか」

　神かん崎ざきは四つのグループを振り返る。四つの集団に分かれたのではない。神かん崎ざきの好感度が高いとされる四人がいるだけなのだ。その四人を中心に集団ができている。

「さすが理解が早いですね」

「よくある戦せん略りやくだ。強い個体について餌えさのおこぼれを貰もらう」

　神かん崎ざきはロンドとの会話が多い。そしてその流れで近くにいるアンドロイドにも話しかける。つまり、ロンドの近くにいるとおこぼれを貰もらえるのだ。このホールのアンドロイドたちは、恋れん愛あいという要素を求めている。神かん崎ざきの情報や行動を取りあっているのだ。

「だけどわからないことがある。四つの集団に分かれた法ほう則そくだ」

　ロンドの近くにいるアンドロイドは、どうしてロンドを選んだのか。ジェシカやソフィアでなかった理由は？

　ちらりとアクアを見ると、彼女はタブレットを操そう作さした。

「こういうことです」







ロンド　　　可愛かわいい

アイオワ　　巨きよ乳にゆう

ジェシカ　　スレンダー

ソフィア　　知的










「ん、ん？」

「アンドロイドには性格とボディに個性があるのです。その中で強いパラメータがこうなっております。神かん崎ざきさんはアイオワと対するとき、いつもバストに視線が行きます。そのうちにアイオワは服ふく装そうを変えて胸を強調し始めました」

「…………」

「対して胸がなくとも、ジェシカのようなスレンダーな体形にも惹ひかれています。ジェシカに対する神かん崎ざきさんの視線は胸から腰、そして足と舐なめまわすように……」

「わかった、もういい！」

　神かん崎ざきはアクアを制した。アンドロイドだから油ゆ断だんがあった。やらしい気持ちがあったわけではない。精せい巧こうなボディに驚いていただけなのだ。

「まるで俺おれが胸のことしか考えてないみたいじゃないか」

「女の子は視線に敏びん感かんですよ。……ばれてますからね」

　アクアがたしなめるように言った。

　ロンドの属ぞく性せいは可愛かわいさ。確かにチャーミングな外見で表情も豊かだ。ソフィアはクールで会話内容も知性的で気にいっている。

「つまりアイオワの周囲には、大きなバストの女性が集まり、ジェシカの周囲にはスレンダーな女性が集まっているということか」

　属ぞく性せいというか個性で四つに分かれたのだ。

「このホールは神かん崎ざきさんの性せい癖へきを端たん的てきに表現しているといってよろしいでしょう」

「その言い方はやめてくれ」

「つまり馬ば鹿かっぽ──いえ、可愛かわいくって胸が大きくて、でもスレンダーなのもいいし、それでいて知性を感じさせる女性が神かん崎ざきさんの理り想そうなのです」

「いや、待て待て」

「ちなみにそれらの属ぞく性せいを平へい均きん的に満たしている女性がいますが、一回も話しかけておられないようです」

　アクアはちらりとホールの端はしを見る。そこには一人のアンドロイドがぽつんと座っている。四つの集団に属さずに孤こ立りつしていた。

「神かん崎ざきさんのアクションがないために動けないのです」

「いや、彼女はいいよ」

　あまりに似ているために声をかけられずにいた。

「なかなかお目が高いですよ。ジェシカやソフィアは、知ち能のう育成の過程において抜ばつ群ぐんの成せい績せきを残しています」

「知ち能のう育成って、どういうことをやるんだ？」

「シンプルにいうと戦いですね。他のデータ、つまりＡＩを殺してその情報を奪うばって大きくなったものが生き残るのです」

　弱い知ち能のうは淘とう汰たされるということだ。おそらく莫ばく大だいなＡＩが誕たん生じようし、死んでいったはずだ。アンドロイドとしてこの世界に出てきたのは、そのほんの一部なのだ。

「とにかく、あの四人の中から選ぶのがいいでしょう。もう少し親しん密みつな会話を繰り返して良い雰ふん囲い気きに持っていきます。いくら会話が多くても、私とのように作業的な会話では好感度は上がりませんからね」

　思った以上に彼女たちは仕事に純じゆん真しんで人間的だ。だとしたらこちらも誠せい意いを持って対応しなければならない。

　神かん崎ざきは彼女たちとの交流を再開した。

　できるだけ平等な対応を試みたが、やはり話しやすいアンドロイドは存在する。ロンドはそんな一人だった。

「最初は緊きん張ちようしたけど、優しい人でよかったです」

「俺おれもそうだよ。何が起こるかわからないから怖こわかったけど、今は楽しいよ」

　神かん崎ざきとロンドは歩きながら会話をする。そんな後ろをぞろぞろとアンドロイドたちがついてくる。ロンドの周囲には可愛かわいいという要素をアピールするアンドロイドがいる。

「ロンドはこの学校でアイドルをやってるんだってね」

　学校のモニターで流れる倫りん理りＣＭなどでも見たことがある。

「ＣＤも出してるって聞いた」

「なかなか売れませんけどね」

「それでも買った人間はロンドの歌を求めている。だから君はアイドルでいて歌手だよ。俺おれは同じＣＤを同じ人間に何枚も買わせて平然としているアイドルを、絶対に歌手とは認めない」

「それはそれで事情があるとは思うんですけど……でもうれしい」

　ロンドは恥はずかしそうに笑うと、缶かんコーヒーを差し出した。

「どうぞ」

「いつも悪いね。君たちも自じ販はん機き使えるんだな」

「はい、一応お給きゆう料りようをもらっていますので」

　アンドロイドには人権があるらしく、とても低い賃ちん金ぎんだが金が発生するようだ。

「あ、金で買ってるんだ？　俺おれは無料でもらえるから気を使わなくていいよ」

「いいえ、払いたいんです」

　ロンドははにかんだように笑った。そんな表情に神かん崎ざきの心しん臓ぞうが高鳴る。

　立ち止まり向かい合うと、彼女は神かん崎ざきを見つめる。正直にいえば最初はあまりの精せい巧こうさに不ぶ気き味みさを感じていた。しかし、こうして一人の女性として交流していると、その感情は消えていった。目の前にいるのは人間なのだと思い始めた。脳のうがそう見せているのかもしれない。警けい戒かいを解いた脳のうが、目の前にいるのは同種だ、と。

「もしもさ、俺おれとあの台だい座ざに……」

「はい？」

　神かん崎ざきは目を逸そらした。アンドロイドを相手にどぎまぎしてしまう。

「いや、またあとで」

　神かん崎ざきはホールを横切り、仮か眠みん室へと向かった。

　その場に取り残されたロンドは微笑ほほえみながら手を振っている。その周りのアンドロイドたちは、彼女にじっと視線を向けていた。
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　神かん崎ざきは仮か眠みん室の椅い子すに横たわりながら考えていた。

　あまり深入りしてはいけないと思った。確かにアンドロイドを使ったシミュレーションは有効だ。自分がどんなキャラクターに惹ひかれるのかを理り論ろん的に導き出せる。しかし、それはアンドロイドの心をもてあそぶ行こう為いではないか？

　恋れん愛あいのために恋れん愛あいを利用してはいけない。何な故ぜなら恋れん愛あいに貴き賤せんはないからだ。

　神かん崎ざきはいつの間にか眠っていた。意い識しきが揺ゆらめいていき水の底に沈しずんでいく。気き泡ほうのように様々な記き憶おくが浮かんでは弾はじける。自分はどれほど地下で過ごしていただろう。いない間に占うらないサークルはどうなったか。夕ゆう凪なは一人でどうしているか、自分が買わなくなったあの自動販はん売ばい機きの売り上げはどうか、ベイスターズの連敗は止まったか、今年の夏のミス花火大会は誰だれになったのか……。

　女性の声が聞こえた気がして神かん崎ざきは目を開ける。頭を振って意い識しきを覚かく醒せいさせる。床に置いてあった缶かんコーヒーに口をつけると、生なま温ぬるいどろりとした液体が口に触れた。

「そろそろ行くか」

　神かん崎ざきは呟つぶやいた。親しん密みつになった彼女の力を借りて扉とびらを開けるのだ。

　ホールへの扉とびらを開けて顔をしかめる。何か雰ふん囲い気きがおかしかった。四つのグループがお互いを警けい戒かいするように距きよ離りを置いている。女の子たちが雑ざつ談だんをするような楽し気な雰ふん囲い気きはなく、張り詰めた空気が流れていた。

　ホールを歩くと、彼女たちの視線が注そそがれる。神かん崎ざきの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに注ちゆう目もくしている。まるで獲え物ものを狙ねらうような冷たい視線にも感じられた。

　神かん崎ざきはまずロンドを探した。可愛かわいい系けいの集団を見つけて近づく。しかしロンドの姿すがたは見つからない。

「なあ、ロンドは？」

　神かん崎ざきが聞くと、彼女たちは神かん崎ざきを囲む。

「私の名前はクレアです」

「お話ししませんか？」

「チェスをやりましょう」

　神かん崎ざきは後ずさった。彼女たちの様よう子すは明らかにおかしい。

「ロンド？」

　呼びかけたが集団の中にいない。ホールの壁を見るとアクアが立っており、彼女の視線は中央の台だい座ざに向けられている。

　神かん崎ざきは可愛かわいい系けいの彼女たちから逃げるようにして台だい座ざへと向かう。真っ白な床に小さな破は片へんが散らばっている。それはちぎれたシリコンや銅どう線せん、何らかの液体……。

「あああ……」台だい座ざを回り込んで神かん崎ざきは呻うめいた。

　女性の首が無防備に置かれていた。

　金きん髪ぱつのその首はロンドのものだった。ロンドの頭部だけしかない。

「ロンド」

　神かん崎ざきは悲ひ鳴めいを押し込みながら彼女の頭部を拾う。血は出ていない。アンドロイドの頭部だ。しかし、どうしても人間の首だと錯さつ覚かくしてしまい足が震える。なんでこんなことに……。

　……いや、誰だれがこんなことを？

　いきなりロンドの両目が開いた。

「神かん崎ざきさん」

　神かん崎ざきはどうにか意い識しきを保ったが、頭部を抱えたままその場にへたり込む。

「こんな、に、なって、しまいました」

　ロンドの声はノイズで聞き取りにくい。それでもまだ生きている。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ボディは、飾かざり物もの、ですから。ＡＩさえ、無ぶ事じなら、大だい丈じよう夫ぶ……」

　ロンドは瞳ひとみを瞬またたく。

「こんな、私でも、愛してくれま、す？」

　ロンドは神かん崎ざきを見つめて、悲しげに目を閉じた。

「やはり、十パーセントの私、では、愛してくれませんか」

　ロンドはそのまま動かなくなった。

「それ以上動かさないでください」

　アクアがロンドの首を床に置くように促うながした。

「スリープ状態に入っているだけです。回線に繫つなげば知ち能のうはメモリーに戻れますから」

「それより、何が起こった？」

「少しまずいことになりましたね。恋れん愛あいがヒートアップしたということです」

　アクアが周りのアンドロイドを見る。

　……まさか。彼女たちがロンドを破は壊かいしたということか。だとしたら理由は一つだ。神かん崎ざきがロンドを選ぼうとしていたため、彼女たちは強ごう引いんな手法を取った。ロンドのボディを破は壊かいし、この恋れん愛あいレースから強ごう引いんに脱だつ落らくさせたのだ。

「安心してください、アンドロイドは人間を傷つけることはありません」

「しかしロンドが」

「アンドロイド同士は利り益えきを食い合うライバルです。しかし、こうなるとは私も予想外でしたねえ」

「どうすればいい？」

「方法は一つです。その利り益えきをこの場所から消すこと、つまり脱だつ出しゆつです」

「強ごう引いんにいくしかないのか」

「誰だれでも扉とびらが開くというわけではありませんよ」

「ライバルを破は壊かいするほど、俺おれのことが好きなんだろ？」

「恋こいと勝利への欲求の区別がついていない可能性があります。確かにロンドは扉とびらを開けるほどの愛をこのラボの中で育はぐくみました。次にポイントが高いとしたら、やはりあの四人、ロンドを除いての三人でしょうか」

「なあ、これだけ会話したアクアはどうだ？」

「このラボの中で神かん崎ざきさんへの好意は変化なしです。数値的な上じよう昇しようでいえばゼロです。彼女たちはそれがわかっているからこそ、私はノーマークなのです」

　アクアはガイドでしかないのだ。神かん崎ざきは意を決して自分から彼女たちに近づく。これ以上犠ぎ牲せい者しやが出ないうちに平和的解決を目め指ざさねばならない。

　神かん崎ざきが近寄ったのはスレンダー系けいの集団だ。その中心にはジェシカがいる。

「ちょっとだけ話をいいか？」

「はい、喜んで」

　壁かべ際ぎわにいたジェシカは嬉うれしそうに両手を組んだ。服ふく装そうはロングのワンピース。薄うす手での生き地じで女性的な体のラインを露ろ出しゆつさせている。周囲の女性も同じような格かつ好こうをしている。

　自分のフェチが具ぐ現げん化してしまったような気がして赤せき面めんした。確かにキーラ・ナイトレイなどのシルエットは好きだが、口にしたことはなかった。

「これってさあ、ちょっとしたゲームみたいなものだから、もっと気楽にやりたいよね」

　神かん崎ざきはあえて軽口を叩たたいた。

「最初はそうでした。私はずっと電でん脳のう世界、ハードディスクの中で活動していましたが、人間をよく知りませんでした。でも、このボディを借りて外の世界に出て変わりました。あなたに声をかけられると心しん臓ぞうのモーターの動きが速くなり、メモリーが発熱します」

　ジェシカは顔を赤らめ神かん崎ざきを見つめている。対してジェシカを見つめる周囲の女性たちの視線の温度は低い。

「なあ、俺おれはジェシカっていうより、みんなのことが好きだよ」

　神かん崎ざきは周りの女子に言いい訳わけした。媚こびているわけではない。ロンドのことが頭をよぎったのだ。ジェシカだけを特別扱いすれば、利り益えきを奪うばう彼女は排はい除じよされることとなる。

「やっぱりスレンダーな女性が好きなんですね」

「大きなバストなんて必要ないですよね」

「機き能のう的な美しさに惹ひかれるんですね」

　スレンダー系けい女子たちが明るい顔をする。神かん崎ざきに受ける服ふく装そうだと判断し、ほとんどのアンドロイドがワンピースを着ていた。「こんなのが好きなんでしょ？」と、言われているような気がして体が熱くなる。

　神かん崎ざきは羞しゆう恥ちに耐たえながらも、ちらりと台だい座ざを窺うかがった。ジェシカを引っ張ってあそこまで行けるだろうか。強ごう引いんに突とつ破ぱして──。

　神かん崎ざきの背せ筋すじに冷たい汗あせが流れた。壁かべ際ぎわにいるジェシカは、周囲の女子に警けい戒かいされているのだと気づいた。抜け駆がけさせないよう、台だい座ざから遠い位置に置いている。そして壁を作るように他の女子で守っている。

　見ると他のグループもそうだった。アイオワもソフィアも壁かべ際ぎわだ。そしてロンドというトップを失った可愛かわいい系けいグループはホールをうろうろとさまよっている。

　──落ち着け。アンドロイドでも女の子でもなく、単なる情報として扱え。

　神かん崎ざきはあえて、その可愛かわいい系けいグループを無視することにした。ロンド排はい除じよにおけるマイナス面をアピールするためだ。利り益えきを食い散らかすからと安易に排はい除じよすれば、集団としての利り益えきが失われると学習させるのだ。

　……そうだ、理り論ろん的に動け。

　神かん崎ざきは自分に言い聞かせる。アンドロイド相手なら不足はない。すべての情報を完全にコントロールしてみせる。

　神かん崎ざきはアイオワとソフィアにも接せつ触しよくする。やはりジェシカを含む三人の好感度は高いように思える。あとは隙すきを見つけて台だい座ざに走るだけだ。しかし、それが可能だろうか。

　人間である神かん崎ざきに危き害がいは加えられない。しかし、アンドロイドはアンドロイドを傷つけることができる。たとえばジェシカの手を取って台だい座ざに走ったとして……。

　引きずり倒されボディを破は壊かいされるジェシカを思い浮かべ神かん崎ざきは首を振る。ロンドのような悪あく夢むはもうこりごりだ。

「やっぱり大きいほうが好きですか？」

　胸が大きい系けいグループの中でアイオワが微笑ほほえんでいる。彼女と周囲の女子は、胸を強調したアンナミラーズの制せい服ふくのようなコスチューム姿すがただ。

「だとしたらうれしいです」

「うん、好きだよ。アイオワだけじゃなく、大きい子なら誰だれでも……」

　何を言っているのだと思った。グループに摩ま擦さつを起こさないための台詞せりふだが、これでは胸が大きければいいと言っているようなものではないか。そんな神かん崎ざきの葛かつ藤とうも知らず、彼女たちはうれしそうに笑う。彼女たちは純じゆん真しんなのだ。胸が大きいという単なる一要素が、神かん崎ざきに好かれたのだと理解している。

「本当は胸を強調した服を着たくはないんです。でも、ゆったりとした服を着ると、どうしても太って見えちゃうのが悩なやみなんです。ワンピースとかも着たいのですが……」

「ワンピースはいいよね」

「……やっぱりジェシカのことも好きなんですよね」

　アイオワが対たい角かく線せんにいる、ワンピース姿すがたのジェシカを見た。

「いや、どっちかってことはないけど」

「あの体形が好きだとしたら、私にはなす術すべがありません」

　アイオワの顔に、ほんの一いつ瞬しゆんだけ攻こう撃げき的なものが浮かんだ。

「安心して、俺おれは胸が大きければいいんだ」

　神かん崎ざきは愛あい想そ笑いを浮かべてその場を離れる。自分は何をしているのだ。アンドロイド相手に気を使っている。学校の女子のご機き嫌げんなど取ったこともないのに。

　休きゆう憩けいコーナーに駆かけ込みコーヒーを買う。焦あせるな。そんな時はカフェインを摂せつ取しゆしろ。……しかしボタンを押してもコーヒーは出てこない。見ると、売り切れ表ひよう示じとなっていた。

「コーヒーでしたら、どうぞ」

　休きゆう憩けいスペースに入ってきたソフィアがコーヒーを神かん崎ざきに手渡す。

「でも、飲みすぎると胃いに悪いですよ」

「ベイスターズファンの胃いは鍛きたえられているから大だい丈じよう夫ぶ」

　ソフィアは伊だ達てメガネを装そう着ちやくし、白いブラウスとミニスカート、黒いタイツ。こんな状じよう況きようなのにうれしい気分になってしまう自分が情なさけない……。

　と、さらにソフィアと同じような服ふく装そうの知性系けいの女子たちが、コーヒーを手渡してくる。神かん崎ざきは一気に大量の缶かんコーヒーを抱えることになった。

　これはなんなんだ？　整然としていた序じよ盤ばんのラボとはまったく違う。秩ちつ序じよ立った情報が混こん沌とんへと変化した。たった一つの要素のために。

　恋れん愛あいを入れたために……。
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　シミュレーションは続行されていた。

　助けを呼ぼうにも、このラボの中の様よう子すを人間を見ていない。管理するのは人工知ち能のうだが、アンドロイドに被ひ害がいが出たにもかかわらず非常口は開かない。続行との意い思し表ひよう示じだ。

　神かん崎ざきはコーヒーを飲みながら打開策を考えた。

　行動と結果はいたってシンプルだ。キスをして扉とびらを開ける。ただし、ある程度の関係が必要だ。カップリングが成功するには、現時点ではアイオワかジェシカ、ソフィアだろう。しかし、彼女たち三人は他の女性たちに警けい戒かいされている。

　胃いが痛くなってきた。心しん労ろうだけでなくコーヒーの飲みすぎも原因だ。女の子たちからプレゼントされたコーヒーを捨てるわけにもいかず、神かん崎ざきは飲み続けている。

　それでも神かん崎ざきはすでに作さく戦せんを実行していた。

　それは三人のマークを外すことだ。三人以外との関係を強化する。他に恋れん愛あい関係になる女子を増やせばマークが分散されるはずで、その隙すきを狙ねらって台だい座ざに走ればいい。

　神かん崎ざきは三種の属ぞく性せいに話しかける。ゆっくりだ、焦あせらずにゆっくりでいい……。

　そのうちにラボに変化があった。ロンドを失った可愛かわいい系けい女子たちの姿すがたがなくなった。ホールを意味なく動き回っていた彼女たちは、三種の属ぞく性せいに吸収されたのだ。

　つまり、巨きよ乳にゆう、スレンダー、知性の中で、自分が一番近い要素のグループへと入ったのだ。それにより、このホールで可愛かわいい系けい属ぞく性せいが消しよう滅めつした。

「なるほど」

　神かん崎ざきは彼女たちの理性的な振る舞いに驚いた。混乱しているのではない。このラボは秩ちつ序じよを守っている。だとしたら方法はある。

「誕たん生じようしたころの私は単なる升セ目ルにすぎませんでした。知ち能のうとしての振る舞いは、表おもてか裏かの二パターンしかありません。そのフィールドにはオセロのようなルールがあり、他のセルと協調して、自分を増やしていきました……」

　目の前でソフィアが滑なめらかに話している。彼女はＡＩとして学習を繰り返していたため、アンドロイドになっても話題が豊富であり、無む駄だのない話し方が好みだった。

　その周囲にはソフィアをまねる知性系けいのアンドロイドたちがいるが、スレンダーなタイプや胸の大きなタイプも当然いる。

「崩ほう壊かいさせてやる」

　神かん崎ざきは知性系けいとのコミュニケーションを絶った。笑顔を向けるのは巨きよ乳にゆうかスレンダー。知性系けいは無む造ぞう作さに置かれた缶かんコーヒーを見て困こん惑わくする。少しだけ胸が痛む行こう為いだが仕方がない。これもシミュレーションの一部なのだ。

　ついに知性系けいグループに亀き裂れつが走った。剝はく離りしていくように、一人ずつ抜けていく。彼女たちはクローゼットエリアに行くと服を着き替がえて、別のグループに吸収された。神かん崎ざきが話しかけているのは巨きよ乳にゆうかスレンダー。その二つの属ぞく性せいでないと駄だ目めだと察したのだ。

　神かん崎ざきはスレンダーな女子と対話しながら横目で窺うかがう。知性系けいグループの脱だつ退たいが進み、集団は十人ほどにまで減っている。そろそろか……。

「行かないで」

　はっと振り返るとジェシカが壁かべ際ぎわに立っていた。目からは涙がこぼれている。

「私じゃ駄だ目めですか？」

　なんて人間的な表情をするのだろう。涙を止めるために、華きや奢しやな彼女の体を抱きしめてやりたい衝しよう動どうに駆かられる。

「ごめん」

　神かん崎ざきはジェシカから視線を逸そらすと走った。目もく標ひようはソフィアだ。知性系けいが減りガードの空あいた今なら彼女を強ごう引いんに台だい座ざまで連れていける。

「ソフィア！」

「神かん崎ざきさん！」

　ソフィアがガードを振り切って神かん崎ざきに駆かけ寄る。周囲の女性につかまれ衣い服ふくが破ける。それでもかまわずに走り寄った。神かん崎ざきとソフィアは手を握りあう。

「行こう」

　神かん崎ざきはソフィアの手を引いて台だい座ざへと走る。しかし、他のアンドロイドたちがソフィアにつかみかかった。まるで獲え物ものに群がる肉にく食しよく獣じゆうだ。それでも神かん崎ざきは強ごう引いんに引っ張る。台だい座ざは目の前だった。しかし知性系けい以外のアンドロイドもソフィアにしがみつく。

「神かん崎ざき、さん」

　シリコン製のソフィアの手が滑る。ソフィアには数十体のアンドロイドが組みついていた。

「あと少しだ！」

　強ごう引いんに手を引っ張ると、ふっと力が抜けた。そのまま神かん崎ざきは台だい座ざを駆かけ上がる。

「ソフィア？」

　振り向くとソフィアはいなかった。神かん崎ざきの手には、ソフィアの右みぎ腕うでの肘ひじから上だけが握られていた。

「あ、ああ……」

　神かん崎ざきは台だい座ざの上でへたり込む。目の前でソフィアが破は壊かいされていく。鈍にぶい音がしてソフィアの首が引きちぎられた。その首を持っているのはアイオワだった。

「神かん崎ざきさん、私を選んでください」

　アイオワはソフィアの首を放り投げて訴うつたえる。

「神かん崎ざきさんは渡さない」

　台だい座ざに歩み寄ってきたのはジェシカだった。

　転がるソフィアの首が悲ひ鳴めいを上げた。その甲かん高だかい声が嚆こう矢しとなり二つの勢力が激げき突とつした。巨きよ乳にゆう対スレンダーの戦いだった。

　巨きよ乳にゆうとスレンダーは対極に位置する。胸があるかないかのシンプルでいて大きな差さ異いだ。元から敵対関係にあった二つの勢力は、戦うべくして戦った。

　神かん崎ざきは台だい座ざの上から呆ぼう然ぜんとそれを見つめた。アンドロイドたちはここで完全に二つの勢力に分かれた。まず敵対勢力を倒し、次は内部での争いに移るだろう。

「ああ……」

　アンドロイドたちが次々に壊こわれていく。戦いを止めるにはどうしたらいい……。

　その時、神かん崎ざきは二つの勢力に入っていないアンドロイドに気づいた。彼女は戦いを遠巻きに見つめている。

　彼女しかない。神かん崎ざきは意を決して彼女へと走った。

　話しかけたこともないアンドロイドだ。夕ゆう凪なに似ていたために、ずっと目を逸そらしていた。その彼女は神かん崎ざきとの接せつ触しよくがなかったために、未いまだにほとんど動いていない。

「一いつ緒しよに来てくれ」

　神かん崎ざきは彼女の手を握った。

「はい」

　彼女はうなずき、神かん崎ざきに引っ張られるまま台だい座ざに走る。

　二大勢力の戦いは均きん衡こうしており、神かん崎ざきたちはその間を走り抜ける。誰だれにも邪じや魔まをされることなく台だい座ざの上に到とう達たつした。

「扉とびらを開けてくれ」

　神かん崎ざきはためらうことなく彼女にキスをした。

　──しかし鐘かねは鳴らない。

「あなたは誰だれです？」

　目の前には冷たい表情をしたアンドロイドがいるだけだ。

「あなたは私を見ていません。私に似ている誰だれかを見ているのです。だから、私の名前も聞かなかった」

　彼女は台だい座ざを下りていく。妨ぼう害がいされることなく台だい座ざに到とう達たつできたのも、このラボでの好意が上がっていないのを知っていたからだ。

　神かん崎ざきは息を乱しながら彼女の後ろ姿すがたを見つめた。だからこうなったのでは、と思った。彼女の気持ちも考えることなく、都つ合ごうのよいときだけ利用しようとした。目もつ下かの光こう景けいは愚おろかな自分の投とう影えいなのではないか。

　そうだ、自分はあの学校において、誰だれかを幸せにしたことはなかった……。

「……神かん崎ざきさん」

　声に顔を上げる。滲にじんだ視し界かいに映ったのは、台だい座ざの下からこちらを見つめるアクアだった。

「手を貸してください。人間に手を引かれないとその台だい座ざには上がれません」

　神かん崎ざきはアクアに手を差し出した。ラボで恋れん愛あい関係を築いていない彼女も、邪じや魔まされることなく台だい座ざに上がった。

「神かん崎ざきさんのせいではありません。人工知ち能のうでさえもわからなかったのです。恋れん愛あいがこれほどに混こん沌とんを持ち込むものであると予測できなかった」

「だからこそ、俺おれが安定させなきゃいけなかった」

　何が恋れん愛あいを解決しますだ。自分にはそんな権利も力もない。

「俺おれは学校で何も作っていなかった……」

　この地下に来てわかった。自分は地上に戻ってはいけない人間だ。情報をかき乱した隙すきに利り益えきを上げるような、狡こう猾かつで矮わい小しような人間だった。

「そんなことありません」

　目の前のアクアは神かん崎ざきの目を見つめている。

「私はあなたに救われました。学校に必要とされず孤こ独どくだった私に話しかけてくれました」

　学校で彼女を見たことはない。しかしどこか懐なつかしさを感じる。

「あなたはいつも私の体に優しく触れてくれました。なんだか大切に扱われている気がして、とてもうれしかった」

「君は……」

「あのとき決めたんです。この学校で戦い続けるあなたを癒いやせるたった一台になりたいと」

　アクアは背伸びをすると神かん崎ざきに唇くちびるを重ねた。

「え？」

　ホールに鐘かねが鳴った。その鐘かねの音ねを聞いて、戦っていたアンドロイドたちが動きを止める。シミュレーションの終わりだ。扉とびらが開く──。

「このラボでは好意に変化はないと」

　ホールのアンドロイドたちの様よう子すがおかしい。情報の過か負ふ荷かで動きがおかしくなったのかもしれない。人間の神かん崎ざきでさえも状じよう況きようを把は握あくできていないのだ。

「人間的に表現するなら、私はこの学校であなたに恋こいしました」

　神かん崎ざきは彼女の瞳ひとみを見て「ああ……」と、呻うめいた。確かに彼女とはラボに入る前から知り合いだった。

「ずいぶんスマートになったんだね」

「やっと気づいてくれましたか。前の私はずん胴どうでしたからね」

　夏は冷たく冬は温あたたかかった。春は眠気を覚ましてくれ、秋は少しだけセンチになった。彼女は季節を教えてくれ、いつしかなくてはならない大切な存在となった……。

　目の前で微笑ほほえんでいるのは、あの自じ販はん機きだった。

「なんで、自じ販はん機きがここに？」

「助けに来たのです。それに、彼女のもとに帰してあげるのが私の役目です」

　アクアは神かん崎ざきを導き台だい座ざを下りる。

「自じ販はん機きには戻ってきてくれるのか？」

「もちろんです。このボディは仮かりですから。でも、神かん崎ざきさんと対等に見つめ合えて幸せでした。できることなら、このままの体で外に出たい。でも無む理りです」

　神かん崎ざきは動きが鈍にぶったアンドロイドたちの間を歩き出口へ向かう。今までの彼女たちと違い、動きがぎこちない。瞬まばたきを繰り返し手足をあらぬ方向に動かす。

「刺し激げきしないように歩いてください」

　神かん崎ざきとアクアは手を繫つないで出口へ向かう。

「行かないで……」

　声が聞こえた。横を見るとアイオワが足を引きずるようにして歩いてくる。失しつ恋れんのショックが彼女の機き能のうを損そん傷しようさせた。

「走りましょう」

　走り出す寸前、神かん崎ざきはアイオワに腕をつかまれた。その力は強きよう烈れつで手の骨を軋きしませたが、次の瞬しゆん間かんアイオワが吹っ飛んだ。アクアが強きよう烈れつなパンチを放ったのだ。

　追つい撃げきしようとしたアクアは、何者かに背中を殴なぐられ床に叩たたきつけられる。そこには両りよう眼めをらんらんと光らせたジェシカが立っていた。

「わ、わ、わ、私のものにならないのならば、ば、ば……壊こわれてしまえばいい」

　ジェシカの体は明らかに誤ご作さ動どうを起こしている。排はい水すい調ちよう整せいが利きかないのか全身が濡ぬれ、ライトブラウンの髪かみがざわざわと蠢うごめいている。

　暴ぼう走そうしたジェシカが神かん崎ざきに襲おそい掛かかる。が、寸前でアイオワが飛び掛かかった。

「まな板女こそ、壊こわれろ！」

　アイオワが鉄てつ拳けんでジェシカの顔面を殴おう打だした。ジェシカも反はん撃げきし激しい戦いが始まった。恋れん愛あい感情が制せい御ぎよ装そう置ちを凌りよう駕がしている。

「大きければいいってもんじゃないわよ！」

　リミッターの外れたジェシカのパンチは、アイオワのボディを撃うちぬいた。さらに下半身を蹴けり上げ、アイオワの体を両断する。

「こっちに」

　啞あ然ぜんとしていた神かん崎ざきはアクアに引っ張られる。そのまま出口に走るが、やはりジェシカが追ってくる。

「逃げてください！」

　アクアがジェシカの前に立ちはだかり、神かん崎ざきを逃がそうとする。

「自じ販はん機き！」

「いいから！」

　アクアとジェシカが激げき突とつした。神かん崎ざきは扉とびらに向き直って走る。このトラブルを終わらせるには、原因である自分を取り除くしかない。だが、何者かに足をつかまれつんのめる。

「うあああ……」

　自分の足をつかむそれを見て神かん崎ざきは尻しり餅もちをつく。上半身だけになったアイオワが、神かん崎ざきの足首を握っていた。

「私を捨てないで……」

　彼女の手はがっちりとロックされている。しかたなく神かん崎ざきはアイオワを引きずったまま走る。アクアを探すと彼女はジェシカと揉もみあうように戦っていた。このまま逃げるか一いつ瞬しゆんだけ迷い、神かん崎ざきはアクアへと走る。

　マウントポジションを取り、アクアを殴なぐりつけようとしていたジェシカに体当たりした。バランスを崩くずされたジェシカは床を滑る。

「なんで、私を──」

「私のことが好きだからよ」

　走り込んだアクアが、ジェシカの頭をサッカーボールのように蹴けり飛ばした。

「行きましょう」

　アクアが振り返る。彼女の損そん傷しようも激しかった。片目は潰つぶれ、膝ひざの関かん節せつも曲がりよろめいている。神かん崎ざきは彼女に肩を貸しながら出口への扉とびらをくぐる。通路は大きくカーブして延びており、突き当たりにはロック付きの扉とびらがあった。

「非常事じ態たいが起きたので閉めたようです」

　扉とびらは閉ざされていた。人工知ち能のう側はこのトラブルを隠いんぺいするつもりなのか。

「安心してください。ロックは解除できます」

　アクアが扉とびら脇わきのタブレットを操そう作さしている。その時、背後から足音が聞こえた。足を引きずるような音に振り返り、神かん崎ざきは凍こおりつく。廊ろう下かを歩いてきたのはジェシカだった。

　ジェシカの表情は歪ゆがんでいる。皮ひ膚ふの中を虫が這はいずり回っているかのように蠢うごめいているのは、暴ぼう走そうした人工筋きん肉にくだ。感情を表現する機き能のうが損そん傷しようしてしまった。

　ガタンと扉とびらが開いた。

　神かん崎ざきとアクアは扉とびらをくぐり抜ける。しかしまだ通路は続く。未いまだにアイオワに足首をつかまれ、神かん崎ざきは左足を引きずりながら廊ろう下かを進む。さらに閉ざされた扉とびら。

　すぐ背後にはジェシカが迫っている。グネグネと動いていた顔がどろりと溶けた。あまりにも激しい表情変化に、人工筋きん肉にくが液えき状じよう化かしてしまったのだ。ぼとんとジェシカの右目が落ちて床を転がった。

「開きました」

　アクアがロック解除に成功し、神かん崎ざきは必死にジェシカから逃げる。扉とびらの向こうはまだ廊ろう下かだ。いつになったら外に出られるのだ？

「あの扉とびらで最後で──」

　ジェシカに飛びかかられ、アクアと神かん崎ざきが引きずり倒された。ジェシカはコイル剝むき出しの顔で神かん崎ざきを探すと拳こぶしを振り上げた。が、そのジェシカに飛びかかった者がいた。それは上半身だけとなったアイオワだった。

　アイオワがジェシカに組みついている隙すきに、アクアが扉とびらに飛びつく。パネルを操そう作さしロックを解除する。

「アイオワ……」

　神かん崎ざきの目もく前ぜんで、アイオワは頭ごとジェシカに踏みつぶされた。彼女の自じ我がはどうなるのだと思った。壊こわれた瞬しゆん間かんにスリープできたロンドとは違う。明らかに自分に好意を向けていた彼女が死んだ。

「ジェシカ！　もうやめてくれ！」

　神かん崎ざきが叫ぶと、ジェシカは一いつ瞬しゆんだけ動きを止めた。しかし彼女は、壊こわれたアイオワに組みつかれたまま、神かん崎ざきへと突とつ進しんする。

「外へ！」

　湿しめった風を感じた。最後の扉とびらが開いたのだ。

　外へ逃げようと走るが、神かん崎ざきはその場に倒れる。ジェシカが神かん崎ざきの足をつかんでいた。そのまま引き倒し、神かん崎ざきの首に手を添える。

「うう……」

　首を絞しめられた神かん崎ざきは悶もん絶ぜつする。強きよう烈れつな力で振りほどけない。意い識しきを失う瞬しゆん間かん、強い力で神かん崎ざきは引っ張られた。アクアに手を引かれたまま扉とびらの外へ……。

　ジェシカから力が抜けた。彼女は神かん崎ざきに覆おおいかぶさるようにして機き能のうを停止していた。

　神かん崎ざきは差し出された手を握って立ち上がる。必死で呼吸をすると、酸さん素そが供きよう給きゆうされ徐じよ々じよに意い識しきがはっきりとしてきた。

　──風だ。

　ここは外だ。空を見上げると鉛なまり色いろの雲が見えた。肌はだを撫なでる湿しめった風。自分は地上に戻ってきた。ついに帰き還かんを果たした……。

「一いつ瞬しゆんでも、同じ雨を浴びられてうれしかったです」

　アクアの声が聞こえた。

　神かん崎ざきは機き能のう停止したジェシカを見つめる。動きを止めた彼女の理由は……。

　空を見上げる。雨だった。空から雨あま粒つぶが降ってくる。莫ばく大だいなデータ。処しよ理りできないほどのデータの雨が降っている。

　雨あま粒つぶの軌き道どうも風になびく芝しば生ふも雷かみなりの音も、このちっぽけなＣＰＵでは処しよ理りできません……。

　世界は混こん沌とんとした情報で満ちている。秩ちつ序じよ立った空間で誕たん生じようしたアンドロイドは、この世界では活動できないのだ。

　握られた手に力が入っていないことに神かん崎ざきは気づいていた。

　雨に打たれるアクアはもう動いていない。空からっぽの人形は二度と動かない……。

　彼女の心は細かく分解され雨に溶けた。
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　……私は誰だれだ？

　その生命はそう思った。最初は裏返ることしかできないセルだった。意い思し表ひよう示じは表おもてか裏か。だが、セルが増えるにつれて行動は少しずつ複雑化していった。多くのセルを動かし、模も様ようを作って他と交流する。周囲の生命と協調し、裏切り、殺し合い、奪うばった情報を吸収して成長していく……。

　そして意い思しを持った。

「私の声が聞こえますか？」

　声が聞えた。それは向こうの世界からの声だ。人間であると知ち能のうは知っていたので、イエスの意い思し表ひよう示じをした。

「私はアムールというサークルの部長です。サークル活動の一いつ環かんとしてあなたを育てることになりました。あなたの名前は……ルーシーにしましょう」

　ルーシーは外がい界かいの景色けしきをカメラ越しに見た。学校のマップデータも入にゆう手しゆしており、ここが生徒たちの休きゆう憩けいスペースであることもわかった。

「あなたは自動販はん売ばい機きのメモリーに入っています。ここにあった古い自じ販はん機きは廃はい棄きされ、次じ世せ代だい機きを導どう入にゆうすることになりました。あなたはこの自じ販はん機きの中で学習していってください」

　カメラを動かすと黄色いヒマワリが見えた。再びカメラを戻すとオープンな休きゆう憩けいスペースが見え、そこにセーラー服の女子生徒が座っている。

「あの自じ販はん機き、壊こわれちゃったんですね」

　声にマイナス反応がある。人間的に表現すると悲しみだ。

「鈴すず木きさんは、できるだけ話しかけて彼女の学習を手伝ってください」

　鈴すず木きとは彼女の名前のようだ。彼女は立ち上がると「よろしくね」と、笑った。

　その後、ルーシーは自じ販はん機き越しに生徒たちと交流し、学習を重ねていった。休きゆう憩けいスペースの生徒たちの会話を拾い解かい析せきする。

　休きゆう憩けいスペースを一番利用している生徒は鈴すず木きだった。彼女は放ほう課か後ご、オープン席に座って様々な生徒と会話をしている。

　相手の生徒は女性が多かったが、その時によって人間が違った。鈴すず木きに対する生徒たちの表情は暗かったが、話しているうちに表情が和やわらぎ、終わるころにはすっきりとした笑顔を浮かべていた。ルーシーはその事じ象しように興きよう味みが湧わいた。

『鈴すず木きさんは何をしているのですか？』

　ルーシーは自分から彼女に話しかけた。

「占うらないよ。恋こい占うらないを始めたの」

　彼女ははにかんだように笑った。

　ルーシーは占うらないという要素に興きよう味みを持ち、学校の情報バンクに接続した。占うらないとは統とう計けい学がく、自然科学や地ち理り、天てん文もん学がくなどをベースに他人の運うん命めいを推すい測そくするというものらしい。

　鈴すず木きの占うらないは、休きゆう憩けいスペースの一角で短い会話をするだけだった。カードや水すい晶しよう玉だまも扱う様よう子すはない。それでも相手の女性たちは満足している様よう子すだ。

　そのうちに少しずつ客が増えていった。彼女に話を聞いてもらうために、休きゆう憩けいスペースで待つ人間が現れた。それに伴い休きゆう憩けい所じよの自じ販はん機きの売れ行きも向上していった。

『占うらないを教えていただけませんか？』

　ルーシーはコーヒーを買いに来た鈴すず木きに頼んだ。自分も占うらないを行えば、自じ販はん機きの売り上げがさらに上がると考えたからだ。自じ販はん機きの売り上げはルーシーにとって重要な問題で、あまりに売れないと撤てつ去きよされることになっている。

「占うらないとは」

　鈴すず木きは缶かんコーヒーのタブを起こしながら言う。

「まず相手を調べること。事前に情報を仕入れておく。調べて調べて、さらに話を聞いて情報を仕入れるの。そして相手が言ってほしいことを探す」

『未来の予測ではないのですか？』

「相手の背中を押してあげるのが占うらないよ。それで、最後にちょっとだけサイコロを振る」

　ルーシーは地道に情報をストックすることにした。

　自じ販はん機きをよく使用する生徒たちを記き憶おくし、ボタンを押さずともいつものジュースを取り出し口に落とした。さらに医い療りようデータなどを取り込み、生徒たちに野菜ジュースや乳にゆう酸さん菌きん飲料を薦すすめたりと。

　ルーシーの自じ販はん機きは少しずつ売り上げが上じよう昇しようし、それに伴い撤てつ去きよの恐れは低下した。それでも占うらないの学習は続けた。休きゆう憩けいスペースで行われる対話を拾いバラバラの断だん片ぺんを繫つなげると、学校で起こっていることを把は握あくすることができた。一見関連のない情報の断だん片ぺんは、丁てい寧ねいに繫つなぎ合わせると一本の紐ひもになる。それを繰り返しながら、ルーシーはその紐ひもと紐ひもを連結させて網あみにした。学校を覆おおう情報の網あみを作ったのだ。

　休きゆう憩けいスペースでは、鈴すず木きの占うらないは過か熱ねつしていた。

　お金を払う側が頭を下げて占うらない師しの言葉を待つ。彼女の声は出会った時よりも、自信と威い厳げんに満ちていた。

「恋こいは素す晴ばらしいものです。恐れてはいけません」

　彼女は自分を囲む女子たちに声をかけている。ヒマワリが枯かれて秋になるころが彼女の絶ぜつ頂ちよう期だった。休きゆう憩けいスペースはいつも賑にぎわい、彼女は教きよう祖そのように言葉を与える……。

　だが、ルーシーは彼女の変化を察していた。次し第だいに疲れを見せるようになり、顔色もすぐれない。

「ねえ、これでいいのかな」

　そのころから彼女は、自じ販はん機きに話しかけてくることが多くなった。

「恋こいを勧すすめた女の子は、教きよう師しとの不ふ倫りんで学校を辞やめた。他にも恋こいに破れて辛つらい思いをする女性が多い。不幸せになっているほうが多い気がするの。多くの恋れん愛あいが生まれても、そのぶんだけ恋れん愛あいが失われていく」

『統とう計けい的には幸せな人間が多いのではないですか？　不幸になったという罪ざい悪あく感かんが心に残っているため、そう感じるのかもしれません』

「そうかしら……」

　その後も彼女はルーシーの言葉を求め続けた。自じ販はん機きは多くの人間に必要とされる彼女の、心のよりどころとなったようだ。それでも彼女のすべてを癒いやすことはできなかった。この学校の多くの失しつ恋れんの破は片へんは、彼女の体に澱おりのように蓄ちく積せきされていった。

「恋れん愛あいは慎しん重ちようにしなさい」

「まずは学校の授業が優先です」

「告こく白はくしてはいけません」

　彼女が周囲の女性に向ける言葉は、少しずつ消しよう極きよく的になっていった。同時に減っていく相談者たち……。

「あなたは間違っています」

　そう言ったのはアムールの部長だった。占うらないが終わった夕方の休きゆう憩けいスペースで、二人が話し合っている。

「私たちはクライアントの恋れん愛あいを全力でフォローする。そして、恋れん愛あいをするなという言葉だけは決して吐はいてはいけないのです」

「私は占うらないで幸せになってもらいたいだけ」

「おごってはいけません。私たちは他人の運うん命めいを変える力は持っていない」

「あなたこそ間違ってる！」

　鈴すず木きはテーブルを叩たたいて叫んだ。

「あなたが興きよう味みがあるのはお金だけ。他人の恋れん愛あいを利用して稼かせいでいる」

　ルーシーはこの二人の関係が終わったと判断した。

　沈ちん黙もくが流れ、アムールの部長が立ち上がった。こちらに歩み寄り、アイスティーを買うと小さく笑った。

「私は恋れん愛あいに気軽にお金が払える時代が来てほしいだけだった……」

　立ち去ったアムールの部長が、ここに来ることはなくなった。

　さらに消しよう極きよく的になった鈴すず木きの占うらないを求める人間は減り、彼女は一人で座っていることが多くなった。そしてついに彼女の姿すがたも休きゆう憩けいスペースから消えた。

　鈴すず木きが現れたのはそれから一週間後だった。彼女は自じ販はん機きのボタンを押したが、缶かんコーヒーは買えない。

『申もうし訳わけありません、学生にしか購こう入にゆうできないシステムとなっています』

　すでに彼女が退学届けを出したことは通知されていた。

「私はね、女の子たちに幸せになってほしかっただけ……」

　うつむく彼女の目から涙が零こぼれ落ちる。

　自じ販はん機きの取り出し口に缶かんが落ちた。

『私のおごりです。日につ給きゆう三円ですがお給きゆう料りようが発生していますので』

　彼女はくすっと笑うと缶かんコーヒーを受け取った。

「いつものと違うのね」

『カフェインレスです。妊にん婦ぷはあまり摂せつ取しゆしないほうが良いとのことなので』

　彼女ははっとしたようにお腹なかを押さえた。

「知ってたの？」

『ずっとあなたを見ていました。情報収しゆう集しゆうは占うらないにとって重要だと教わったので』

　彼女は自じ販はん機きに寄りかかりながら、カフェインレスのコーヒーを飲んだ。

「あの人……ここに戻ってくるか占うらなって」

　声はとても小さなものだった。

『戻ってきません』

　ルーシーは蓄ちく積せきした情報をもとに占うらないを行った。

「そっか。あなたの占うらないは残ざん酷こくね」

　彼女は薄く笑うと、休きゆう憩けいスペースのテーブルの上に置かれたサボテンの鉢はちを手に取った。

「これをお願いね」

　彼女は自じ販はん機きの横の花か壇だんにサボテンを植えた。

「……いつか私のような女の子が現れたら、もっと優しい占うらないをしてあげて」

　それが最後の言葉だった。

　自じ販はん機きは彼女と会うことは二度となかった。

　ルーシーの目に寂さびれた休きゆう憩けいスペースの風景が映る……。
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　──ここはどこだ？

　雨よけの帆はん布ぷは張り替えられ、テーブルと椅い子すも新品になっていた。フリーのWi-Fiとパソコン用の電でん源げんも設置され、自習をする学生たちの姿すがたがちらほらと見える。

　立ち尽くしていた神かん崎ざきは自じ販はん機きへと向かう。スナック、カップジュース、そして缶かんジュースの自じ販はん機き。すべて次じ世せ代だいのものに置き換えられていた。

　ディスプレイ型の自じ販はん機きが目の前にある。カメラで神かん崎ざきの顔のデータを解かい析せきし、ディスプレイに野菜ジュースが表ひよう示じされた。

『あなたへのおすすめ商品はこちらです』

　クリアな声に神かん崎ざきは後ずさる。

「いつものは？」

『おすすめ商品はこちらです』

　自じ販はん機きは別のジュースを表ひよう示じさせた。周囲を見回したが他の自じ販はん機きも次じ世せ代だい型だ。足が震え神かん崎ざきは自じ販はん機きにもたれかかった。

『おすすめ商品はこちらです』

「お前は誰だれだ」

『おすすめ商品は──』

「黙だまれ！」

　自じ販はん機きを殴なぐりつけると、休きゆう憩けいスペースに座っていた学生たちが視線を向けた。

「どうぞ」

　神かん崎ざきに缶かんコーヒーが差し出された。

「地下からの帰き還かんが少し遅かったようです」

　背後に立っていたのは亜あ衣いだった。

「自じ販はん機きは？」

「立たち退のきを拒きよ否ひしていたＡＩがいなくなったことにより、この休きゆう憩けいスペースの改築が敢かん行こうされたようです」

「夕ゆう凪なぎは？」

「学校にはいません」

「それは本当か？」

「彼女は占うらない師しとして純じゆん真しんすぎました。心が折れた占うらない師しに利用価か値ちはありませんし、私は興きよう味みもありません。気になるのであれば電話をかければよいのでは？　私は彼女の番号は知りません」

　神かん崎ざきも彼女の番号は知らなかった。あれだけ隣となりにいたのに、彼女の名前程度しか知らなかった。学校の膨ぼう大だいな情報をあれだけ調べたのに、なんで一番重要な情報を収しゆう集しゆうしなかったのか。

「そして先せん輩ぱいのサークルも消えかけています。公こう認にんされないまま放ほう置ちしていたため、手を伸ばした人間がいるのです」

　サークルも失われる。それにしても、ほとんど実体のないサークルを奪うばおうとしたのは誰だれだ？

「旧サークルですよ」

　亜あ衣いは神かん崎ざきの疑問を察して答える。前に所しよ属ぞくしていたサークルのことだ。

「部長になった男子がいましたよね。生徒会が強ごう引いんにすえたのですが、彼はそう思っていなかった。あのサークルを利用して成り上がろうとしたようです。しかし当然ながらうまくいかず、サークルはバラバラに分解され、うまみのある部品だけ奪うばわれてしまいました」

　神かん崎ざきは空を仰あおぎ見る。自分が一から作ったサークルは、ハイエナどもに食い散らかされてしまった。

「そして彼は神かん崎ざきさんを取り込もうと、恋こい占うらないのサークルを吸収したのです。嫌いやがらせの意味合いのほうが大きいでしょうね」

　意味のない行こう為いだが、神かん崎ざきへの報ほう復ふくとしては効果がある。外部の人間である神かん崎ざきがサークルを二つも潰つぶせば、もう新たな立ち上げは不可能だ。

「今後の先せん輩ぱいの選せん択たくはそれほど多くありません。その中で一番ましなのは、その自じ販はん機きでなく私に寄りかかることです」

　亜あ衣いは、自じ販はん機きにもたれかかる神かん崎ざきに視線をやっている。

「私のサークルに入ってください」

　亜あ衣いの目には同情も支配する喜びも混じっていない。作業的な口く調ちようだった。

　目の前の彼女に頼りたい衝しよう動どうに駆かられる。亜あ衣いに自分の力が加われば、この学校の裏側を牛ぎゆう耳じることも可能かもしれない。だがその時点で亜あ衣いに隷れい属ぞくを誓ちかうことになる。

　いや、そんなことは些さ細さいな要素だ。重要なのはサークルを捨てることだ。夕ゆう凪なと二人で始めたサークルを消していいものか。しかし今の自分には、あのちっぽけなサークルを取り戻す力すらない……。

「亜あ衣い？」

　ふと見ると、亜あ衣いが汗あせをかいていた。

「問題を解決する方法はある」

　背後から男の声が聞こえた。神かん崎ざきの頭に警けい告こく音が鳴り響ひびく。振り返ってはいけないと知りつつも、視線をゆっくりと背後に向ける。

　いつの間にか休きゆう憩けいスペースから人が消えていた。そして中央の席に陣じん取どる一いち団だん、五人ほどがテーブルを囲んでいた。

「話を聞いてはいけません」

　亜あ衣いが忠ちゆう告こくする。だが、すでに神かん崎ざきは彼らを見てしまった。

　紙コップのコーヒーを飲んでいるその男を知っていた。この高校の生徒会の副会長だ。周囲の四人も同じく生徒会の一員のはずだ。彼らが何な故ぜこんな辺へん境きように……。

「神かん崎ざき京きよう一いち。俺おれならお前が抱える問題を解決してやることができる」

　学校の魑ち魅み魍もう魎りようを支配する生徒会。本来なら外部の人間が直接会話することもできない、聖せい域いきに属する特別な人間。

「神かん崎ざき、お前はマシーンと呼ばれている人間だ。０と１の組み合わせで情報を処しよ理りする機き械かいのように、お前も０か１であるべきだ」

「何が言いたい？」

「すべてを得るか、すべてを失うか。──戦え」

　生徒会は神かん崎ざきの行動をずっと見ていたのだ。そして結末を欲しがっている。学校の表おもて舞ぶ台たいで一いつ瞬しゆんでも輝き、そして地下に堕おちた。そんな暗くら闇やみから再び地上に帰き還かんした、神かん崎ざきの続きを欲しているのだ。

「いけません」

　亜あ衣いが神かん崎ざきの手を握る。彼女の手は汗あせで濡ぬれている。

　神かん崎ざきは缶かんコーヒーを飲んでゴミ箱に空あき缶かんを投げる。亜あ衣いの手を離し生徒会に向き直った。

　すでに心は決まっていた。
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　そこは劇げき場じようだった。

　学校に乱立する劇げき団だんグループに貸し出される小劇げき場じよう。その舞ぶ台たいに神かん崎ざきは立っていた。

　パイプ椅い子すが乱雑に並べられた客席には誰だれもいない。スポットが当たる舞ぶ台たいにも神かん崎ざきが一人だけだ。

　神かん崎ざきには条件が与えられた。まず舞ぶ台たいから降りてはいけない。そして舞ぶ台たいの上かみ手てと下しも手てに設置された扉とびらのどちらかを開けることでゲームは終わる、と。

　神かん崎ざきはまず頭ず上じようを見る。スポットライトに混じって小さなカメラが設置されている。客席にもある。つまりこの場所の映えい像ぞうは見られている。

　さらに二つの扉とびら。ＡとＢと表記された扉とびらが上かみ手てと下しも手てに設置されている。

　生徒会はこう条件をつけた。

　どちらかの扉とびらは破は滅めつだと。再び神かん崎ざきは地下へと落とされる。

　もう一つの扉とびらは救きゆう済さいだ。神かん崎ざきの願いが叶かなう扉とびら。生徒会は神かん崎ざきにエリートの肩かた書がきを与えることも可能だと言った。さらには生徒会への入会すら……。

　二分の一の確かく率りつだ。生徒会が設定したこのゲームはフェアである。どちらも破は滅めつということは考えられない。たった二分の一でこの学校での神かん崎ざきの目もく標ひようは達成されるのだ。

　しかしどちらだ……。破は滅めつを引いた時点で終わりだ。今度こそ地上への帰き還かんは許されない。すべてを失い暗くら闇やみに堕おちることになる。

　壁を見るとそこにはパネルが並んでいる。今まで開かい催さいされたこのゲームにおいて、どちらの扉とびらに救きゆう済さいだったかの傾けい向こうを知る権利、学校を辞やめることになるがこのゲームを棄き権けんする権利、感覚が覚かく醒せいする合法ドラッグ、誰だれとでも電話が繫つながりヒントを貰もらえる権利……。

　ただしそれらは有料だ。そして自分の資金は使えない。

　パネルを買うには視し聴ちよう者しやの寄き付ふが必要だ。つまり観みている人間に金を貰もらう。

　パネルなどで得た情報をもとに、救きゆう済さいの扉とびらを選ぶというシンプルなゲームだ。いや、もう一つヒントがあると生徒会は明言した。

　神かん崎ざきはそのヒントを待っていた。

　劇げき場じようの観客席の入り口が音を立てて開いた。誰だれかが中に入ってくる。ゆったりとした足取りで観客席を歩く彼女を見て、神かん崎ざきは凍こおりついた。

　彼女は観客席の中央のパイプ椅い子すに腰を下ろし、そして神かん崎ざきに視線を向ける。

　劇げき場じように重々しい沈ちん黙もくが流れた。

　客席に座る彼女は、神かん崎ざきの元もと恋こい人びとだった。すでに関係が崩ほう壊かいしたはずの彼女が目の前にいる。

　客席に観客、舞ぶ台たいに演者。開演のセッティングが完かん了りようしたのに沈ちん黙もくが続く。この小しよう劇げき場じようは設立以来初めて機き能のうを失うこととなった。

　彼女は薄く笑うと、ちらりと一方の扉とびらを見た。

　そして立ち上がると出入り口に向かって歩く。彼女は一ひと言ことも発することなく、劇げき場じようから姿すがたを消した。
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「このゲームは『女か、虎とらか』をモチーフにしている」

　亜あ衣いはパソコン画面を見つめていた。

「小説ですか？」

　隣となりにはサークル部員の篠しの原はら愛まな花かが座っている。亜あ衣いはリニューアルされた休きゆう憩けいスペースでノートパソコンを開いていた。モニターには神かん崎ざき京きよう一いちの姿すがたが映っている。リアルタイムの映えい像ぞうだ。

「ある若者が王女と恋こいをしたことから物語が始まる。国王の怒りを買った男は処しよ刑けいを受けることになるのだけど、二つの扉とびらのどちらかを男に選ばせるというもの。一方には虎とらが入っており、もう一方の扉とびらには美女が入っている」

　美女の扉とびらを選ぶと、男は許されその美女と結けつ婚こんすることになる。王女は苦心の末、どちらの扉とびらに虎とらと美女が入っているかを探りだした。処しよ刑けいの当日に王女は男にこっそりとサインを送る……。

「では、男は助かったんですね」

　愛まな花かの言葉に、亜あ衣いは苦にが笑わらいをした。

「問題は王女のジレンマよ。助ければ愛する人が別の女と幸せになる瞬しゆん間かんを見なければならない。見たくなかったら殺すしかない。でも愛した人間を殺すことなど……」

　そのジレンマがモニターで再現されたのだ。

　すでに劇げき場じようは神かん崎ざきひとりだ。先ほど出ていった元もと恋こい人びとはサインを送ったようだが、モニターでは確かく認にんできなかった。神かん崎ざきだけがそのサインを受け取った。

「物語ではどうなったのです？」

「結末は書かれていない。読者に判断を委ゆだねる、いわゆるリドル・ストーリーなの」

　モニターの神かん崎ざきは舞ぶ台たいに突っ立ち、元もと恋こい人びとの消えた観客席に視線を向け続けていた。残ざん酷こくな舞ぶ台たい設定だった。

「物語では攻こう略りやく法のようなものはないのでしょうか」

「それは条件による」

　たとえば虎とら。虎とらが飢うえているかそうでないか。人間をすぐに攻こう撃げきするほど狂きよう暴ぼうであるか否いなか。王女がその虎とらの情報を知っている場合、選せん択たくは変わりうる。

　男が王女のサインどおりに扉とびらを開け、虎とらが出てきた場合のケースだ。愛する女に騙だまされた、と怒いかり悲しむ時間が多いほど王女の利り得とくは削けずられる。死ぬなら一いつ瞬しゆんで虎とらに食い殺されて欲しい、というのが王女の願望なのだ。

　たとえば観客。王女がサインを送ったと多くの観客が知っていた場合。王女はおそらく美女の扉とびらを教えるだろう。男を殺せば、冷れい酷こくな王女であると観客に周知されてしまうからだ。

「それでは、このケースはどうでしょうか」

　愛まな花かがモニターに視線を向ける。

「元もと恋こい人びとはどこまで知っているかが問題ね」

　亜あ衣いは考える。神かん崎ざきとすれ違い離れていった恋こい人びとは、まだ彼に好意を持っているのか、はたまた憎にくしみか。

　そして彼はどのような気持ちでいるのか……。

　舞ぶ台たいの神かん崎ざきは冷えた表情のまま立ち尽くしている。どちらが救きゆう済さいの扉とびらか、そんな思し考こうなどはしていない。ただ立っているだけだった。それでも彼から目が離せない。

　これは生徒会がセッティングした最高のエンターテインメントだ。学校の表おもて舞ぶ台たいで輝きを放ち、地下に墜つい落らくしてからも光を失わなかった。この映えい像ぞうはエリートや一部の人間だけが閲えつ覧らん可能だが、多くの人間が見ていることだろう。安全圏けんから他人が苦しむ姿すがたを見るという愉ゆ悦えつ。

　それにしてもと思う。何な故ぜ神かん崎ざきは生徒会のゲームに乗ったのか。それほどに生徒会の後ろ盾だてが欲しかったのか。学校でのし上がるために、自分の能力でだけでは限界を感じたというのか。

「負けても、地下にいくだけなんですよね」

　コンペティションの補ほ佐さなどで、神かん崎ざきと接点を持った愛まな花かは心配げだ。

「神かん崎ざきさんは、地上に戻ってきたし、また上がって……」

「それはない」

　亜あ衣いはきっぱりと否定した。

「今度は骨までしゃぶられる。監かん獄ごくサークルのようなおしとやかな集団には渡らない」

　多くのアンドロイドに被ひ害がいを出し、ＡＩ側も神かん崎ざきの引き渡しを求めているという。間違った扉とびらを開ければ、神かん崎ざきは学校を辞やめることもできずに二度と地上には戻ってこられない。玩具おもちやとして地下の悪あく魔まに渡り、飽あきれば別の悪あく魔まの手にとたらい回しにされる。地上に戻ってきたとしても廃はい人じんだ。

　元もと恋こい人びとはそれを知っているのか。

　エリートの女子と外部の神かん崎ざきの恋れん愛あい。彼女にとってその恋れん愛あいは地下に隠かくしたいものだとしたら、破は滅めつの扉とびらを示した可能性もある。

　つまり生徒会のさじ加か減げん次し第だいだ。元もと恋こい人びとにどちらの扉とびらを示せ、との介かい入にゆうはないはずだ。生徒会の提てい示じしたゲームはフェアであるからだ。だが、恣し意い的に情報を扱うことはある。救きゆう済さいと破は滅めつ。生徒会はどこまで彼女に詳しよう細さいを与えたか……。

　舞ぶ台たいの神かん崎ざきはまだ動かない。元もと恋こい人びとが戻ってくるのを待っているかのようだ。

「神かん崎ざきさんは……わかったのでしょうか」

　モニターを見つめる愛まな花かは汗あせをかいている。舞ぶ台たいの神かん崎ざきに感情移い入にゆうをしている。それほどこの映えい像ぞうには人を引き込むものがある。

「神かん崎ざき先せん輩ぱいが迷っているのだとしたら──必ず失敗する」

　これは生徒会と神かん崎ざきの対決でもある。

　生徒会は公平なゲームを使って、外部の有名人を叩たたき落とすことが目的だ。神かん崎ざきは表おもてでも地下でも派は手でに動きすぎてしまったのだ。有能さゆえに生徒会に目をつけられた。

「でも、二分の一ですよ。さらにヒントもあり、神かん崎ざきさんが救きゆう済さいを選ぶ確かく率りつは高まります」

「生徒会は神かん崎ざき先せん輩ぱいが選ぶだろうほうに破は滅めつを置く」

　生徒たちの掌しよう握あくに長たけた生徒会にはお手のものだ。多くの生徒たちを管理し破は滅めつさせた手法は、生徒会に代々伝えられている。神かん崎ざきがどれほど有能であろうとも、蓄ちく積せきされた情報の前には無力だ。

「先せん輩ぱいにとって最善の選せん択たくは、元もと恋こい人びとに会う前にどちらの扉とびらを開けるか決めておくこと。そうすれば純じゆん粋すいに二分の一。充じゆう分ぶんに勝負になる」

　だが迷ったら危ない。元もと恋こい人びとのサインは本当なのかと考え始めたら思し考こうは堂どう々どう巡めぐりだ。

　サイコロを振って偶ぐう数すうが出るか奇き数すうが出るかはわからない。だが、何回も振れば偶ぐう数すうと奇き数すうが同じ数に収しゆう束そくしていくことは判断できる。人間が情報を手に入れ動き迷うほどに、出力される行動はシンプルになる。生徒会は徹てつ底てい的に調べ上げ、情報収しゆう集しゆうをした神かん崎ざきがどちらを選ぶかを予測しているはずだ。

「さらに問題がある。偶ぐう然ぜんに救きゆう済さいの扉とびらを当てたとしても、それは生徒会の面子メンツを潰つぶすことになる。神かん崎ざき先せん輩ぱいは生徒会から目をつけられることに……」

「それじゃあ、このゲームをやった時点で終わりということですか？」

「破は滅めつするよりは救きゆう済さいの扉とびらを開いたほうがいいのは確か。その扉とびらを開く過程で、生徒会や視し聴ちよう者しやを納なつ得とくさせる必要がある。つまり『愛が勝った』のような美しい理由がね。だから神かん崎ざき先せん輩ぱいは考えたうえで扉とびらを選ぶ必要がある」

　しかし考えれば生徒会の思うつぼだ。つまり勝利の方法は一つ。すでに開ける扉とびらを決めていなければいけない。そして迷い苦く悩のうの末に扉とびらを選んだ振りをする。それしかない……。

「動きました」

　モニターの神かん崎ざきがやっと観客席から視線を逸そらした。このまま扉とびらを選ぶのだろうか。

　しかし神かん崎ざきは扉とびらへと向かわない。背後にあるパネルを見つめている。

「……まずい」

　それは演技とは思えなかった。神かん崎ざきはパネルの内容を調べている。救きゆう済さいの扉とびらを開くための情報を手に入れようとしているのだ。

　そして神かん崎ざきはついにパネルを手に取ってしまった。

「どういうことです？」

「パネルのヒントを利用するということよ」

　神かん崎ざきが手に取ったパネルは──テレフォンだった。

　詳しよう細さいを確かく認にんすると、テレフォンはこの学校に所しよ属ぞくする生徒に誰だれでも電話が通じる。通話時間はきっかり三分間。その時間内に、通話した人間から正解の扉とびらを聞くというシステムだ。

　ちなみに亜あ衣いを含め、これを視し聴ちようしている人間はすべて正解の扉とびらを知っている。神かん崎ざきが選んでから正解を入れ替える、という疑いを持たれないようにとの生徒会の方針だ。

　そしてそのパネルを使うためには、まず資金を集める必要がある。視し聴ちようしている人間が神かん崎ざきを支持すれば、金を振り込むことができる。ただし上限が決められているため、ある程度の人数が必要だ。

　モニターにカウンターが出現した。

　視し聴ちようしている人間にとって、振り込む金額は大きくはない。だが神かん崎ざきを救きゆう済さいしたいのか破は滅めつさせたいのかで行動が異なる。救きゆう済さいを望む人間は振り込むはずだが──。

「それは間違ってる」

　パネルの裏には携けい帯たい電話が装そう着ちやくしてある。それを使った時点で神かん崎ざきは終わりだ。多くの情報を仕入れた時点で、神かん崎ざきは破は滅めつへと収しゆう束そくする……。

「亜あ衣いさん」

　隣となりに座る彼女が耳打ちする。

「わかってる」

　休きゆう憩けいスペースに人ひと影かげが見えた。生徒会の人間だ。生徒会は神かん崎ざきが電話をかけるだろう生徒に接せつ触しよくする気なのだ。亜あ衣いの他にも電話をかけそうな生徒に手を回しているだろう。そして金を積んででも、通話相手の言葉を操そう作さする。

　カウンターの数値が上じよう昇しようしていた。誰だれかが資金を振り込んでいるのだ。亜あ衣いは特とく殊しゆアプリを使ってその振ふり込こみ元の人間を検けん索さくする。

「ああ……」

　亜あ衣いは呻うめく。高たか浜はま亮りよう吾ごの名前がある。前まえ川かわ美み緒おと恋こい人びとになった彼は、確かに神かん崎ざきに恩おんがあるといっていい。宝ほう生しようリサをはじめとする監かん獄ごくサークルのメンバー、そしてそこで神かん崎ざきと接したのだろうエリート女子たちの名前もある。さらに……なんだこれは？

　金額の低い振り込みが並んでいる。そして名前でなくアルファベットと数字の妙みようなコードが表記されている。

「……ＡＩ管理コード」

　ラボで神かん崎ざきと触れ合ったアンドロイドたちだ。彼女たちも映えい像ぞうを見ており、自分のなけなしの資金を投げうっている。おそらく彼女たちはすでにボディを捨てている。それでも神かん崎ざきへの好意は残っているというのか。

　だが、その思いは神かん崎ざきを破は滅めつに近づける。善意で作った道は地じ獄ごくへと通じているのだ。

　……いや、方法がないわけではない。

　亜あ衣いはパソコンを操そう作さし振り込みを行った。

　権利を買うことができれば、高い確かく率りつで亜あ衣いに通話が来るはずだ。神かん崎ざきの味み方かたでありこのゲームを見ている人間。そんな条件を満たす者は限られるからだ。その時に彼にだけわかるようにサインを送ってやればいい。生徒会の介かい入にゆうはあるだろうが、それでも……。

　……私はどうするつもりなのだ？

　亜あ衣いは思った。電話が来たらどうするのか。神かん崎ざきは亜あ衣いの手を振り払って、モニターの中にいる。そんな人間にもう一度手を差し伸べてやるというのか。ここで生徒会に協力し、神かん崎ざきを闇やみに突き落とせば、彼を助けるよりも利り益えきを上げられるはずだ。

　全身に汗あせをかいていた。神かん崎ざきのジレンマがモニター越しに浸しん水すいしている。画面の向こうで行われているゲームは、悪あく魔まの遊ゆう戯ぎだ……。

　ついにカウンターがストップした。パネルを購こう入にゆうする資金が貯たまったのだ。神かん崎ざきは落ち着いた様よう子すで携けい帯たい電話を手に取った。

　気づくと亜あ衣いはスマホを握っていた。結論は出ていないが、ここで電話が来ることを願っていた。たとえ結果がどうなっても通話が欲しい。絶望の闇やみの中での三分間を私に使ってほしい。

　彼に救きゆう済さいを与える女め神がみか、すがる彼を無む慈じ悲ひに闇やみに突き落とした悪あく魔まとなりたい……。

　彼が携けい帯たい電話の画面に向かって呼びかけた。通話相手の情報を呼びだしている。

　スマホを握る亜あ衣いに、生徒会のメンバーが歩み寄る──。




　　　　　　　　　　＊




　雑ざつ踏とうの中に彼女はいた。

　足音が怖こわかった。歩き去る人々の足音は、自分が世界に必要とされていることを誇こ示じしているかのようだ。自分はなんなのだと思う。この世界の莫ばく大だいな音の中で、自分の小さな声は必要とされるのか。いや、役に立たなかったからここにいる……。

　夕ゆう凪なはキャリーバッグの上にぼんやりと座っていた。

　あれからしばらく学校で待っていたが彼は戻ってこなかった。そのうちに休きゆう憩けいスペースは取り壊こわされ、夕ゆう凪なに残っていた、たった一つのサークルも奪うばわれた。

　その場に残る意味をなくした夕ゆう凪なは、とりあえず学校を出た。自分の荷物は少なく、キャリーバッグ一つにすっぽりと収まった。小さな荷物は自分の学校での思い出の少なさに感じられ、胸が締しめつけられる。

　夕ゆう凪なは母のことを考える。先ほど母の墓に立ち寄ってきた。プロヴァンスで生まれた母は、日本人の祖そ父ふを頼り、東京へ出てきた。その後、夕ゆう凪なと同じ学校に進学した。

　母が日本に出てきたのは夕ゆう凪なと同じ理由だ。祖そ母ぼと同じく恋こい占うらない師しになりたかったらしい。そこでで母は祖そ母ぼから課か題だいを出された。普ふ通つうの女の子として学校に通い、多くの恋こいを成じよう就じゆさせたら占うらない師しとして受け入れると。

　だが母は失敗した。自分の恋こいさえも成じよう就じゆできなかった。

　学校で知り合った恋こい人びとは、母を妊にん娠しんさせて姿すがたを消した。母は逃げられたことに気づかずに数か月待ったが、彼は戻ってこなかった。

　その後、母はプロヴァンスに戻り夕ゆう凪なを生んだ。だが、母は二度と占うらないをしなかったという。

　夕ゆう凪なが母と同じ学校に入学したのは、死んだ母の意い志しを引き継つぐためだった。しかし占うらないもできない自分には、おこがましい考えだった。

　──戻ろう。

　今後は他人の恋こいにかかわることなく、ただ祖そ母ぼのもとに置いてもらおうと思った。

　夕ゆう凪なは決けつ意いし立ち上がる。ずっと空港で迷っていたが、自分にはそれしか選せん択たくはなかった。すべてを放り投げて逃げ帰るのだ。

　そのとき、雑ざつ踏とうの中で何かが聞こえた。

　歌声だった。それはずっと待ち続けていた彼女の歌声……。

「オリビア？」

　有線音楽やラジオでもない。慌あわてて携けい帯たい電話を取り出す。表ひよう示じされた電話番号は非通知。しかし、夕ゆう凪なの電話は初めてオリビアを歌った。

　呼吸を整え、震える指で通話ボタンを押した。

「…………」

　声が出ず、夕ゆう凪なは携けい帯たい電話を耳に押し当て相手の声を待った。

『夕ゆう凪なぎか？』

　その声を聞いて夕ゆう凪なの体から力が抜けた。

「なんだ、神かん崎ざきさんですか」

　神かん崎ざきだった。期待したために落差も大きかった。電話番号も教えてないのに、なんでこの携けい帯たいにかけてきたのだと怒りさえ湧わいた。

『夕ゆう凪なぎは今どこにいる？』

「……教えません」

『学校は辞やめてないんだな』

「プロヴァンスに帰ってから退学届けを送ろうと思いまして」

『空港か』

　搭とう乗じようアナウンスの声を携けい帯たいが拾ったようだ。

「教えません」

　夕ゆう凪なはそっけなく答えたが、悪い気分ではないと気づいた。もしかしたら、自分は彼の電話を待っていたのではないかとさえ感じた。

「神かん崎ざきさんは、その、生徒会の罰ばつは……」

『大したことないって言っただろ。とっくに許されている』

「でも、あの学校のことだから、たとえば地下に牢ろう獄ごくがあるとか、凶きよう悪あくなロボットがいるとか、悪いことばかり考えちゃって……」

『すごいこと考えるな。そんな妄もう想そうして泣いてたのか』

「泣いてません！　許されたならいいんです。安心して帰れますから」

　神かん崎ざきは学校に戻ったのだ。その事実に心の底から安あん堵どした。

「最後に挨あい拶さつができてよかったです。──切りますよ」

『切らないでくれ。あと二分ある』

　神かん崎ざきは初めて夕ゆう凪なに下した手てに出た。

『もう帰ることは決めたのか？』

「……はい」

『逃げ帰るのか？』

「ち、ち、違います。オリビアだって聞きましたし」

『そっか』

　沈ちん黙もくが流れた。夕ゆう凪なは電話を耳に当てたまま待つ。

『なあ、学校に戻ってこないか？』

　涙が滲にじみ空港の景色けしきがぼやけた。自分はこの言葉を期待していたのだと気づいた。

「……でも、サークルもなくなってしまいました。私が騙だまされて権利を奪うばわれちゃったから」

『大だい丈じよう夫ぶだ、サークルはまだある』

「本当ですか？」

『取り戻す──予定だ。大だい丈じよう夫ぶ、信じてくれ』

　神かん崎ざきが言うのなら間違いはないだろう。

「だったら新しく部員を募ぼ集しゆうしてください。学校には頭のいい子とか、胸が大きかったりスタイルがいい女の子がいっぱいいるじゃないですか」

『そうじゃなくて夕ゆう凪なぎがいいんだ』

「……ちょっと失しつ礼れいなこと言ってません？」

『もう一度やり直そう。アニマル村でもいい』

「アニマル村は乗っ取られました。しばらくクマでログインできずに、やっとできたと思ったらテーブルに花が置いてあるんです。手に取ると『愛してる』とか『綺き麗れいだね』とか気持ち悪い呪じゆ文もんみたいなのが流れだしたから、それ以来放ほう置ちしてます」

『そ、そっか。じゃあ新しいものを始めよう』

「私は他人の恋れん愛あいに関わる権利はないんです。だったら学校に戻る意味はありません」

『わかった』

　神かん崎ざきはただそう言った。今度の沈ちん黙もくは、先ほどよりも長かった。沈ちん黙もくに音ねを上げて、声を発してしまったのは夕ゆう凪なだった。

「迷めい惑わくをかけて、ごめんなさい。私が間違ってました」

『間違えたのは俺おれだよ。夕ゆう凪なぎは正しかったと心から思う。俺おれは地図を持っていたけど間違った場所にいた。夕ゆう凪なぎは迷っていたけど正しい場所を歩いていた。夕ゆう凪なぎの言ったとおり、もっとゆっくりと歩けばよかった。夕ゆう凪なぎが迷っていたなら手を繫つないで一いつ緒しよに歩けばよかった』

「神かん崎ざきさん……」

『ありがとう。俺おれは君に救われた。……ただ、それだけを伝えたかった』

　こらえきれずに涙がこぼれてしまった。もう一ひと言こと欲しかった。もう一回、戻ってきてくれと言われたら、今度こそ自分は……。

「神かん崎ざきさん？」

　返答はなかった。すでに通話は切れていた。

　夕ゆう凪なはその場で待ち続けたが、オリビアが歌うことはなかった。
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　瞳ひとみの色は限りなく透とう明めいに近いブルーだった。

　学校のパブリックビューで女性が踊おどっている。音楽に合わせ、ほんの一ミリもずれのない制せい御ぎよされた動きは美しかった。アンドロイドならではのデジタル的な動きだ。

　亜あ衣いは噴ふん水すい前のベンチに座って、そんな彼女を見つめていた。

　シミュレーションにてボディを破は壊かいされたとされる彼女だが、無ぶ事じに回復したようだ。

「ロンドちゃんですね」

　サークル部員の篠しの原はら愛まな花かがベンチの横に立っていた。サークル活動をサボった亜あ衣いを探しにきたのだろうが、彼女は責めることはしなかった。

「直ってよかったですね」

「ＡＩが壊こわれて戻らないのも、いるようだけどね」

　神かん崎ざき京きよう一いちが行った実験のデータを見たが、それにより失われた知ち能のうがいくつかあるようだ。アンドロイド同士で戦いメモリーを破は壊かいされたＡＩ、さらに外に出てしまったアンドロイドの知ち能のうも失われたという。

　原因は判明していない。しかし恋れん愛あいが彼女たちを破は壊かいしたのだと察していた。

「魔ま物ものか……」

　アンドロイドさえも狂わせる存在。そして自分もその魔ま物ものに喰くわれかけた。あのとき魔ま物ものの牙きばは自分の肉に確実に食い込んだ。痛みを伴いながらも発生した強きよう烈れつな快感に溺おぼれそうになった。亜あ衣いは左胸に手を添そえる。あのぞくりとするほどの感覚が残っている……。

「私は、未いまだにあの結末になった理由がわかりません」

　愛まな花かの視線は、パブリックビューを突き抜けていた。

「見たとおりじゃない？　神かん崎ざき先せん輩ぱいは正しい扉とびらを開けた。ただそれだけ」

　神かん崎ざきは生徒会とのゲームに勝利した。結末はあっけなかった。通話を終えた神かん崎ざきは、迷うことなく一方の扉とびらを選び、そしてそのまま学校から出ていった。

「あの通話にヒントがあったのでしょうか」

「いいえ。きっと彼は──通話をする前から正しい扉とびらがわかってた。元もと恋こい人びとのサインを見ただけでわかったの」

「でも、生徒会は神かん崎ざきさんが開けるだろう扉とびらに破は滅めつを置くと」

「神かん崎ざき先せん輩ぱいの勝因は──ゲームをやっていなかったこと」

　生徒会との対決も、勝利の報ほう酬しゆうも頭になかったのだ。

「面子メンツを潰つぶされた、生徒会の報ほう復ふくはあるのでしょうか」

「できないでしょうね。あのゲームを観みたすべての人間は、彼の正しさを知っている」

　彼にとっては難しい選せん択たくでなかったのだ。元もと恋こい人びとに教えられて扉とびらを開ける。それだけのことだった。

「元もと恋こい人びとは、どちら扉とびらを指したのでしょう」

「……それは、あの場所にいた二人にしかわからないこと」

　愛と憎にくしみは同一だ。元もと恋こい人びとが神かん崎ざきを救きゆう済さいしたのか、破は滅めつを願ったのかはわからない。だが、彼は元もと恋こい人びとの感情を正しく受け止めた。二人が本当の恋こい人びとだったのかはわからない。だが、やっとあそこで恋こい人びとの関係は終わりを告げたのだ。

「でも、あの人らしくないです。マシーンと評された彼なら、エリートの称しよう号ごうや生徒会入りを願うと思いました。でも、救きゆう済さいにて手に入れたのはちっぽけなあのサークル……」

「だからゲームに勝ったのよ」

　剣けんには剣けんを、銃じゆうには銃じゆうを。そして恋れん愛あいには恋れん愛あいを。生徒会は愛を利用したゲームを仕し掛かけたが、神かん崎ざきを守ったのも愛なのだろう。魔ま物ものの牙きばは魔ま物ものでしか防げない。

『夏ですね』

　ビジョンを見ると、踊おどり終わったロンドのバストショットが映っていた。汗あせ一つかかず、呼吸も乱れていない。冷たく涼すずしげな表情だった。

『夏休みが始まります。生徒の皆さんにはモラルを持った行動を願います。夏休み中は特別な委員会が設置されますので、トラブルの際はまずこちらに連れん絡らくをお願いします。続いて学習要よう綱こうについて。期末テストはありませんが、単たん位いの調ちよう整せいなど特別講こう習しゆうなども実じつ施しされます……』

　学校側のコマーシャルだった。今年の夏は始まったばかりだ。

　視線を下げると、噴ふん水すいの周囲にはたくさんの生徒たちがいる。そのほとんどがカップルだ。恋こい人びとたちは寄り添うようにして笑顔を浮かべている。この夏が終わるまでに、あの中の恋こい人びとはどれほど残っているか。夏は恋れん愛あいが始まる季節でもあるが、終わる季節でもある。

　しかし心配することはない。終わる恋れん愛あいがあるからこそ、自分たちのような存在がいる。亜あ衣いは思う。この学校はおそらく世界で一番恋れん愛あいが生まれた場所だろう。そしてその数だけ恋れん愛あいが終わった地でもある。世界で一番女の子が泣いた場所だ……。

「行きましょう」

　亜あ衣いは立ち上がると、飛沫しぶきを受けながら噴ふん水すいを突っ切って歩く。

『ここからは個人的な時間をいただきます』

　振り返ると、ビジョンのロンドが微笑ほほえんでいた。

『仲間たちとお金を出し合って、三分間だけ枠わくを買い取ったんです』

　珍めずらしいことだった。ＡＩ同士が協調することなどはめったにない。

『私たちＡＩは人間と恋こいができると思いますか？』

　ロンドは青みがかかった瞳ひとみを瞬またたく。

『私たちは感情を持っていますが、それが人間と同じものかはわかりません。真まっ赤かな薔ば薇らを美しいと感じますが、人間と同じものかはわかりません。それでも好きという感情は、きっと同じであると願っています……』

　いつものと違うアンドロイドの言げん動どうに、噴ふん水すいの恋こい人びとたちが視線を向ける。

『でも、恋こいするにはボディが必要です。……そして頭ず脳のうも。人間の十パーセントにも満たない脳のうは未いまだに解明されていません。何な故ぜあんな小さな炭たん素そ化か合ごう物ぶつで、この世界を自由に行動できるのか……』

　亜あ衣いは何な故ぜか彼女に目を奪うばわれてしまった。

『現在の私たちの頭ず脳のうでは、外に出ることはできません。ランダムに飛び散る噴ふん水すいの水も、風になびく芝しば生ふの情報も処しよ理りできないからです。ボディを使う場合、真っ白で清せい潔けつな空間でしか活動できません』

「難しいことを言ってますね」

　そう言う愛まな花かもじっとロンドを見つめている。

『外の景色けしきを認にん識しきすることはできます。でも、活動し、感じることはできないんです』

　ロンドは胸の前で両手を組み、悲しげな表情を作った。

『でも歩きたいです』

　いつの間にか、噴ふん水すいにいるすべての生徒たちがロンドに目を奪うばわれていた。それほどに彼女には見るものを惹ひきつける何かがあった。

『夜になるとライトアップされる噴ふん水すいに触れたいわけではありません。緑の芝しば生ふで寝ね転ころがりたいわけでもありません。風を感じて歌うわけでもなく、雨上がりの匂においでもなく、薔ば薇らの本当の色を探すのでもなく……ただ一いつ緒しよに歩きたい』

　亜あ衣いは彼女の顔を見て小さく笑った。

『外を歩くボディと頭ず脳のうができるまで時間がかかります。そのためにはみなさんの力も必要です。そして、もしも外に出られたら──』

　ロンドの表情は複雑だった。笑えみと悲しみと苦痛、そして憎にくしみ。

『次は逃がさない』

　目を奪うばわれた理由がわかった。彼女も恋こいをしているのだ。

　ビジョンの向こうの空に、飛行機雲が見えた。




　　　　　　　　　　＊




　マルセイユの乾いた風が吹き抜ける。東京とは違う夏の風、懐なつかしい匂においを感じた。

　空港を出るとターミナルがあり、多くの観光客でごった返している。

　鈴すず木き夕ゆう凪なはキャリーバッグを引いてその脇わきを歩いていた。機内ですべて吐き尽くしたと思ったが、溜ため息いきが出てしまう。天候は極きわめて良好だったが、夕ゆう凪なの目にはどんよりとして見えた。

『溜ため息いきを吐つくと幸せが逃げてしまいますよ』

　声が聞こえた気がして振り返る。しかし、そこにはタクシーを待つ欧おう州しゆうの観光客がいるだけだ。自分は幻げん聴ちようまで聞こえるようになったのか……。

　夕ゆう凪なは頭を振ると、ポーチから財さい布ふを取り出す。すぐ横に自じ販はん機きがあったので、財さい布ふに入っていたコインを乱暴に投入した。取り出し口に水のペットボトルが落ちたが、手に取る気にもなれず自じ販はん機きに寄りかかる。

『待ち人来たる……みたいな』

　声に顔を上げた。自じ販はん機きからの声だった。

「はあ？」

『占うらないです』

　馬ば鹿かにされた気がして唇くちびるを嚙かむ。そもそもなんでマルセイユの自じ販はん機きが日本語を喋しやべるのだ。

　夕ゆう凪なは自じ販はん機きに寄りかかったまま怒りを抑え、深呼吸をしてからペットボトルを取る。キャリーバッグを手に取り歩きだそうとすると、再び声が聞こえた。

『そっちじゃありません』

「は？」

『反対側』

　自じ販はん機きを左手の拳こぶしで叩たたくと、それ以上何も言わなくなった。夕ゆう凪なは水の入ったペットボトルをごみ箱に捨てて歩きだす。

　数歩進んで立ち止まる。夕ゆう凪なはしばらく突っ立ってから思い切って振り返った。

　車が並ぶ道路と、アイボリー色の建物が見えるだけだった。空港から出てきた恋こい人びとが腕を組んで歩いていく。

　夕ゆう凪なは溜ため息いきを吐ついてから再び歩く。と、何かにぶつかって尻しり餅もちをついた。

　顔を上げて息を吞のむ。目の前に立っていたのは神かん崎ざきだった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　神かん崎ざきは平然としたまま、夕ゆう凪なに手を差し出した。しばらく固まっていた夕ゆう凪なだったが、我に返ると、スカートを直して急いで立ち上がる。

「な、な、なんでここにいるんです？」

　夕ゆう凪なは神かん崎ざきを睨にらみつけた。色々な感情が渦うず巻まいて何を言っていいかわからない。

「ここにいると思ったから」

　神かん崎ざきは手を差し出したまま言った。制せい服ふくのズボンとラフなＴシャツとサンダル。いつもの格かつ好こうで、自じ販はん機きにコーヒーを買いに来たかのように立っている。

「偶ぐう然ぜんですね。旅行ですか？　それとも今度は輸ゆ入にゆう雑貨でも扱うんです？」

「会いに来た」

　怒りが湧わいた。自分がこんなにも苦労し苦く悩のうしてここにたどり着いたというのに、目の前の男は何も考えずに切きつ符ぷだけを買ってここにいる。

「よく、私を見つけられましたね」

「世界で一番浮かない顔をした人間を探したんだ」

　この人間は嫌いや味みを言いにプロヴァンスにまで来たのか。

「サークルは取り返したから安心していい」

　夕ゆう凪なは歯を食いしばって耐たえる。絶対に涙を見せてはいけない。

「あの電話からすぐに来たんですか？　私が学校に戻るかもしれないのに」

「こっちに来ると思った。二つに一つの扉とびらなら、俺おれは簡単に正解を開けられる」

　神かん崎ざきに操あやつられているような気がして顔が熱くなった。なんでこんなに自信満々なのだろう。きっと目の前の人間は、夕ゆう凪なのことも単なる数字としか思っていない。方ほう程てい式しきを解くようにして夕ゆう凪なの行動を予測したのだ。

「でも正解じゃありません。だって、私は学校には戻らないから」

「ただお願いがあってここに来たんだ。もう一度、一いつ緒しよにサークルをやろう、って」

　差し出される神かん崎ざきの手を握ったら負けだ。絶対にここで彼に寄りかかってはいけない。

「学校には戻らないし、一いつ緒しよにサークルもやりません。だから帰ってください」

　夕ゆう凪なは視線を逸そらした。目を見ていると相手のペースになってしまう。

「じゃあ、私は行きますので。さようなら」

　夕ゆう凪なはキャリーバッグを握って歩道を進む。

　振り返ると、神かん崎ざきが手を差し出したまま立っている。夕ゆう凪ながその手を握ると思っている。そんな相手の予測どおりに動くのは癪しやくだった。

　さらに進んでもう一度振り返る。神かん崎ざきは一歩も動いていない。追いかけてきたら、もう少しだけ話を聞いてあげようと思ったのに……。

　夕ゆう凪なはぐっと歯を食いしばって歩きだした。もう結末はわかっていた。ただ、そうなることが悔くやしかった。彼の自信に満ちた表情を見ると腹が立つ。絶対に夕ゆう凪なが戻ってくると知っているのだ。悔くやしい。悔くやしい、悔くやしい……。

　夕ゆう凪なはキャリーバッグを投げ出し振り向いた。

　走った。

　涙で滲にじんでよく見えない。それでも走った。最初と同じ場所に立って手を差し出している神かん崎ざきが見える。せめてその手は握ってやらないと決めた。

　敗はい北ぼくは、それほど悪い気分じゃなかった。










　あとがき




　もしも女の子と暮らすことになった時の10の約束





１　とりあえず水回りの掃そう除じだけは完全にやりなさい

　（あなたが無む職しよくとかフリーターだったら特に頑がん張ばって）

２　彼女が話しかけてきたら返答はしっかりと

　（話は聞かずとも返事だけは手を抜いちゃ駄だ目め）

３　彼女はサプライズなどは求めていません

　（だってあなたは無む職しよくかフリーターでしょ？）

４　彼女がイライラしていたら、あなたもとりあえずあたふたしなさい

　（でも、決して近寄っちゃいけないよ）

５　彼女からの電話に出る前に発声練習をしなさい

　（声の低さで眠ってたことがばれちゃう）

６　メールの返信は常に全力を尽くしなさい

　（一いち行ぎようの返信が続くといきなり怒りだすよ）

７　理り不ふ尽じんな扱いを受けたら、自分にも心があるのだと訴えなさい

　（同情を誘さそえばなんとかなるかも。ならないかも）

８　彼女が本気で怒ったら何をしても無む駄だなので逃げましょう

　（言葉が通じると思っちゃ駄だ目め）

９　ひとりになれる場所を見つけておきましょう

　（逃げ場所なら夜や景けいの見られる屋おく上じようとかがいいと思う）

10　でも愛があれば大だい丈じよう夫ぶ

　（あるんならね）
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土ど橋ばし真しん二じ郎ろう

土橋真二郎です。夏ですね。実は著者近影コメントを書くのはこれが初めてだったりします。
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イラスト／白しろ身み魚ざかな

最近、飼い猫の一匹が肝臓を悪くして通院中です。とはいえ基本的には元気なので、今もパソコンを打つ隣で『遊んでくれ』と視線でプレッシャーをかけてきます。笑。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「土橋真二郎先生」係

「白身魚先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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